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はじめに 

『新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン』は、九州内の 10大学（九州大学・福岡大

学・久留米大学・佐賀大学・長崎大学・熊本大学・大分大学・宮崎大学・鹿児島大学・琉球大

学）が参画するプロジェクトであり、文部科学省が行う『多様な新ニーズに対応する「がん

専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン』事業の採択を受けて活動しています。 

本報告書は、平成 30 年度（平成 30（2018）年 4月 1 日～平成 31（2019）年 3 月 31 日（見込み））

の実績を取りまとめ、各大学・プラン全体での自己評価（内部評価）を行ったものです。 

なお、本報告書をもとに外部評価委員の先生方による第三者評価をいただくことで、次年

度以降、客観的視点も踏まえた事業改善を行い、新ニーズに対応できる人材を養成して参り

ます。 

※内部評価は、平成 29年度から毎年継続して実施しています。
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「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」 

平成３０年度内部評価 

 

 

[選択肢] a:十分に目標を達成できている / b:目標を達成できている / 

 c:あと少しで目標を達成できる / d:目標を達成できていない 

 

○「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」全体としての自己評価 

九州がんプロ b:目標を達成できている 

 

○各大学の自己評価 

九州大学 b:目標を達成できている 

福岡大学 c:あと少しで目標を達成できる 

久留米大学 c:あと少しで目標を達成できる 

佐賀大学 b:目標を達成できている 

長崎大学 b:目標を達成できている 

熊本大学 
（大学院コース）   b:目標を達成できている 
（インテンシブコース）d:目標を達成できていない 

大分大学 c:あと少しで目標を達成できる 

宮崎大学 c:あと少しで目標を達成できる 

鹿児島大学 b:目標を達成できている 

琉球大学 c:あと少しで目標を達成できる 
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【平成３０年度（全体）】 

「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」内部評価・外部評価シート 

 

作成担当コーディネーター 九州大学 馬場 英司（幹事コーディネーター・北部エリア部会長） 

長崎大学 芦澤 和人 （西部エリア部会長） 

鹿児島大学 上野 真一（南部エリア部会長） 

事務担当者 九州大学医系学部等事務部 学務課 田中 紀代美 

 

１．概要 

補助事業の目的・必要性 総論 ※交付申請時の内容を転記（編集不可） 

本プランはこれまでの10年に及ぶ九州内の医療系大学との継続的ながん教育連携を基盤とし、九州大学の九州連携臨床腫瘍学講座

が10の大学院・関連医療機関等と密接に連携し九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成する。また長崎大学の臨床

腫瘍学分野、鹿児島大学の臨床腫瘍学講座が九州内連携の要となり、特にライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養

成を行う。当該講座には専門の教員を配置し、各大学病院内の小児がん医療部門、希少がん部門、ゲノム医療関連部門等との強力な連

携に基づく実地教育を行う。対面講義・研修等に加え遠隔通信等も利用し広域にわたる大学連携を機能的に実現させ、新ニーズに対応

した多職種連携教育の構築・情報発信を行う。またゲノム医療や小児・希少がんに対する海外の先進事例を積極的に収集し発信するこ

とで本プランのみならず我が国におけるがん専門医療人の養成に寄与する。 

達成目標 ※工程表の内容を転記（編集不可） 

○達成目標１：九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成する。 

○達成目標２：ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を行う。 

○達成目標３：ゲノム医療や小児・希少がんに対する海外の先進事例を積極的に収集し発信することで本プランのみならず我が国に

おけるがん専門医療人の養成に寄与する。 

 

目的・達成目標に対する今年度の実績 ※達成目標１～３に触れながら記載。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

今年度から本格的に各大学がんプロコースが始動した。１０大学において、計３４コース（大学院２４コース、インテ
ンシブ１０コース）が設置。日々教育が行われており、現在、合計３６７名の学生が在籍している。 
 教員による対面指導はもちろんのこと、九州大学に設置の「eラーニング支援室」を中心として『全国eラーニングクラ
ウド』へ提供する講義の収録・編集・公開も進んでいる（４５講義収録完了（ゲノム7、小児・AYA・希少がん28、ライフ
ステージ10）。がんプロ学生はeラーニングシステムを活用し、九州がんプロ内だけでなく他拠点の講義も視聴すること
で、がんゲノム医療をはじめとした最新情報を得ながら、がん専門医療人となるべく研鑽を積んでいる。 
 
 がんゲノム医療に関しては、まだまだ単一大学内のみでの情報収
集・教育は困難であるが、今年度は各大学が他県・他拠点等から講師
を招き、最新情報の収集・共有に努めた。また、既存の「テレビ会議
システム」等も活用し複数大学が共同で講習会等を積極的に開催した
ことで、補完し合うことができた（写真（左）は７月開催分。鹿児島
大学が講師を務めた）。 
 例年実施している「九州がんプロ全体研修会」も、沖縄での初開催
を実現した（写真右）。琉球大学が主体となった運営のもと「沖縄の
医療事情」に関する講話や、「アンコンシャス･バイアスへの気づきは成長の第一歩」と題した男女共同参画に関する講
義等、新たなテーマを取り上げることができ、参加者アンケートでも96％から次回も参加したいとの高評価を得た。 
 
 北部エリア（九州・福岡・久留米・大分大学）では、合同による市民公開講座「がん医療×アートな暮らし」を初めて
企画。大分県立美術館で開催し、約100名の参加を得た（写真下3点）。医療情報の提供に留まらず医療と他分野を融合さ
せた内容としたことで、更に広い市民層へがん医療、がんプロについて発信することができた。また、福岡大学では、生
活習慣病と関連させた「がん治療セミナー」の開催により、多くの開業医・在宅医の参加を得ることができた。 
今後、これまで取り上げていなかった新しい視点のセミナー等を発案・実施することで、更に広くがん医療について発

信するとともに、これらにがんプロ学生を積極的に巻き込み、がん専門医療人の教育・養成の強化にも繋げる。 

 

写真左から：講師の駒形克己氏制作ポス

ター／講演風景／美術館で当日同時開催

したがん患者・家族等の作品展示 
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実績を踏まえた成果（学生教育の観点での成果について記載すること） 

※適宜、学生のキャリア教育、キャリア形成の点にも触れながら記載すること。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

 始動したがんプロコースにおいて、今年度は１４２名の修了者（大学院２３名、インテンシブ１１９名）を輩出した。
各コース学生のうち２６名が、各種専門医（がん治療認定医、小児血液がん専門医、小児科専門医、血液専門医、医学物
理士、外科専門医、内科認定医、消化器外科専門医、消化器病専門医）に合格といった実績も徐々に出始めており、今後、
がん専門医療人として九州における即戦力となることが期待できる。 
また、今年度は「在学生へのアンケート」も実施。ウェブアンケートを採用し、在学生の負担軽減とともに回収率を高

めることができた。回答者の約75％から「全体的な満足度」の項目で４もしくは５の高評価を得た。 
 
がんプロ卒業生にも継続して指導を実施しており、その結果、がん薬物療法専門医に合格した旨の報告も届いてきてい

る。久留米大学では、在学生と修了生による「久留米ネットワーク」が運営され、事例検討会・セミナー等の場で最新の
知識について意見交換が行われ、相互に学び合えるサイクルが築かれている点も評価できる。 
 九州がんプロホームページでは「修了者の声」と題したコーナー（右図）を作成。各大学の
がんプロコース修了者（第２期含む）計２５名の記事を新たに掲載することで、在学生・市民
に対して広くがんプロの情報発信を行った。今後、本記事を活用してがんプロコース履修者の
リクルートに努めるとともに、記事掲載した修了者と在学生の実際の交流を設ける等して、
より具体的なネットワークの構築を行う。 
 
長崎大学では「在宅・地域医療実習」を継続して実施。今年度は７名が参加し、地域医療を

理解しライフステージに応じたがん対策を推進できる人材となるべく地域の実情を学んだ。
また、緩和医療をより地域に普及させることを目的とし、新たに「在宅緩和医療に関する講演会」を開催した。 
今後、このような各大学の特長的な事例（グッドプラクティス）を拠点内で共有する機会（報告会等）を設ける。 

 
海外先進事例の収集に関しては、10月に「韓国アサン医療センター・がんセ

ンター訪問研修」を実施。がんプロの教員２名・学生５名が渡航し、がんゲノ
ム医療の実施体制・成果に関して韓国側とディスカッションを行うとともに、
今回新しい試みとして、ソウル市内・近郊医療機関のがん専門医も交えての
「Korea-Japan Joint Symposium」（右写真）を同時開催した。今後も研修形式
をupdateしながら更に意義深い交流企画を目指す。ほか、九州大学では、大学
病院国際医療部海外交流センターとの連携体制を活用した留学生受入による交
流も実施した。 
九州がんプロでは、国内外の様々な医療人との交流機会も活用しながら、幅広い視野と豊富な経験を持つ、今後の日本

がん医療を率いるプロフェッショナルを引き続き育成する。 

 

２．各事業の取り組み状況 

（１）交付申請書に記載した内容への対応 

No 具体的な事業内容 ※交付申請時の内容を転記（編集不可） 実施計画 ※同左（編集不可） 

① 
新しい教育コース（大学院コース、インテンシブコース）の準

備、開始、運営 

４月 新しい教育コースを開始、運営。 

② 

本プランを有効かつ効率的に運営するための事務機関として、

「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン事務局」を設置

し、プロジェクトの事務管理を行う。 

４月～３月 「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン事

務局」によるプロジェクトの事務管理。 

③ 
e-learningシステムのコンテンツ作成、維持管理を行う機関と

して、「eラーニング支援室」を設立する。 

４月～３月 eラーニングコンテンツの作成・公開。 

④ 

プランにおける取組、成果を開示し広く国民に理解をいただく

ため、また、継続的な学生確保のための「新ニーズに対応する

九州がんプロ養成プランホームページ」を開設する。 

４月～３月 「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プランホ

ームページ」の管理運営。 

⑤ 
事業運営の意思統一、円滑な運営のため、「事業運営推進協議

会」を設置し、開催する。 

６月、１１月 「事業運営推進協議会」を開催。 

⑥ 
連携大学間のテレビ会議システムによる「ゲノム医療講習会」

を実施する。 

２月 連携大学間のテレビ会議システムによる「ゲノム医療講

習会」を実施。 

⑦ 

各大学においてシンポジウム、セミナー、講習会等を実施する。 ４月～３月 各大学においてシンポジウム、セミナー、講習会、

市民公開講座等を実施。１月 男女共同参画に係る講演会を開

催。 

⑧ 
連携大学共同による研修会を実施する。 ３月 九州がんプロ全体研修会を開催。 

⑨ 
国内外医療機関等を調査し、連携体制構築のための協定締結に

向けて協議する。 

６月～７月 海外医療機関との訪問研修実施。国内他拠点との

リトリート実施。 

⑩ 
連携大学間のテレビ会議システムによる「小児緩和医療講習

会」を実施する。 

１０月 連携大学間のテレビ会議システムによる「小児緩和医

療講習会」を実施。 
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No 実績 ※1～2行程度で簡潔に記述 成果（学生教育の観点での成果について記載）※同左 

① 
大学院２４コース、インテンシブ１０コースにて学生を受入。 ３６７名が在籍。修了者１４２名を輩出。６コースにおいて当

初の受入目標を上回った。 

② 
九州大学の事務局スタッフが各大学の情報収集および進捗管

理を行った。 

事務局スタッフが各大学と密接に連携し、各種研修・講習会等

に多くのがんプロ学生を動員することができた。 

③ 
eラーニング支援室専任スタッフおよび各大学担当教職員のも

と、eクラウド用の講義収録等を実施した。 

合計４５の講義を収録完了した。現在随時、編集・公開作業を

進めている。 

④ 
九州大学の事務局スタッフが各大学の情報収集・発信を行っ

た。 

計８２回の記事掲載・更新を実施。SNS（Facebook,Twitter）も

活用し１６９回の投稿発信を行った。 

⑤ 
今年度は合計５回の会議（予定含む）を実施し、事業運営につ

いて協議した。 

テレビ会議・メール会議も活用し、多大学による運営を効率的

に進めることができた。 

⑥ 
各大学にて講習会を展開。一部はテレビ会議システムにて同時

中継を実施した。 

7月の「がんゲノム講習会」は鹿児島大学を講師とし、九州がん

プロ５大学３６名が参加した。 

⑦ 
全大学合計９６回のシンポジウム・セミナー等を実施した。 合計約５，０００名の参加を得た。がんプロ学生等に対し幅広

く最新のがん医療等の知識・情報を提供することができた。 

⑧ 
1月に沖縄において「九州がんプロ全体研修会」を実施した。 教員１５名・学生１２名の参加を得た。症例検討等を通して多

職種での情報共有・交流を図った。 

⑨ 
10月に韓国への渡航研修を実施。2月に筑波大学拠点とのリト

リート、北信がんプロ拠点との合同シンポジウムを実施。 

韓国研修は教員２名・学生５名が参加。他拠点との行事では合

計約１００名のがんプロ教員・学生が参加した。 

⑩ 
各大学において小児緩和医療に関する講習会等を実施した。 各大学病院との連携により教育を継続。拠点内（大学間）での

共有・波及を次年度具体的に検討する。 

 

（２）各事業の実績・成果（詳細）※各大学の取り組みも踏まえ、特色ある内容等に触れながら記述すること。 

①教育コース（大学院コース、インテンシブコース）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

１０大学・計３４コース（大学院２４コース、インテンシブ１０コース）において教育を実施。今年度は合計３６７名
の学生が在籍し、１４２名の修了者を輩出した。九州がんプロ全体として当初の受入目標を達成。特に、九州大学「先端
医用量子線技術科学コース」、熊本大学「研修医・大学院一体型がん専門博士養成コース」、福岡大学「多職種連携がん
専門医療人育成コース」（インテンシブ）では、当初目標を大きく上回る学生受入を達成した。 
各コース学生のうち２６名が、各種専門医に合格。がんプロ卒業生にも継続して指導を実施しており、その結果、がん

薬物療法専門医に合格した旨の報告も得ている。 
一部、目標に届かなかったコースもあることから、単一大学内での検討に留まらず、九州がんプロ全体として解決策を

検討・対応していく。 

②シンポジウム、セミナー、講習会等 ※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

今年度は、合計約１００回のシンポジウム・セミナー等を開催。約５，０００名もの参加が得られ、当初目標を大きく
上回ることができた。各大学において他施設との連携・共同によるセミナー等も活発化しており、地域の医療従事者をは
じめとした学外者も多く参加している。今後もがんプロの輪を更に各地域の中へ拡げるべく、積極的な開催を進める。 
また、前述のとおり、新たな視点での企画実施により、幅広い層へがん医療・がんプロを周知することができた。次年

度も継続して同様の企画を実施し、がん医療の裾野を拡げていくとともに、こういった事業にがんプロ学生も巻き込み、
教育にも展開・波及させていく。 

③地域や社会への情報発信の取り組み（ホームページ、SNS等の実績含む）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

九州大学に置く「九州がんプロ事務局」が各大学の情報を収集し、ホームページで発信。今年度は合計８２回の記事掲
載・更新を行った。また、ホームページと連動したSNS（Facebook,Twitter）も活用。合計１６９回の投稿を行い、広く
社会へ広報した。他拠点がんプロの一部もSNSを活用しており、拠点相互での情報発信も積極的に実施している。 

④大学関連病院との連携（特に「がん診療連携拠点病院」「小児がん拠点病院」との連携に関して） 

 各大学において、がん診療連携拠点病院・小児がん拠点病院との連携により、カンファレンス、研修会・セミナー、市
民公開講座等を積極的に実施している。これらに、がんプロ教員・学生をはじめ各医療機関の医師・医療スタッフが参加
し、知識向上・意見交換を行っている。 

⑤離島・僻地対策 ※一部地域のみの取り組みではなく、九州全体での取り組みが分かるように記述すること。 

長崎大学において「在宅・地域医療実習」を行い、７名の学生を計１２の医療機関等に派遣して、地域医療を理解する
専門人材の育成を行った。また、「九州がんプロ全体研修会」を沖縄で開催し沖縄固有の医療事情等について九州内での
情報共有を行った。次年度以降、更に拠点全体に波及できるような事業を計画する。 

⑥自己評価体制（拠点間リトリート含む） 

他がんプロ拠点との「拠点間リトリート」として、東北大学・九州大学腫瘍内科合同の研究会を昨年度に引き続き実施
した。また、北信がんプロ拠点との交流を新たに実施。合同でシンポジウムを行い互いの事業内容・状況を共有した。 
次年度は事業３年目に当たるため、国の中間評価に備えて具体的な相互評価を実施することで検討する。 
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３．拠点（九州がんプロ）内の連携体制 

①各エリアでの活動 

 活動内容 ※5行程度で記述 

北
部
エ
リ
ア 

○構成：九州大学（エリア拠点）、福岡大学、久留米大学、大分大学 
・前述のとおり、エリア合同の市民公開講座「がん医療×アートな暮らし」を大分県立美術館で開催。医療と他分
野を融合させた企画が参加者から高評価を得た。今後も同様の企画を他県等でも実施することで検討。 

・大分大学と九州大学では、今年度も合同カンファレンスを実施し互いの最新情報を共有した。 

西
部
エ
リ
ア 

○構成：長崎大学（エリア拠点）、熊本大学、佐賀大学 
・テレビ会議システムを活用して、長崎大学主催の講演会「九州大学病院における希少がんの診療体制」、「遺伝
子パネル検査に基づくがんプレシジョンメディシンの現状と課題」を他大学でも視聴参加した。 

南
部
エ
リ
ア 

○構成：鹿児島大学（エリア拠点）、宮崎大学、琉球大学 
・インテンシブコースを、鹿児島および宮崎大学の合同で今年度も実施した。 
・琉球大学が主体となって運営した「九州がんプロ全体研修会」に他大学も参加し、この期間にエリア内の情報共
有等も実施した。 

②その他：上記エリアに限らず、大学間の連携や役割分担について特記すべき取り組みがあれば記載（5行程度）。 

特になし 

 

４．プラン採択時における「がんプロフェッショナル養成推進委員会」の評価への対応 

（１）推進委員会所見（平成29年5月23日発表）への対応状況 

要望事項 所見の内容 ※工程表の内容を転記（編集不可） 本プランの対応方針 ※同左 

① 

本事業は各大学の連携の下で実施するものであることを踏ま

え、一部の大学が主体となって実施するのではなく、事業責任

者のリーダーシップの下、事業における各大学の役割や責任体

制を明確化し、連携大学すべてが一体となって事業を推進する

こと。また、事業期間終了後も各大学において、長期的な展望

に基づく具体的な事業継続の方針・考え方について検討し、自

立化した事業体制を構築すること。 

地域により3つのエリアに分け、それぞれのエリアに拠点校を置い

て、各拠点校がそれぞれのエリアのコーディネーターの教員と連携

して事業を推進し、主幹校である九州大学が全体を総括して事業を

推進する体制を整える。各大学の補助期間終了後は自大学において

予算を確保し本プランで新設したコースを維持し事業を継続する予

定としている。また補助期間中より「事業運営推進協議会」（仮

称）において、事業継続のための具体的な検討を行う。 

② 

厳格な事業の進捗管理の下、自己点検・評価や患者等を含む外

部評価を実施し、事業の不断の見直しを行いつつ、がん医療の

新たなニーズに対応できる優れた人材を養成する体系的な教育

プログラムを展開すること。その際、履修する学生や医療従事

者等のキャリアパス形成に資するものとすること。また、客観

的なアウトプットやアウトカムを年度ごとに明確にすること。 

工程表に基づき、毎年、事業の自己点検・進捗管理を行うととも

に、３年目に中間外部評価シンポジウムを開催して、中間評価に基

づき、がん医療の新たなニーズに対応できる優れた人材を養成する

体系的な教育プログラムを展開する。 

③ 

成果や効果は可能な限り可視化した上で、地域や社会に対して

分かりやすく情報発信すること。また、他大学の参考となるよ

う、特色ある先進的な取組やモデルとなる取組について、実現

するためのノウハウ、留意点等も含めて積極的に情報発信する

など、成果等の普及・展開に努めること。 

九州大学内に本プラン事務局を設置し、本プランに係るHPを公開し

て情報発信するとともに、本プランが主催・共催する講演会、市民

公開講座などで事業成果を広く共有し社会に発信する。また、シン

ポジウムを開催して、取組みや成果を情報発信する。 
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推進委員会所見に対する今年度の対応状況 ※3～5行程度で記述 

① 

エリア拠点である九州・長崎・鹿児島大学のもと、エリア単位での合同市民公開講座、テレビ会議システムを
利用した講習会を共同で実施する等、活動が活発化している。今後、各エリアでの活動を更に活発化させると
ともに、全大学が協働し、エリアの枠を越えて拠点全体に波及させていく。 

② 

昨年度実施した内部・外部評価をもとに全体および各大学の計画を見直しながら活動した。 
次年度は対面での評価を予定していることから、評価委員と更に具体的なディスカッションができるような
内容を検討する。 

③ 

九州がんプロホームページを継続運用し、積極的な情報発信を実施。これにより全大学で実施したセミナー等
において計５，０００名の参加者を得ることができた。事業報告は可能な限り速やかにホームページに掲載し
ており、今後も他拠点の事業を日頃から調査し、良い取組は随時取り入れていく。 

 

（２）本プラン（九州がんプロ）に対する推進委員会からのコメントへの対応状況 

 推進委員会のコメント（充実を要する点） 

※工程表の内容を転記（編集不可） 

本プランの対応方針 ※同左 

① 

連携大学との教育・研究の情報共有方法を明確に

する必要がある。 

「事業運営推進協議会（仮称）」を１年目に設置し、２年目以降は原則として年２回開催

して連携大学間で教育・研究の情報共有を図る。また、TVカンファレンスや合同講習会を

利用して限られた教育リソースを効率的に共有すると共に、毎年、連携大学共同の研修会

を実施する。更に、本プランコース履修生の修了後、所属先でのがん診療、研究における

活動を調査し、その情報を連携大学間で共有することで事業成果を広く活用する。 

② 

拠点間リトリートの開催は有用と思われるが、ト

ピックによっては医療事情や社会事情が異なるの

で、地域性を考慮し、相互にメリットが得られる

よう工夫が必要である。 

それぞれの拠点が実施している特色のある活動に関する情報を、相互に提供しあえるよう

に拠点間リトリートの内容を検討する。例えばゲノム医療に関しては、すでに国内最大規

模で稼働している東北メガバンクの情報を東北の拠点より提供頂き、がん教育に関する国

際連携拠点については韓国ソウルのアサン医療センターにて継続的に実習を行っている九

州の拠点が情報提供することを計画している。 

③ 

事業の実施体制において、実施に関わる教員数が

著しく少ない。 

連携大学の医学研究科等の長が各大学における事業責任者となり、九州大学大学院医学研

究院長がこれを統括する。各大学には実務担当のコーディネーター教員を１名置き、九州

大学の幹事コーディネーター教員がこれを統括する。事業の実施にあたっては、各大学に

おいて、実務担当のコーディネーターに協力して、がん関連の他の教員等もコース運営、

事業実施に参画する体制をとる。 

④ 

ライフステージ領域において、多様性への配慮や

将来を見据えた難治性苦痛の緩和、サバイバーシ

ップなどの焦点化された先駆的な取組が乏しい。 

ライフステージ毎に異なる、多様な患者・家族支援を提供できるよう複数の医療機関、お

よび医療機関以外の他団体の専門職が参加するカンファレンスを開催し、がんプロ学生、

教員も含めて先駆的な対応策の実施を検討する。 

 

推進委員会からのコメントに対する、今年度の対応状況 ※3～5行程度で記述 

① 

今年度は「事業運営推進協議会」を５回実施（予定含む）。テレビ会議システム等を利用し、遠隔地間でもコ
ミュニケーションが取り易い体制を整備している。また、１月に拠点全体の「九州がんプロ全体研修会」を沖
縄で実施。顔の見える形での交流・情報共有も行っている。 

② 

今年度は、東北がんプロに加えて北信がんプロとの交流も実施。互いの事業内容・状況を共有することで、自
拠点のみでは賄えない教育を提供することができている。次年度は事業３年目に当たることから、中間評価に
備えて具体的な相互評価を実施することで検討している。 

③ 

各大学コーディネーターの強力なイニシアチブのもと、自大学・他機関の教員を多数教育に参画させ、各種講
義等を展開している。今後、九州がんプロ内で各大学の教育に参画している教員の情報を共有し、大学間の教
育差を埋めるような取組を検討する。 

④ 

自大学のみでは提供が困難な内容は、eラーニング等も活用しながら積極的に教育を実施した。また、緩和医
療の更なる普及を目指し「在宅緩和医療に関する講演会」の新規開催（長崎大学）、大学院コースへの新規科
目「小児・AYA世代を含むライフステージに応じたがん医療」の設置（九州大学）を行った。市民公開講座等
では、新規テーマと連動させた企画も実施した。今後も、焦点化・先駆的取組の実施に努める。 
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５．自己評価 

[選択肢] a:十分に目標を達成できている / b:目標を達成できている / c:あと少しで目標を達成できる / d:目標を

達成できていない 

b:目標を達成できている 

理由・分析等 

・九州がんプロ全体としては、教育コースの当初受入目標は達成でき、修了者・資格合格者も輩出が進んでいる。しかし
ながら、一部、目標に届かなかったコースもあることから、単一大学内での検討に留まらず、九州がんプロ全体として
解決策を検討・対応していく。 

 
・各大学、各エリアにおいて特長的な活動実績が出始めているが、他大学への波及までは至っていない点が課題。次年度
以降、グッドプラクティスを拠点内へ速やかに共有・浸透させ、拠点全体としての更なる活性化を目指す。 

自己評価を踏まえた、来年度に向けての改善点等 

・引き続き積極的な学生受入を行う。地域差等により学生確保に課題を持つ大学については、他大学からも積極的にアド
バイスや協力を行う等して、拠点としての目標達成を目指す。 

 
・がんプロ内だけでなく、各大学附属病院の機能を活かし、他診療科とも更に積極的に具体的な事業・教育を行うこと
で、連携体制の可視化を行う。また、がんプロ教員・学生が他部署・他機関との連携に積極的に関与していくことで、
大学院入学前の研修医や、ひいては学部学生に対してもがん医療への興味を高めていく。 
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【平成３０年度（各大学）】 

「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」内部評価・外部評価シート 

 

大学名 九州大学 

コーディネーター 大学院医学研究院 九州連携臨床腫瘍学講座 教授 馬場 英司 

事務担当者 医系学部等学務課 課長補佐 田中 紀代美 

 

１．概要 

達成目標 ※工程表の内容を転記（編集不可） 

○達成目標１：九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成する。 

○達成目標２：ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を行う。 

○達成目標３：ゲノム医療や小児・希少がんに対する海外の先進事例を積極的に収集し発信することで本プランのみならず我が国に

おけるがん専門医療人の養成に寄与する。 

 

達成目標に対する今年度の実績 ※達成目標１～３に触れながら記載。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

・本年度は「ゲノム基盤先端臨床腫瘍学コース」９名、「希少がん・放射線治療学コー
ス」１名、「小児がん・希少がん臨床腫瘍学コース」１名、「先端医用量子線技術科
学コース」１３名、「がん専門細胞検査士コース修士課程」１名の合計２５名の新規
受入があった（「がん研究薬剤師コース博士課程」の今年度受入はなし）。これによ
り、現時点での本学における第３期がんプロコースへの在籍者は合計７５名となった
（うち第２期からの移行３３名。また、これとは別に、第２期コースの在籍者３２名
に対しても継続して教育を提供している）。 

・がんプロ履修生に対して新ニーズ「がんゲノム医療」「小児・AYA・希少がん」「ライ
フステージに応じたがん医療」を主題とするがん教育カリキュラムを作成、講義を行
い、大部分となる２６回分の講義については、eラーニング用として収録も同時に実
施した。収録した資料を基に、九州がんプロ養成プラン参加大学と協力し、e-ラーニング教材を作製した。逐次全国e-
ラーニングクラウドへのアップロードを行っている。 

・がんプロ履修生が複数のがん種の臨床研修を臓器横断的に行えるよう診療科間のコーディネートを行った。本年度は、
がんプロ卒業生の１名が日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医に合格した（これまでにがんプロ卒業生１６名が、が
ん薬物療法専門医を取得）。加えて「小児がん・希少がん臨床腫瘍学コース」の学生が小児科専門医、日本血液学会血
液専門医、小児血液がん専門医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医に合格、「先端医用量子線技術科学コース」
の学生３名が医学物理士に合格する等の実績も出始めている。 

・がんプロ履修生と教員に加え、九州大学病院やがん診療連携拠点病院からの多職種
の出席者を加えた「がんゲノム医療講習会」を、拠点内他大学との共同開催、また、
九州大学病院ARO次世代医療センターとの共催で開催した（本年度計４回、合計約 
５００名参加）。この講習会は、本学のがんプロを担当する九州連携臨床腫瘍学講
座の教員、がんプロ卒業生が主体となって企画・準備、そして講演を行った。 

・九州大学病院がんセンターとの共催にて、がんセミナーを開催した（本年度計３回、
合計約２００名参加）。九州大学病院やがん診療連携拠点病院からの多職種の出席
者に対し、様々ながん種の基本、問題点に関する講演と質疑応答を行った。 

・九州がんプロ全体研修会へ九州大学から学生５名、教員４名が参加（沖縄開催、九州
がんプロからは５大学が参加。合計２７名）し、職種・学生・教員の枠を超えて交流、
症例検討、講演、ディスカッションを行った。 

・大分大学との合同カンファレンスを行い、計４１名が参加。各大学病院の症例検討、がんゲノム医療に関連する講演、
さらに様々なライフステージにおけるがん遺伝子検査の取扱いについての議論を行った。 

・他のがんプロ拠点との「拠点間リトリート」として、東北大学・九州大学腫瘍内科合同研究会を行い、九州大学からは
１３名のがんプロ教員と履修生が参加、研究内容の発表、ディスカッションを行った。
また、北信がんプロ拠点とも合同シンポジウムを開催。当拠点から教員・学生各１名
が金沢大学に赴き、発表を行った。 

・小児緩和ケアチームの定期的な活動（ラウンド週１回、勉強会２ヶ月に１回、カンフ
ァレンス２ヶ月に１回）へ、がんプロ教員・履修生が毎回４名程度積極的に参加して
いる。 

・「九州放射線治療セミナー」を開催し、九州のがん診療連携拠点病院を含む様々な施
設の放射線治療医、レジデント、研修医、放射線治療に携わっている看護師ら約８０
名が参加。情報交換、ディスカッションを行った。 

 

がんプロ講義の様子 

がんゲノム医療講習会（第2回） 

九州放射線治療セミナー 
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実績を踏まえた成果（学生教育の観点での成果について記載すること） 

※適宜、学生のキャリア教育、キャリア形成の点にも触れながら記載すること。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

・本プラン履修生を対象とし「九州がんプロ全体研修会」、「がんゲノム講習会」、「韓国アサン医療センター・がんセ
ンター訪問研修」、「海外からの留学生との交流」を実施した。また、小児科領域を学ぶ履修生については「小児緩和
ケアチームによる定期的な活動」（ラウンド、勉強会、カンファレンス）への参加、レポート提出を求めた。これらに
より新ニーズに対応するための知識と、実臨床における理解が深まった。 

・「九州がんプロ全体研修会」では本プランが目指す「ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を行
う」ため、多職種の履修生・教員が集い、症例検討を通じてより良いがん医療への理解を深めた。また、男女共同参画
についての講演も開催し、ディスカッションを行うことでがんプロ履修生・教員の意識改革の助けとなった。 

・「がんゲノム医療講習会」を本年度４回開催した。うち１回はテレビ会議システムを活
用し、５大学（九州、福岡、長崎、宮崎、鹿児島大学）において同時開催。鹿児島大学
に講師を担当いただき「遺伝子パネル検査の基礎知識：NGS解析からエキスパートパネル
まで」、「がんゲノム医療の臨床：当院での実際」について学習した。各大学でのがん
ゲノム医療の実装に向けての様々な取組についても情報交換ができ、がんゲノム医療の
将来の担い手としてのがんプロ履修生の教育に役立った。 

・「韓国アサン医療センター・がんセンター訪問研修」では本プランの達成目標の一つで
ある「ゲノム医療に対する海外の先進事例を積極的に収集する」ため、本学から４名の
がんプロ履修生、２名のがんプロ教員が参加した。韓国におけるがんゲノム関連の研究
者との相互交流を通して、アサン医療センター・がんセンターと本邦の状況の違いにつ
いて情報を交換し、有意義な議論を行うことができた。また、がんプロ教員１名・学生
２名が台湾の台北栄民病院の訪問研修・学会に参加。がんプロ活動の最新情報を発表。 

・九州大学病院国際医療部海外交流センターとの密接な連携体制を活用し、今年度は４名
の海外留学生（タイ）を受け入れた。共同の臨床実習を通じて、各国における腫瘍学分
野についての情報や意見の交換を通して、知識の更なる習得・定着向上に活かすことが
できた。 

・「小児緩和ケア勉強会・講演会」は５回開催し、履修生・教員は「小児緩和ケアにおける
看護の役割」や「小児緩和ケアのこれから」についての講演を聴講し、小児緩和ケアにつ
いての理解を深めた。 

 

２．各事業の取り組み状況 

①教育コース（大学院コース、インテンシブコース）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

・前述のとおり、本年度は５コースで計２５名の受入を行った。 
・本学がんプロ学生１名に対して「日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医症例実績報告書」の作成支援を実施し、専門医
取得を支援した。 

②シンポジウム、セミナー、講習会等 

※別表「数値実績一覧」も参照して記述。他大学のモデルとなるような内容があれば特に触れること。 

・「がんゲノム医療講習会」を本年度４回開催。九州大学病院やがん診療連携拠点病院等も含めて合計約５００名が出席
した。がんゲノム医療の基本、次世代シーケンサーの仕組みや結果の解釈、本学で用いられる各種のパネル検査の特
徴、二次的所見への対応（遺伝カウンセリング体制）などに関する講義を行い、出席者と活発な質疑応答が行われた。 

・市民向けに「患者さんと家族のためのセミナー」（写真）を、九州大学病院内で合計９
回開催し約５０名が参加。毎回、がんに関する情報を分かりやすく提供するとともに、
九州がんプロの取り組みについても定期的に情報発信することができた。 

・北部エリア（九州、福岡、久留米、大分大学）と連携し、大分市内にて市民公開講座を
行った。従来から行っているがん医療に関する情報を分かりやすく伝える講演に加え、
治療を受けるがん患者や家族がより豊かな日常生活を送るにはという新たな視点で、
造本作家・デザイナーであり、また自身ががんサバイバーである駒形克己氏を招き、芸
術とがん医療の融合についての講演をいただいた。この講演は約１００名の参加者か
らの強い反響があり、芸術もがん患者を支える重要な分野であること、がん医療の裾野
を広げてゆくことが求められているということが認識された。 

・「先端医用量子線技術科学コース」では本年度中に３回の講演会を実施。京都大学、大阪大学、電力中央研究所、奈良
先端科学技術大学院大学、放射線医学総合研究所から講師を招き最新の研究等について学ぶ機会を得た。 

③地域や社会への情報発信の取り組み（ホームページ、SNS等の実績含む）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

・本学に置く「九州がんプロ事務局」にて、本学をはじめ拠点内大学の情報を収集し、積極的にホームページにより発信
した（合計８２回の更新）。また、ホームページと連携したSNS（Facebook,Twitter）も併せて活用し合計１６９回の
投稿発信を行った。SNSでは他拠点がんプロとの連携（相互の情報発信）も積極的に行っているところである。 

・本学のがんプロを担当する九州連携臨床腫瘍学講座ホームページにおいても学内の各種情報を発信した（合計２１回
の更新）。 

 

テレビ会議による講習会 

留学生・がんプロ学生交流 

セミナーの様子 
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④大学関連病院との連携（特に「がん診療連携拠点病院」「小児がん拠点病院」との連携に関して） 

・「九州がんプロ全体研修会」をはじめとした対面交流に加え、eラーニング支援・テレビ会議システム等のツールも効
果的に利用することで、九州全域における教員・学生のネットワークの拡大・深化を進めるとともに、九州全域一律の
教育の提供を実施している。  

・当院がんセンターと共催して定期的に開催している「九大病院がんセミナー」では、本学のがんプロ履修生・教員だけ
でなくがん診療連携拠点病院、小児がん拠点病院からも多くの医師、医療スタッフが参加して、積極的な情報、意見の
交換を行った（本年度計３回、合計約５００名参加）。 

・本プラン事業である「大分大学・九州大学合同カンファレンス」では、両大学がんプロ履修生・教員
に加え、大分県、福岡県等のがん診療拠点病院の医師・医療スタッフが参加し、主にがん腫瘍内科領
域のがん医療、教育、研究について活発な議論を行った（本年度合計４１名参加）。 

・小児がん拠点病院である九州大学病院において「小児緩和ケアチーム勉強会・特別講演」（右図）を
定期的に開催。がんプロ教員・履修生を含む病院内の医療スタッフに加え、がん診療連携拠点病院や
地域医療機関の医師・医療スタッフが参加し、小児を対象とした緩和ケアの知識向上を図るととも
に、施設毎に異なる状況等を踏まえた意見交換を行った。本年度は小児の在宅ターミナルケアや医
療施設での緩和ケアを中心としたテーマを取り扱った（本年度計６回、合計約２５０名参加）。 

⑤ライフステージ領域における取り組み ※プラン採択時、『ライフステージ領域において、多様性への配慮や将来を見据えた難治性苦

痛の緩和、サバイバーシップなどの焦点化された先駆的な取組が乏しい。』とのコメントが付いていることから、ライフステージに関して各大学で

取り組んだ内容があれば、本欄に特に詳しく記載願います。最終的に、九州全体の取り組みを整理して自己評価を実施します。 

・本年度は、小児・AYA～高齢者の各世代に対するがん治療の特徴を把握した上で治療計画を立て、かつ、個々のライフ
ステージにおける身体的・心理的・社会的な面を含む包括的な問題への対策・支援について
考察できる医療人の育成を目標として、本プランの大学院コースに「小児・AYA世代を含む
ライフステージに応じたがん医療」という科目を新たに設置し、聴講形式の講義に加えて小
児緩和ケアカンファレンスへの参加や緩和ケア専門施設訪問の実習も行った。 

・「九州がんプロ全体研修会」では教員・本プラン大学院生が高齢者とAYA世代のがん症例に
ついて活発な意見交換を行った。 

・北部エリア合同で企画した市民公開講座では、造本作家でデザイナー、がんサバイバーであ
る駒形克己氏（右写真）にご講演いただいた。 

 

３．自己評価 

[選択肢] a:十分に目標を達成できている / b:目標を達成できている / c:あと少しで目標を達成できる / d:目標を

達成できていない 

b: 目標を達成できている 

理由・分析等 

・本年度、当初の計画通り新しい教育コースを開講した。６つの教育コースにおいて、履修者の受入目標２２名に対し受
入実績２５名と、全体の目標を達成した。 

・がんゲノム講習会、東北大学拠点や北信がんプロ拠点との「拠点間リトリート」、市民公開講座など本学にて計画され
た教育プログラムをすべて実施。九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人の養成に大きく寄与した。 

・九州拠点内の大学とともに、２日間にわたる合同研修会・男女共同参画に関する講演（沖縄）、海外の複数医療機関へ
の訪問研修（韓国・台湾）、大学間合同カンファレンス、北部エリア合同の市民公開講座を計画どおり開催し、がん専
門医療人の養成に大きく寄与した。 

自己評価を踏まえた、来年度に向けての改善点等 

・６つの教育コースにおいて受入目標の人数を今後も達成できるよう、学内・大学病院内の各部局に働きかけて履修者数
の増加を図る。本がんプロ教育コース以外の大学院コース（臨床医学研究コース）の臨床研究専門教育科目において、
がんプロ履修生対象の「がんゲノム治療」科目を選択可能とすることで、特にがんゲノム医療の情報を幅広く発信し、
がん医療への注目を高める。 

・都道府県がん拠点病院、小児がん拠点病院、がんゲノム医療中核拠点病院としての大学病院の活動を利用し、がんプロ
教員・履修生が積極的に関与することで、大学院入学前の研修医や学部学生のがん医療への興味を高める。 

・がんプロ事業の開催情報や成果をホームページやSNSを用いて更に積極的に発信し、履修者の増員に努めるとともに、
広く市民の理解を求めていく。 

・事業運営推進委員会やテレビ会議を通じた大学間の定期的な情報交換、がんプロ全体研修会や大学合同カンファレン
ス・訪問研修を通じた履修生・教員の直接交流をより積極的に実施し、本プランの円滑な推進に努める。 

・北部エリアとしての事業、個別の大学間交流、拠点間交流、海外医療機関との連携を更に推進することで、がん医療専
門人材の育成につなげていく。 
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;
1
8
(
1
)
:
1
1
3
4
.

大
学

名
九
州
大
学

内
容

　
※

が
ん

プ
ロ

学
生

の
氏

名
に

は
下

線
を

引
く

こ
と

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名

小
児

が
ん

・
希

少
が

ん
臨

床
腫

瘍
学

コ
ー

ス
O
k
u
z
o
n
o
 
S
,
 
I
s
h
i
m
u
r
a
 
M
,
 
K
a
n
n
o
 
S
,
 
S
o
n
o
d
a
 
M
,
 
K
a
k
u
 
N
,
 
M
o
t
o
m
u
r
a
 
Y
,
 
N
i
s
h
i
o
 
H
,
 
O
b
a
 
U
,
 
H
a
n
a
d
a
 
M
,
 
F
u
k
u
s
h
i
 
J
I
,
 
U
r
a
t
a
 
M
,
 
K
a
n
g
 
D
,
 
T
a
k
a
d
a
 
H
,
 
O
h
g
a
 
S
.
S
t
r
e
p
t
o
c
o
c
c
u
s
 
p
y
o
g
e
n
e
s
-
p
u
r
p
u
r
a

f
u
l
m
i
n
a
n
s
 
a
s
 
a
n
 
i
n
v
a
s
i
v
e
 
f
o
r
m
 
o
f
 
g
r
o
u
p
 
A
 
s
t
r
e
p
t
o
c
o
c
c
a
l
 
i
n
f
e
c
t
i
o
n
.
 
A
n
n
 
C
l
i
n
 
M
i
c
r
o
b
i
o
l
 
A
n
t
i
m
i
c
r
o
b
.
 
2
0
1
8
 
J
u
l
 
9
;
1
7
(
1
)
:
3
1
.

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

N
i
n
o
m
i
y
a
 
K
,
 
A
r
i
m
u
r
a
 
H
,
 
S
a
s
a
h
a
r
a
 
M
,
 
K
a
i
 
Y
,
 
H
i
r
o
s
e
 
T
,
 
O
h
g
a
 
S
,
 
F
e
a
s
i
b
i
l
i
t
y
 
o
f
 
a
n
a
t
o
m
i
c
a
l
 
f
e
a
t
u
r
e
 
p
o
i
n
t
s
 
f
o
r
 
e
s
t
i
m
a
t
i
o
n
 
o
f
 
p
r
o
s
t
a
t
e
 
l
o
c
a
t
i
o
n
s
 
i
n
 
t
h
e
 
B
a
y
e
s
i
a
n
 
d
e
l
i
n
e
a
t
i
o
n

f
r
a
m
e
w
o
r
k
s
 
f
o
r
 
p
r
o
s
t
a
t
e
 
c
a
n
c
e
r
 
r
a
d
i
o
t
h
e
r
a
p
y
,
 
R
a
d
i
o
l
o
g
i
c
a
l
 
P
h
y
s
i
c
s
 
a
n
d
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
2
0
1
8
,
 
1
1
(
4
)
,
 
4
3
4
–
4
4
4
,
 
2
0
1
8

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

A
r
i
m
u
r
a
 
H
,
 
S
o
u
f
i
 
M
,
 
N
i
n
o
m
i
y
a
 
K
,
 
K
a
m
e
z
a
w
a
 
H
,
 
Y
a
m
a
d
a
 
M
,
 
P
o
t
e
n
t
i
a
l
s
 
o
f
 
r
a
d
i
o
m
i
c
s
 
f
o
r
 
c
a
n
c
e
r
 
d
i
a
g
n
o
s
i
s
 
a
n
d
 
t
r
e
a
t
m
e
n
t
 
i
n
 
c
o
m
p
a
r
i
s
o
n
 
w
i
t
h
 
c
o
m
p
u
t
e
r
-
a
i
d
e
d
 
d
i
a
g
n
o
s
i
s
 
(
r
e
v
i
e
w
 
p
a
p
e
r
)
.

R
a
d
i
o
l
o
g
i
c
a
l
 
P
h
y
s
i
c
s
 
a
n
d
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
,
 
1
1
(
4
)
,
 
3
6
5
-
3
7
4
,
 
2
0
1
8

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

S
o
u
f
i
 
M
,
 
A
r
i
m
u
r
a
 
H
,
 
N
a
g
a
m
i
 
N
,
 
I
d
e
n
t
i
f
i
c
a
t
i
o
n
 
o
f
 
o
p
t
i
m
a
l
 
m
o
t
h
e
r
 
w
a
v
e
l
e
t
s
 
i
n
 
s
u
r
v
i
v
a
l
 
p
r
e
d
i
c
t
i
o
n
 
o
f
 
l
u
n
g
 
c
a
n
c
e
r
 
p
a
t
i
e
n
t
s
 
u
s
i
n
g
 
w
a
v
e
l
e
t
 
d
e
c
o
m
p
o
s
i
t
i
o
n
-
b
a
s
e
d
 
r
a
d
i
o
m
i
c
 
f
e
a
t
u
r
e
s
,

M
e
d
i
c
a
l
 
P
h
y
s
i
c
s
,
 
4
5
(
1
1
)
,
 
5
1
1
6
-
5
1
2
8
,
 
2
0
1
8

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

A
r
i
m
u
r
a
 
H
,
 
S
o
u
f
i
 
M
,
 
K
a
m
e
z
a
w
a
 
H
,
 
N
i
n
o
m
i
y
a
 
K
,
 
Y
a
m
a
d
a
 
M
,
 
R
a
d
i
o
m
i
c
s
 
w
i
t
h
 
a
r
t
i
f
i
c
i
a
l
 
i
n
t
e
l
l
i
g
e
n
c
e
 
f
o
r
 
p
r
e
c
i
s
i
o
n
 
m
e
d
i
c
i
n
e
 
i
n
 
r
a
d
i
a
t
i
o
n
 
t
h
e
r
a
p
y
 
(
r
e
v
i
e
w
 
p
a
p
e
r
)
,
 
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f

R
a
d
i
a
t
i
o
n
 
R
e
s
e
a
r
c
h
,
 
5
9
,
 
2
0
1
8
 
(
E
-
p
u
b
 
a
h
e
a
d
 
o
f
 
p
r
i
n
t
)

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

亀
澤

秀
美

,
 
有

村
秀

孝
,
 
ス

ー
フ

ィ
ー

マ
ー

ゼ
ン

,
 
二

宮
健

太
,
 
山

田
真

大
,
 
放

射
線

治
療

に
お

け
る

A
I
を

用
い

た
レ

デ
ィ

オ
ミ

ク
ス

の
可

能
性

,
 
R
a
d
 
F
u
n
,
 
1
6
(
1
2
)
,
 
3
8
-
4
2
,
 
2
0
1
8
.
 
1
1
月

が
ん

専
門

細
胞

検
査

士
コ

ー
ス

修
士

課
程

下
代

清
香

、
渡

邊
壽

美
子

、
加

来
恒

壽
、

桑
岡

勲
、

杉
島

節
夫

、
大

屋
正

文
.
子

宮
頸

部
扁

平
上

皮
病

変
に

お
け

る
H
P
V
 
(
H
u
m
a
n
 
p
a
p
i
l
l
o
m
a
v
i
r
u
s
)
感

染
と

細
胞

像
の

関
連

性
.
J
.
J
p
n
.
S
o
c
.
C
l
i
n
.
C
y
t
o
l
.
2
0
1
8
;
5
7
(
5
)
:
2
5
1
〜

2
5
8

N
a
g
a
m
i
 
N
,
 
A
r
i
m
u
r
a
 
H
,
 
S
o
u
f
i
 
M
,
 
O
h
i
s
h
i
 
M
,
 
I
m
a
i
z
u
m
i
 
T
,
 
Y
a
m
a
g
u
c
h
i
 
Y
,
 
N
i
n
o
m
i
y
a
 
K
,
 
T
o
k
u
m
a
r
u
 
S
,
 
T
o
y
a
m
a
 
S
,
 
K
a
w
a
s
a
k
i
 
K
,
 
K
i
t
a
z
a
t
o
 
A
,
 
T
a
k
i
t
a
 
S
,
 
U
b
a
 
K
,
 
I
r
i
e
 
H
.
 
A
n
 
a
p
p
r
o
a
c
h
 
f
o
r

e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
 
o
f
 
d
e
l
i
n
e
a
t
i
o
n
 
a
c
c
u
r
a
c
y
 
o
f
 
G
T
V
 
c
o
n
t
o
u
r
s
 
w
i
t
h
 
c
o
n
s
i
d
e
r
i
n
g
 
i
n
t
e
r
o
b
s
e
r
v
e
r
 
v
a
r
i
a
b
i
l
i
t
y
 
i
n
 
r
e
f
e
r
e
n
c
e
 
c
o
n
t
o
u
r
s
:
 
I
m
p
a
c
t
 
o
f
 
M
A
R
 
o
n
 
r
a
d
i
a
t
i
o
n
 
t
r
e
a
t
m
e
n
t
 
p
l
a
n
n
i
n
g
,
 
M
e
d
i
c
a
l

I
m
a
g
i
n
g
 
a
n
d
 
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
S
c
i
e
n
c
e
s
,
 
2
0
1
9
 
(
I
n
 
p
r
e
s
s
)

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

K
a
s
a
i
 
Y
,
 
F
u
k
u
y
a
m
a
 
Y
,
 
T
e
r
a
s
h
i
m
a
 
H
,
 
N
a
k
a
m
u
r
a
 
K
,
 
S
a
s
a
k
i
 
T
,
 
R
e
l
a
t
i
o
n
s
h
i
p
s
 
b
e
t
w
e
e
n
 
t
h
e
 
n
u
m
b
e
r
 
o
f
 
p
o
r
t
s
 
a
n
d
 
d
o
s
e
 
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
 
I
n
d
i
c
e
s
 
i
n
 
t
o
t
a
l
 
b
o
d
y
 
i
r
r
a
d
i
a
t
i
o
n
 
u
s
i
n
g
 
T
o
m
o
D
i
r
e
c
t
 
a
n
d

i
t
s
 
c
o
m
p
a
r
i
s
o
n
 
w
i
t
h
 
T
o
m
o
H
e
l
i
c
a
l
,
 
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
A
p
p
l
i
e
d
 
C
l
i
n
i
c
a
l
 
M
e
d
i
c
a
l
 
P
h
y
s
i
c
s
,
 
(
I
n
 
p
r
e
s
s
)

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

K
a
w
a
z
o
e
 
Y
,
 
M
o
r
i
s
h
i
t
a
 
J
,
 
M
a
t
s
u
n
o
b
u
 
Y
,
 
O
k
u
m
u
r
a
 
M
,
 
S
h
i
n
 
S
,
 
U
s
u
m
o
t
o
 
Y
,
 
I
k
e
d
a
 
N
,
 
A
 
s
i
m
p
l
e
 
m
e
t
h
o
d
 
f
o
r
 
s
e
m
i
-
a
u
t
o
m
a
t
i
c
 
r
e
a
d
j
u
s
t
m
e
n
t
 
f
o
r
 
p
o
s
i
t
i
o
n
i
n
g
 
i
n
 
p
o
s
t
-
m
o
r
t
e
m
 
h
e
a
d
 
c
o
m
p
u
t
e
d

t
o
m
o
g
r
a
p
h
y
 
i
m
a
g
i
n
g
,
 
J
o
u
n
a
l
 
o
f
 
F
o
r
e
n
s
i
c
 
R
a
d
i
o
l
o
g
y
 
a
n
d
 
I
m
a
g
i
n
g
,
 
2
0
1
9
 
(
A
c
c
e
p
t
e
d
)

が
ん

専
門

細
胞

検
査

士
コ

ー
ス

修
士

課
程

W
a
t
a
n
a
b
e
 
S
,
 
Y
a
m
a
g
u
c
h
i
 
S
,
 
F
u
j
i
i
 
N
,
 
E
g
u
c
h
i
 
N
,
 
K
a
t
s
u
t
a
 
S
,
 
S
u
g
i
s
h
i
m
a
 
S
,
 
I
w
a
s
a
k
a
 
T
,
 
K
a
k
u
 
T
.
 
N
u
c
l
e
a
r
 
C
o
-
e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
 
o
f
 
p
2
1
 
a
n
d
 
p
2
7
 
I
n
d
u
c
e
d
 
E
f
f
e
c
t
i
v
e
 
C
e
l
l
-
c
y
c
l
e
 
A
r
r
e
s
t
 
i
n
 
T
2
4
 
C
e
l
l
s

T
r
e
a
t
e
d
 
w
i
t
h
 
B
C
G
.
 
C
y
t
o
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
,
D
O
I
 
1
0
.
1
0
0
7
/
s
1
0
6
1
6
-
0
1
8
-
0
2
7
8
-
5
.
 
2
0
1
8

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

有
村

秀
孝

,
 
二

宮
健

太
,
 
山

田
真

大
,
 
放

射
線

治
療

分
野

に
お

け
る

レ
デ

ィ
オ

ミ
ク

ス
の

展
望

,
 
医

療
機

器
学

,
 
8
8
(
4
)
,
 
4
8
5
-
4
8
9
,
 
2
0
1
8
.
 
8
月

13



九
州
大
学

【
平
成
３
０
年
度
（
各
大
学
）
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

○
国
際
学
会

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

S
a
k
a
t
a
 
Y
,
 
M
o
r
i
s
h
i
t
a
 
J
,
 
Y
o
o
n
 
Y
,
 
K
a
w
a
z
o
e
 
Y
,
 
S
h
i
m
i
z
u
 
Y
,
 
E
v
a
l
u
a
t
i
o
n
 
o
f
 
U
l
t
r
a
s
o
u
n
d
 
S
t
r
a
i
n
 
E
l
a
s
t
o
g
r
a
p
h
y
:
 
C
o
m
p
a
r
i
s
o
n
 
o
f
 
I
n
d
i
c
e
s
 
b
y
 
H
u
e
 
a
n
d
 
N
T
S
C
 
L
u
m
i
n
a
n
c
e
,
 
2
0
1
8
 
K
o
r
e
a
n
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f

R
a
d
i
o
l
o
g
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
（

S
u
w
o
n
,
 
K
o
r
e
a
）

2
0
1
8
.
 
J
u
n
e
 
9

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

H
i
r
a
t
a
 
Y
,
 
F
u
j
i
b
u
c
h
i
 
T
,
 
S
h
i
e
l
d
i
n
g
 
e
f
f
e
c
t
 
o
f
 
t
h
e
 
c
r
y
s
t
a
l
l
i
n
e
 
l
e
n
s
 
b
y
 
d
i
r
e
c
t
i
o
n
 
b
y
 
r
a
d
i
o
l
o
g
i
c
a
l
 
p
r
o
t
e
c
t
i
o
n
 
g
l
a
s
s
e
s
,
 
5
t
h
 
A
s
i
a
n
 
＆

O
c
e
a
n
i
c
 
I
R
P
A
 
r
e
g
i
o
n
a
l
 
c
o
n
g
r
e
s
s
 
o
n
 
r
a
d
i
a
t
i
o
n

p
r
o
t
e
c
t
i
o
n
（

M
e
l
b
o
r
n
）

2
0
1
8
.
 
M
a
y
 
2
1

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

S
h
i
m
o
k
a
w
a
 
N
,
 
A
k
a
m
a
t
s
u
 
G
,
 
K
a
d
o
s
a
k
i
 
M
,
 
S
h
o
j
i
 
A
,
 
K
i
m
o
t
o
 
S
,
 
T
a
k
a
s
h
i
m
a
 
A
,
 
S
a
s
a
k
i
 
M
,
 
A
 
c
o
m
p
a
r
i
s
o
n
 
a
n
d
 
e
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
 
o
f
 
v
i
s
u
a
l
 
a
n
d
 
q
u
a
n
t
i
t
a
t
i
v
e
 
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
s
 
i
n
 
a
m
y
l
o
i
d
 
p
o
s
i
t
r
o
n

e
m
i
s
s
i
o
n
 
t
o
m
o
g
r
a
p
h
y
,
 
6
5
t
h
 
A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g
,
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
N
u
c
l
e
a
r
 
M
e
d
i
c
i
n
e
 
a
n
d
 
M
o
l
e
c
u
l
a
r
 
I
m
a
g
i
n
g
（

P
h
i
l
a
d
e
l
p
h
i
a
,
 
U
S
A
）

2
0
1
8
.
 
J
u
n
e
 
2
3
-
2
6
 
(
2
4
)

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

S
h
i
m
o
k
a
w
a
 
N
,
 
A
k
a
m
a
t
s
u
 
G
,
 
K
a
d
o
s
a
k
i
 
M
,
 
S
h
o
j
i
 
A
,
 
K
i
m
o
t
o
 
S
,
 
T
a
k
a
s
h
i
m
a
 
A
,
 
S
a
s
a
k
i
 
M
,
 
T
h
e
 
e
f
f
e
c
t
 
o
f
 
d
i
f
f
e
r
e
n
t
 
r
e
g
i
o
n
s
 
o
f
 
i
n
t
e
r
e
s
t
 
o
n
 
t
h
e
 
q
u
a
n
t
i
t
a
t
i
v
e
 
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
 
i
n
 
a
m
y
l
o
i
d
 
P
E
T

i
m
a
g
e
s
,
 
6
5
t
h
 
A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g
,
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
N
u
c
l
e
a
r
 
M
e
d
i
c
i
n
e
 
a
n
d
 
M
o
l
e
c
u
l
a
r
 
I
m
a
g
i
n
g
（

P
h
i
l
a
d
e
l
p
h
i
a
,
 
U
S
A
）

2
0
1
8
.
 
J
u
n
e
 
2
3
-
2
6
 
(
2
4
)

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

F
u
n
a
d
a
 
K
,
 
T
a
k
a
h
a
s
h
i
 
A
,
 
H
i
m
u
r
o
 
K
,
 
B
a
b
a
 
S
,
 
S
a
s
a
k
i
 
M
,
 
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
o
n
 
o
f
 
C
o
l
l
i
m
a
t
o
r
 
B
r
o
a
d
 
C
o
r
r
e
c
t
i
o
n
 
f
o
r
 
D
o
p
a
m
i
n
e
 
T
r
a
n
s
p
o
r
t
e
r
 
S
P
E
C
T
 
I
m
a
g
i
n
g
 
u
s
i
n
g
 
M
o
n
t
e
 
C
a
r
l
o
 
S
i
m
u
l
a
t
i
o
n
,
 
6
5
t
h

A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g
,
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
N
u
c
l
e
a
r
 
M
e
d
i
c
i
n
e
 
a
n
d
 
M
o
l
e
c
u
l
a
r
 
I
m
a
g
i
n
g
（

P
h
i
l
a
d
e
l
p
h
i
a
,
 
U
S
A
）

2
0
1
8
.
 
J
u
n
e
 
2
3
-
2
6
 
(
2
4
)

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

K
a
w
a
z
o
e
 
Y
,
 
M
o
r
i
s
h
i
t
a
 
J
,
 
I
k
e
d
a
 
N
,
 
O
k
u
m
u
r
a
 
M
,
 
S
h
i
n
 
S
,
 
M
a
t
s
u
n
o
b
u
 
Y
,
 
I
m
p
r
o
v
e
d
 
i
m
a
g
e
 
o
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
 
i
n
 
p
o
s
t
m
o
r
t
e
m
 
h
e
a
d
 
C
T
 
i
m
a
g
i
n
g
 
w
i
t
h
 
t
h
r
e
e
-
d
i
m
e
n
s
i
o
n
a
l
 
p
o
s
i
t
i
o
n
i
n
g
 
a
d
j
u
s
t
m
e
n
t
,
 
T
h
e

2
4
t
h
 
C
o
n
g
r
e
s
s
 
o
f
 
t
h
e
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
A
c
a
d
e
m
y
 
o
f
 
L
e
g
a
l
 
M
e
d
i
c
i
n
e
（

F
u
k
u
o
k
a
,
 
J
a
p
a
n
）

2
0
1
8
.
 
J
u
n
e
 
5
-
8

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

K
a
w
a
z
o
e
 
Y
,
 
M
o
r
i
s
h
i
t
a
 
J
,
 
I
k
e
d
a
 
N
,
 
O
k
u
m
u
r
a
 
M
,
 
S
h
i
n
 
S
,
 
M
a
t
s
u
n
o
b
u
 
Y
,
 
S
h
i
m
i
z
u
 
Y
,
 
Y
o
o
n
 
Y
,
 
T
h
r
e
e
-
d
i
m
e
n
s
i
o
n
a
l
 
a
d
j
u
s
t
m
e
n
t
 
i
n
 
p
o
s
i
t
i
o
n
i
n
g
 
f
o
r
 
p
o
s
t
-
m
o
r
t
e
m
 
h
e
a
d
 
C
T
 
i
m
a
g
e
s
,
 
2
0
1
8
 
K
o
r
e
a
n

S
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
R
a
d
i
o
l
o
g
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
（

S
u
w
o
n
,
 
K
o
r
e
a
）

2
0
1
8
.
 
J
u
n
e
 
9

K
i
m
o
t
o
 
S
,
 
H
i
r
o
s
e
 
T
,
 
H
a
s
h
i
m
o
t
o
 
N
,
 
S
h
o
j
i
 
A
,
 
T
s
u
t
s
u
i
 
Y
,
 
H
i
m
u
r
o
 
K
,
 
B
a
b
a
 
S
,
 
S
a
s
a
k
i
 
M
,
 
T
h
e
 
i
n
f
l
u
e
n
c
e
 
o
f
 
t
i
m
e
 
o
f
 
f
l
i
g
h
t
 
(
T
O
F
)
 
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
o
n
 
s
c
a
t
t
e
r
 
f
r
a
c
t
i
o
n
 
a
n
d
 
t
h
e
 
e
f
f
e
c
t
 
o
f

s
c
a
t
t
e
r
 
c
o
r
r
e
c
t
i
o
n
 
o
n
 
1
8
F
-
P
E
T
 
i
m
a
g
e
s
,
 
6
5
t
h
 
A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g
,
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
N
u
c
l
e
a
r
 
M
e
d
i
c
i
n
e
 
a
n
d
 
M
o
l
e
c
u
l
a
r
 
I
m
a
g
i
n
g
（

P
h
i
l
a
d
e
l
p
h
i
a
,
 
U
S
A
）

2
0
1
8
.
 
J
u
n
e
 
2
3
-
2
6
 
(
2
4
)

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

K
i
m
o
t
o
 
S
,
 
H
a
s
h
i
m
o
t
o
 
N
,
 
S
h
o
j
i
 
A
,
 
T
s
u
t
s
u
i
 
Y
,
 
H
i
m
u
r
o
 
K
,
 
B
a
b
a
 
S
,
 
T
a
k
a
h
a
s
h
i
 
A
,
 
S
a
s
a
k
i
 
M
,
 
T
h
e
 
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
s
p
a
t
i
a
l
 
r
e
s
o
l
u
t
i
o
n
 
o
f
 
1
1
C
-
,
 
1
8
F
-
 
a
n
d
 
6
4
C
u
-
P
E
T
 
i
m
a
g
e
s
 
o
n
 
a
 
c
l
i
n
i
c
a
l

P
E
T
/
C
T
 
s
c
a
n
n
e
r
 
u
s
i
n
g
 
M
o
n
t
e
 
C
a
r
l
o
 
S
i
m
u
l
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
p
h
a
n
t
o
m
 
e
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
,
 
6
5
t
h
 
A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g
,
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
N
u
c
l
e
a
r
 
M
e
d
i
c
i
n
e
 
a
n
d
 
M
o
l
e
c
u
l
a
r
 
I
m
a
g
i
n
g
（

P
h
i
l
a
d
e
l
p
h
i
a
,
 
U
S
A
）

2
0
1
8
.
 
J
u
n
e

2
3
-
2
6
 
(
2
4
)

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

S
h
o
j
i
 
A
,
 
M
o
r
i
t
a
 
K
,
 
T
a
k
e
s
h
i
t
a
 
T
,
 
H
a
s
h
i
m
o
t
o
 
N
,
 
K
i
m
o
t
o
 
S
,
 
T
s
u
t
s
u
i
 
Y
,
 
H
i
m
u
r
o
 
K
,
 
B
a
b
a
 
S
,
 
S
a
s
a
k
i
 
M
,
 
A
 
G
a
u
s
s
i
a
n
 
f
i
l
t
e
r
 
i
n
f
l
u
e
n
c
e
d
 
t
h
e
 
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
 
o
f
 
h
e
t
e
r
o
g
e
n
e
i
t
y
 
o
n
 
P
E
T
 
i
m
a
g
e
s
,

6
5
t
h
 
A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g
,
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
N
u
c
l
e
a
r
 
M
e
d
i
c
i
n
e
 
a
n
d
 
M
o
l
e
c
u
l
a
r
 
I
m
a
g
i
n
g
（

P
h
i
l
a
d
e
l
p
h
i
a
,
 
U
S
A
）

,
 
2
0
1
8
.
 
J
u
n
e
 
2
3
-
2
6
 
(
2
4
)

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

N
a
k
a
n
o
 
R
,
 
A
r
i
m
u
r
a
 
H
,
 
H
a
e
k
a
l
 
M
,
 
O
h
g
a
 
S
,
 
A
u
t
o
m
a
t
e
d
 
s
e
g
m
e
n
t
a
t
i
o
n
 
f
r
a
m
e
w
o
r
k
 
o
f
 
l
u
n
g
 
g
r
o
s
s
 
t
u
m
o
r
 
v
o
l
u
m
e
s
 
o
n
 
3
D
 
p
l
a
n
n
i
n
g
 
C
T
 
i
m
a
g
e
s
 
u
s
i
n
g
 
d
e
n
s
e
 
V
-
N
e
t
 
d
e
e
p
 
l
e
a
r
n
i
n
g
,
 
I
W
A
I
T
-

I
F
M
I
A
2
0
1
9
（

S
i
n
g
a
p
o
r
e
）

2
0
1
9
.
 
J
a
n
u
a
r
y
 
6
-
9

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

Y
a
m
a
d
a
 
M
,
 
A
r
i
m
u
r
a
 
H
,
 
N
i
n
o
m
i
y
a
 
K
,
 
S
o
u
f
i
 
M
,
 
A
u
t
o
m
a
t
e
d
 
c
l
a
s
s
i
f
i
c
a
t
i
o
n
 
o
f
 
h
i
s
t
o
l
o
g
i
c
a
l
 
s
u
b
t
y
p
e
s
 
o
f
 
N
S
C
L
C
 
u
s
i
n
g
 
s
u
p
p
o
r
t
 
v
e
c
t
o
r
 
m
a
c
h
i
n
e
s
 
w
i
t
h
 
r
a
d
i
o
m
i
c
 
f
e
a
t
u
r
e
s
,
 
I
W
A
I
T
-
I
F
M
I
A
2
0
1
9

（
S
i
n
g
a
p
o
r
e
）

2
0
1
9
.
 
J
a
n
u
a
r
y
 
6
-
9

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

Z
h
u
a
n
g
f
e
i
 
M
,
 
A
r
i
m
u
r
a
 
H
,
 
K
a
k
e
d
a
 
S
,
 
K
o
r
o
g
i
 
Y
,
 
A
u
t
o
m
a
t
e
d
 
a
p
p
r
o
a
c
h
 
f
o
r
 
e
s
t
i
m
a
t
i
o
n
 
o
f
 
s
i
z
e
s
 
o
f
 
u
n
r
u
p
t
u
r
e
d
 
i
n
t
r
a
c
r
a
n
i
a
l
 
a
n
e
u
r
y
s
m
s
 
i
n
 
M
R
A
 
i
m
a
g
e
s
 
u
s
i
n
g
 
l
o
c
a
l
i
z
e
d
 
p
r
i
n
c
i
p
a
l

c
o
m
p
o
n
e
n
t
 
a
n
a
l
y
s
i
s
,
 
I
W
A
I
T
-
I
F
M
I
A
2
0
1
9
（

S
i
n
g
a
p
o
r
e
）

2
0
1
9
.
 
J
a
n
u
a
r
y
 
6
-
9

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

M
a
t
s
u
k
a
w
a
 
H
,
 
S
a
s
a
k
i
 
T
,
 
H
i
r
a
y
a
m
a
 
R
,
 
H
i
r
o
s
e
 
T
,
 
F
u
k
u
n
a
g
a
 
J
,
 
A
s
s
e
s
s
m
e
n
t
 
o
f
 
t
h
e
 
A
n
a
t
o
m
i
c
a
l
 
P
o
s
i
t
i
o
n
 
o
f
 
P
o
i
n
t
 
B
 
a
n
d
 
t
h
e
 
R
e
l
a
t
i
o
n
s
h
i
p
 
B
e
t
w
e
e
n
 
P
o
i
n
t
 
B
 
D
o
s
e
 
a
n
d
 
t
h
e
 
D
o
s
e
 
D
e
l
i
v
e
r
e
d

t
o
 
P
e
l
v
i
c
 
L
y
m
p
h
 
N
o
d
e
s
 
i
n
 
C
T
-
B
a
s
e
d
 
H
D
R
 
B
r
a
c
h
y
t
h
e
r
a
p
y
 
f
o
r
 
U
t
e
r
i
n
e
 
C
e
r
v
i
c
a
l
 
C
a
n
c
e
r
,
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 
o
f
 
P
h
y
s
i
c
i
s
t
s
 
i
n
 
M
e
d
i
c
i
n
e
 
(
A
A
P
M
)
 
6
0
t
h
 
A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g
（

N
a
s
h
v
i
l
l
e
,
 
U
S
A
）

2
0
1
8
.
 
J
u
l
y
 
2
9
-
A
u
g
u
s
t
 
2

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

K
a
s
a
i
 
Y
,
 
F
u
k
u
y
a
m
a
 
Y
,
 
T
e
r
a
s
h
i
m
a
 
H
,
 
S
a
s
a
k
i
 
T
,
 
D
o
s
e
 
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
 
i
n
d
i
c
e
s
 
f
o
r
 
t
o
t
a
l
 
b
o
d
y
 
i
r
r
a
d
i
a
t
i
o
n
 
u
s
i
n
g
 
T
o
m
o
D
i
r
e
c
t
 
w
i
t
h
 
d
i
f
f
e
r
e
n
t
 
n
u
m
b
e
r
s
 
o
f
 
p
o
r
t
s
:
 
a
 
c
o
m
p
a
r
i
s
o
n
 
w
i
t
h
 
t
h
e

T
o
m
o
H
e
l
i
c
a
l
 
m
e
t
h
o
d
,
 
1
8
t
h
 
A
s
i
a
-
O
c
e
a
n
i
a
 
C
o
n
g
r
e
s
s
 
o
f
 
M
e
d
i
c
a
l
 
P
h
y
s
i
c
s
（

K
u
a
l
a
 
L
u
m
p
u
r
,
 
M
a
l
a
y
s
i
a
）

2
0
1
8
.
 
N
o
v
e
m
b
e
r
 
1
1
–
1
4

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

U
e
k
i
 
T
,
 
N
o
h
t
o
m
i
 
A
,
 
W
a
k
a
b
a
y
a
s
h
i
 
G
,
 
A
 
D
e
s
i
g
n
 
S
t
u
d
y
 
o
f
 
a
n
 
A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
C
s
I
 
S
e
l
f
-
a
c
t
i
v
a
t
i
o
n
 
M
e
t
h
o
d
 
t
o
 
t
h
e
 
N
e
u
t
r
o
n
 
R
e
m
-
c
o
u
n
t
e
r
 
T
e
c
h
n
i
q
u
e
,
 
2
0
1
8
 
I
E
E
E
 
N
S
S
/
M
I
C
/
R
T
S
D
（

S
y
d
n
e
y
,

A
u
s
t
r
a
l
i
a
）

2
0
1
8
.
 
N
o
v
e
m
b
e
r
 
1
0
-
1
7

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

Y
a
m
a
m
o
t
o
 
T
,
 
F
u
j
i
b
u
c
h
i
 
T
,
 
E
s
t
i
m
a
t
i
o
n
 
f
o
r
 
b
a
s
i
c
 
c
h
a
r
a
c
t
e
r
i
s
i
c
s
 
o
f
 
w
i
r
e
l
e
s
s
 
m
u
l
t
i
-
s
e
n
s
o
r
 
a
c
t
i
v
e
 
p
e
r
s
o
n
a
l
 
d
o
s
i
m
e
t
e
r
-
t
a
b
l
e
t
 
s
y
s
t
e
m
,
 
S
i
m
p
o
s
i
u
m
 
K
y
u
d
a
i
 
d
a
n
 
U
N
D
I
P
（

S
e
m
a
r
a
n
g
）

2
0
1
9
.

M
a
r
c
h
 
1
1

が
ん

研
究

薬
剤

師
コ

ー
ス

博
士

課
程

M
a
t
s
u
k
a
n
e
 
R
,
 
H
a
y
a
s
h
i
 
M
,
 
T
a
k
a
h
a
s
h
i
 
M
,
 
O
u
c
h
i
 
M
,
 
A
i
k
a
w
a
 
H
,
 
O
k
a
d
a
 
H
,
 
M
a
s
u
d
a
 
S
,
 
H
a
m
a
d
a
 
A
,
 
N
o
v
e
l
 
h
i
g
h
-
s
e
n
s
i
t
i
v
e
 
d
r
u
g
 
d
e
t
e
c
t
i
n
g
,
 
P
I
D
 
m
e
t
h
o
d
 
r
e
v
e
a
l
s
 
i
n
t
r
a
-
t
u
m
o
r
 
p
h
a
r
m
a
c
o
k
i
n
e
t
i
c
s
 
o
f

t
r
a
s
t
u
z
u
m
a
b
 
a
n
d
 
f
a
c
t
o
r
s
 
a
f
f
e
c
t
 
t
o
 
i
t
s
 
r
e
m
a
r
k
a
b
l
e
 
h
e
t
e
r
o
g
e
n
e
i
t
y
,
 
1
8
t
h
 
W
o
r
l
d
 
C
o
n
g
r
e
s
s
 
o
f
 
B
a
s
i
c
 
a
n
d
 
C
l
i
n
i
c
a
l
 
P
h
a
r
m
a
c
o
l
o
g
y
 
(
W
C
P
2
0
1
8
)
,
 
2
0
1
8
,
 
K
y
o
t
o
,
 
J
a
p
a
n
.
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九
州
大
学

【
平
成
３
０
年
度
（
各
大
学
）
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

○
国
内
学
会

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

小
児

が
ん

・
希

少
が

ん
臨

床
腫

瘍
学

コ
ー

ス
大

場
詩

子
 
小

児
が

ん
診

療
の

実
際

～
臨

床
現

場
で

感
じ

る
こ

と
～

 
小

児
が

ん
の

こ
ど

も
の

教
育

を
考

え
る

講
演

会
(
福

岡
)
　

2
0
1
8
年

8
月

1
8
日

小
児

が
ん

・
希

少
が

ん
臨

床
腫

瘍
学

コ
ー

ス
大

場
詩

子
1
)
、

古
賀

友
紀

1
)
、

本
田

裕
子

2
)
、

小
野

宏
彰

1
)
、

中
島

健
太

郎
1
)
、

楠
原

浩
一

2
)
、

大
賀

正
一

1
)
 
1
)
九

州
大

学
小

児
科

　
2
)
産

業
医

科
大

学
小

児
科

急
性

赤
白

血
病

の
小

児
5
症

例
 
小

児
造

血
幹

細
胞

移
植

セ
ミ

ナ
ー

九
州

2
0
1
8
　

福
岡

　
2
0
1
8
年

9
月

9
日

小
児

が
ん

・
希

少
が

ん
臨

床
腫

瘍
学

コ
ー

ス
U
t
a
k
o
 
O
b
a
1
)
,
 
Y
u
h
k
i
 
K
o
g
a
1
)
,
 
I
c
h
i
t
a
 
H
a
s
e
g
a
w
a
1
)
,
 
T
a
m
a
k
i
 
U
e
d
a
1
)
,
 
K
e
n
t
a
r
o
 
N
a
k
a
s
h
i
m
a
1
)
,
 
T
o
m
o
m
i
 
I
d
e
2
)
,
 
H
i
r
o
y
u
k
i
 
T
s
u
t
s
u
i
2
)
,
 
S
h
o
u
i
c
h
i
 
O
h
g
a
1
)

A
d
u
l
t
-
o
n
s
e
t
 
A
M
L
 
i
n
 
D
o
w
n
 
s
y
n
d
r
o
m
e
:
 
a
 
c
a
s
e
 
w
i
t
h
 
R
U
N
X
1
-
R
U
N
X
1
T
1
 
t
(
8
;
2
1
)
(
q
2
2
;
q
2
2
)
 
a
n
d
 
a
 
l
i
t
e
r
a
t
u
r
e
 
r
e
v
i
e
w
.
 
第

8
0
回

日
本

血
液

学
会

学
術

集
会

(
大

阪
)
 
2
0
1
8
年

1
0
月

1
2
-
1
4
日

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

小
児

が
ん

・
希

少
が

ん
臨

床
腫

瘍
学

コ
ー

ス
U
t
a
k
o
 
O
b
a
1
)
,
 
Y
u
h
k
i
 
K
o
g
a
1
)
,
 
R
i
i
c
h
i
r
o
 
K
a
w
a
g
u
c
h
i
1
)
,
 
K
e
n
t
a
r
o
 
N
a
k
a
s
h
i
m
a
1
)
,
 
M
a
s
a
t
a
k
a
 
I
s
h
i
m
u
r
a
1
)
,
 
Y
o
j
i
r
o
 
A
k
a
g
i
2
)
,
 
N
o
b
u
h
i
r
o
 
H
a
t
a
2
)
,
 
K
o
j
i
 
Y
o
s
h
i
m
o
t
o
2
)
,
 
K
e
n
i
c
h
i
 
K
o
h
a
s
h
i
3
)
,
 
K
o
j
i

I
i
h
a
r
a
2
)
,
 
Y
o
s
h
i
n
a
o
 
O
d
a
3
)
,
 
S
h
o
u
i
c
h
i
 
O
h
g
a
1
)
 
中

枢
神

経
原

発
悪

性
黒

色
腫

に
対

し
て

N
i
v
o
l
u
m
a
b
を

使
用

し
た

小
児

例
 
第

6
0
回

日
本

小
児

血
液

・
が

ん
学

会
学

術
集

会
(
京

都
)
　

2
0
1
8
年

1
1
月

1
4
-
1
6
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

S
h
o
j
i
 
A
,
 
M
o
r
i
t
a
 
K
,
 
T
a
k
e
s
h
i
t
a
 
T
,
 
T
s
u
t
s
u
i
 
Y
,
 
H
i
m
u
r
o
 
K
,
 
B
a
b
a
 
S
,
 
S
a
s
a
k
i
 
M
,
 
I
n
fl
u
e
n
c
e
 
o
f
 
a
 
G
a
u
s
s
i
a
n
 
fi
l
t
e
r
 
o
n
 
t
h
e
 
e
v
a
l
u
a
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
P
E
T
 
h
e
t
e
r
o
g
e
n
e
i
t
y
,
 
第

7
7
回

日
本

放
射

線
技

術
学

会
総

会
学

術
大

会
（

横
浜

市
）

2
0
1
8
年

4
月

1
2
-
1
5
日

（
1
3
日

）

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

S
h
i
m
o
k
a
w
a
 
N
,
 
A
k
a
m
a
t
s
u
 
G
,
 
K
a
d
o
s
a
k
i
 
M
,
 
S
h
o
j
i
 
A
,
 
H
a
s
h
i
m
o
t
o
 
N
,
 
K
i
m
o
t
o
 
S
,
 
S
a
s
a
k
i
 
M
,
 
R
e
l
a
t
i
o
n
s
h
i
p
 
b
e
t
w
e
e
n
 
v
i
s
u
a
l
 
j
u
d
g
e
m
e
n
t
 
a
n
d
 
q
u
a
n
t
i
t
a
t
i
v
e
 
v
a
l
u
e
s
 
i
n
 
a
m
y
l
o
i
d
 
P
E
T
,
 
第

7
7
回

日
本

放
射

線
技

術
学

会
総

会
学

術
大

会
（

横
浜

市
）

2
0
1
8
年

4
月

1
2
-
1
5
日

（
1
5
日

）

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

S
h
i
m
o
k
a
w
a
 
N
,
 
A
k
a
m
a
t
s
u
 
G
,
 
K
a
d
o
s
a
k
i
 
M
,
 
S
h
o
j
i
 
A
,
 
H
a
s
h
i
m
o
t
o
 
N
,
 
K
i
m
o
t
o
 
S
,
 
S
a
s
a
k
i
 
M
,
 
I
n
f
l
u
e
n
c
e
 
o
f
 
r
e
g
i
o
n
s
-
o
f
-
i
n
t
e
r
e
s
t
 
t
e
m
p
l
a
t
e
 
o
n
 
t
h
e
 
q
u
a
n
t
i
t
a
t
i
v
e
 
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
 
o
f
 
a
m
y
l
o
i
d
 
P
E
T
,
 
第

7
7

回
日

本
放

射
線

技
術

学
会

総
会

学
術

大
会

（
横

浜
市

）
2
0
1
8
年

4
月

1
2
-
1
5
日

（
1
5
日

）

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

舟
田

圭
汰

,
 
高

橋
昭

彦
,
 
氷

室
和

彦
,
 
馬

場
眞

吾
,
 
佐

々
木

雅
之

,
 
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

ド
パ

ミ
ン

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

タ
S
P
E
C
T
画

像
に

お
け

る
コ

リ
メ

ー
タ

開
口

補
正

の
影

響
の

検
討

,
 
第

7
4
回

日
本

放
射

線
技

術
学

会
総

会
学

術
大

会
（

横
浜

市
）

2
0
1
8
年

4
月

1
2
-
1
5
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

上
野

響
生

,
 
高

橋
昭

彦
,
 
大

島
良

太
,
 
氷

室
和

彦
,
 
馬

場
眞

吾
,
 
佐

々
木

雅
之

,
 
R
a
-
2
2
3
の

S
P
E
C
T
画

像
に

お
け

る
コ

リ
メ

ー
タ

最
適

化
の

検
討

：
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
研

究
,
 
第

7
4
回

日
本

放
射

線
技

術
学

会
総

会
学

術
大

会
（

横
浜

市
）

2
0
1
8
年

4
月

1
2
-
1
5
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

Y
a
m
a
d
a
 
M
,
 
A
r
i
m
u
r
a
 
H
,
 
S
o
u
f
i
 
M
,
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
o
f
 
a
 
f
r
a
m
e
w
o
r
k
 
f
o
r
 
p
r
e
d
i
c
t
i
o
n
 
o
f
 
l
u
n
g
 
c
a
n
c
e
r
 
p
a
t
i
e
n
t
s
’

 
p
r
o
g
n
o
s
e
s
 
u
s
i
n
g
 
P
C
A
-
b
a
s
e
d
 
r
a
d
i
o
m
i
c
s
 
f
e
a
t
u
r
e
s
,
 
第

1
1
5
回

日
本

医
学

物
理

学
会

学
術

大
会

（
横

浜
市

）
2
0
1
8
年

4
月

1
2
-
1
5
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

Z
h
u
a
n
g
f
e
i
 
M
,
 
M
e
a
n
i
n
g
f
u
l
 
l
i
f
e
 
i
n
 
J
a
p
a
n
 
w
i
t
h
i
n
 
s
i
x
 
m
o
n
t
h
s
,
 
第

1
1
5
回

日
本

医
学

物
理

学
会

学
術

大
会

（
横

浜
市

）
2
0
1
8
年

4
月

1
2
-
1
5
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

笠
井

裕
貴

,
 
T
o
m
o
D
i
r
e
c
t
を

用
い

た
全

身
照

射
に

お
け

る
門

数
と

評
価

指
標

に
関

す
る

検
討

,
 
第

7
回

T
o
m
o
T
h
e
r
a
p
y
セ

ミ
ナ

ー
2
0
1
8
（

東
京

都
）

2
0
1
8
年

6
月

2
3
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

N
a
g
a
m
i
 
N
,
 
A
r
i
m
u
r
a
 
H
,
 
S
o
u
f
i
 
M
,
 
O
h
i
s
h
i
 
M
,
 
I
m
a
i
z
u
m
i
 
T
,
 
U
b
a
 
K
,
 
I
r
i
e
 
H
,
 
Q
u
a
n
t
i
f
i
c
a
t
i
o
n
 
o
f
 
f
e
a
s
i
b
i
l
i
t
y
 
o
f
 
a
 
m
e
t
a
l
 
a
r
t
i
f
a
c
t
 
r
e
d
u
c
t
i
o
n
 
t
e
c
h
n
i
q
u
e
 
f
o
r
 
d
e
l
i
n
e
a
t
i
o
n
 
o
f
 
G
T
V
 
i
n
 
R
T
P
 
f
o
r

h
e
a
d
 
a
n
d
 
n
e
c
k
 
c
a
n
c
e
r
,
 
第

7
4
回

日
本

放
射

線
技

術
学

会
総

会
学

術
大

会
（

横
浜

市
）

2
0
1
8
年

4
月

1
2
-
1
5
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

N
i
n
o
m
i
y
a
 
K
,
 
A
r
i
m
u
r
a
 
H
,
 
S
a
s
a
h
a
r
a
 
M
,
 
H
i
r
o
s
e
 
T
,
 
O
h
g
a
 
S
,
 
U
m
e
z
u
 
Y
,
 
H
o
n
d
a
 
H
,
 
A
u
t
o
m
a
t
e
d
 
L
o
c
a
l
i
z
a
t
i
o
n
 
A
p
p
r
o
a
c
h
 
o
f
 
P
r
o
s
t
a
t
e
s
 
f
o
r
 
R
a
d
i
o
t
h
e
r
a
p
y
 
u
s
i
n
g
 
A
n
a
t
o
m
i
c
a
l
-
f
e
a
t
u
r
e
-
b
a
s
e
d
 
M
a
c
h
i
n
e

L
e
a
r
n
i
n
g
 
a
n
d
 
i
t
s
 
F
e
a
s
i
b
i
l
i
t
y
 
i
n
 
B
a
y
e
s
i
a
n
 
T
a
r
g
e
t
 
C
o
n
t
o
u
r
i
n
g
 
F
r
a
m
e
w
o
r
k
,
 
第

7
4
回

日
本

放
射

線
技

術
学

会
総

会
学

術
大

会
（

横
浜

市
）

2
0
1
8
年

4
月

1
2
-
1
5
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

H
a
r
a
 
K
,
 
Y
a
b
u
u
c
h
i
 
H
,
 
Y
o
n
g
s
u
 
Y
,
 
N
a
r
i
t
a
 
H
,
 
Y
a
s
u
d
a
 
Y
,
 
H
a
r
a
d
a
 
N
,
 
K
u
r
i
h
a
r
a
 
Y
,
 
A
s
s
e
s
s
m
e
n
t
 
o
f
 
U
s
e
f
u
l
n
e
s
s
 
o
f
 
t
h
e
 
B
r
e
a
t
h
-
h
o
l
d
 
T
r
a
i
n
i
n
g
 
M
e
t
h
o
d
 
t
o
 
I
m
p
r
o
v
e
 
R
e
p
r
o
d
u
c
i
b
i
l
i
t
y
 
o
f

Q
u
a
n
t
i
t
a
t
i
v
e
 
V
a
l
u
e
s
 
b
y
 
I
n
s
p
i
r
a
t
o
r
y
 
a
n
d
 
E
x
p
i
r
a
t
o
r
y
 
L
u
n
g
 
M
a
g
n
e
t
i
c
 
R
e
s
o
n
a
n
c
e
 
I
m
a
g
i
n
g
,
 
第

7
4
回

日
本

放
射

線
技

術
学

会
総

会
学

術
大

会
（

横
浜

市
）

2
0
1
8
年

4
月

1
2
-
1
5
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

K
i
m
o
t
o
 
S
,
 
H
a
s
h
i
m
o
t
o
 
N
,
 
S
h
o
j
i
 
A
,
 
T
s
u
t
s
u
i
 
Y
,
 
H
i
m
u
r
o
 
K
,
 
B
a
b
a
 
S
,
 
T
a
k
a
h
a
s
h
i
 
A
,
 
S
a
s
a
k
i
 
M
,
 
T
h
e
 
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
s
p
a
t
i
a
l
 
r
e
s
o
l
u
t
i
o
n
 
o
f
 
1
1
C
-
,
 
1
8
F
-
 
a
n
d
 
6
4
C
u
-
P
E
T
 
i
m
a
g
e
s
 
u
s
i
n
g
 
p
h
a
n
t
o
m

e
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
s
i
m
u
l
a
t
i
o
n
,
 
第

7
7
回

日
本

放
射

線
技

術
学

会
総

会
学

術
大

会
（

横
浜

市
）

2
0
1
8
年

年
4
月

1
2
-
1
5
日

（
1
3
日

）

小
児

が
ん

・
希

少
が

ん
臨

床
腫

瘍
学

コ
ー

ス
大

場
詩

子
、

古
賀

友
紀

、
川

口
理

一
郎

、
中

島
健

太
郎

、
大

賀
正

一
、

赤
木

洋
二

郎
、

秦
暢

宏
、

吉
本

幸
司

、
飯

原
弘

二
、

孝
橋

賢
一

、
小

田
義

直
 
中

枢
神

経
原

発
悪

性
黒

色
腫

に
対

し
て

N
i
v
o
l
u
m
a
b
を

使
用

し
た

小
児

例
 
第

5
0
0
回

日
本

小
児

科
学

会
福

岡
地

方
会

例
会

(
福

岡
)
2
0
1
8
年

6
月

9
日

ゲ
ノ

ム
基

盤
先

端
臨

床
腫

瘍
学

コ
ー

ス
堤

央
乃

、
原

田
英

治
、

鈴
木

邦
裕

、
濱

田
直

樹
、

布
村

拓
也

、
吉

本
五

一
、

松
元

幸
一

郎
、

中
西

洋
一

、
肺

胞
出

血
を

契
機

に
診

断
に

至
っ

た
特

発
性

血
小

板
減

少
性

紫
斑

病
の

1
例

、
第

3
2
3
回

日
本

内
科

学
会

九
州

地
方

会
(
鹿

児
島

)
、

2
0
1
8
年

1
1
月

1
8
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

K
a
w
a
z
o
e
 
Y
,
 
M
o
r
i
s
h
i
t
a
 
J
,
 
I
k
e
d
a
 
N
,
 
O
k
u
m
u
r
a
 
M
,
 
S
h
i
n
 
S
,
 
M
a
t
s
u
n
o
b
u
 
Y
,
 
S
h
i
m
i
z
u
 
Y
,
 
I
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t
 
o
f
 
I
m
a
g
e
 
C
o
m
p
a
r
i
s
o
n
 
a
n
d
 
P
e
r
s
o
n
a
l
 
I
d
e
n
t
i
f
i
c
a
t
i
o
n
 
U
s
i
n
g
 
H
e
a
d
 
C
T
 
I
m
a
g
e
s
 
w
i
t
h
 
T
h
r
e
e
-

D
i
m
e
n
s
i
o
n
a
l
 
P
o
s
i
t
i
o
n
i
n
g
 
A
d
j
u
s
t
m
e
n
t
,
 
第

7
4
回

日
本

放
射

線
技

術
学

会
総

会
学

術
大

会
（

横
浜

市
）

2
0
1
8
年

4
月

1
2
-
1
5
日

ゲ
ノ

ム
基

盤
先

端
臨

床
腫

瘍
学

コ
ー

ス
堤

 
央

乃
、

井
上

 
博

之
、

髙
野

 
智

嗣
、

中
垣

 
憲

明
、

金
城

 
満

、
古

森
 
雅

志
、

中
西

 
洋

一
、

E
G
F
R
遺

伝
子

変
異

陽
性

肺
腺

癌
に

対
す

る
E
G
F
R
-
T
K
I
治

療
中

に
B
細

胞
リ

ン
パ

腫
の

白
血

化
を

来
し

た
1
例

、
第

1
6
回

日
本

臨
床

腫
瘍

学
会

学
術

集
会

(
神

戸
)
、

2
0
1
8
年

7
月

1
9
日

～
2
1
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

N
a
k
a
n
o
 
R
,
 
A
r
i
m
u
r
a
 
H
,
 
A
s
a
m
u
r
a
 
R
,
 
O
h
g
a
 
S
,
 
H
o
n
d
a
 
H
,
 
T
o
m
o
n
a
r
i
 
S
a
s
a
k
i
,
 
D
e
e
p
-
l
e
a
r
n
i
n
g
-
b
a
s
e
d
 
s
e
g
m
e
n
t
a
t
i
o
n
 
o
f
 
G
T
V
 
r
e
g
i
o
n
s
 
o
f
 
l
u
n
g
 
c
a
n
c
e
r
 
u
s
i
n
g
 
d
a
t
a
s
e
t
s
 
o
f
 
p
l
a
n
n
i
n
g
 
C
T
 
a
n
d
 
P
E
T
/
C
T

i
m
a
g
e
s
,
 
第

1
1
5
回

日
本

医
学

物
理

学
会

学
術

大
会

（
横

浜
市

）
2
0
1
8
年

4
月

1
2
-
1
5
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

川
添

優
介

,
 
杜

下
淳

次
,
 
池

田
典

昭
,
 
奥

村
美

紀
,
 
進

政
太

郎
,
 
松

延
佑

将
,
 
清

水
陽

一
郎

,
 
Y
o
n
g
s
u
 
Y
o
o
n
,
 
半

自
動

ポ
ジ

シ
ョ

ニ
ン

グ
補

正
を

実
施

し
た

頭
部

C
T
画

像
を

利
用

す
る

個
人

識
別

の
改

善
,
 
第

4
6
回

日
本

放
射

線
技

術
学

会
秋

季
学

術
大

会
（

仙
台

市
）

2
0
1
8
年

1
0
月

4
日

-
6
日

（
5
日

）

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

坂
田

弥
生

,
 
杜

下
淳

次
,
 
清

水
陽

一
郎

,
 
ユ

ン
ヨ

ン
ス

,
 
超

音
波

エ
ラ

ス
ト

グ
ラ

フ
ィ

の
色

表
示

に
関

す
る

新
し

い
評

価
方

法
の

検
討

,
 
第

4
6
回

日
本

放
射

線
技

術
学

会
秋

季
学

術
大

会
（

仙
台

市
）

2
0
1
8
年

1
0
月

4
日

-
6
日

（
6

日
）

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

川
内

野
友

則
,
 
藤

淵
俊

王
,
 
放

射
線

治
療

セ
ッ

ト
ア

ッ
プ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
の

 
呼

吸
情

報
取

込
み

の
手

法
の

検
討

,
 
第

5
5
回

放
射

線
影

響
懇

話
会

（
久

留
米

市
）

,
 
2
0
1
8
年

7
月

2
1
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

二
宮

健
太

,
 
有

村
秀

孝
,
 
笹

原
基

希
,
 
廣

瀬
貴

章
,
 
大

賀
才

路
,
 
前

立
腺

癌
放

射
線

治
療

に
お

け
る

ベ
イ

ズ
領

域
推

定
法

の
た

め
の

解
剖

学
的

特
徴

点
に

基
づ

い
た

前
立

腺
位

置
推

定
法

,
 
第

3
7
回

日
本

医
用

画
像

工
学

会
大

会
（

つ
く

ば
市

）
2
0
1
8
年

7
月

2
5
日

-
2
7
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

山
田

真
大

,
 
有

村
秀

孝
,
 
マ

ー
ゼ

ン
・

ス
ー

フ
ィ

,
 
主

成
分

分
析

を
用

い
た

レ
デ

ィ
オ

ミ
ク

ス
特

徴
量

に
よ

る
肺

癌
患

者
の

予
後

予
測

法
,
 
第

3
7
回

日
本

医
用

画
像

工
学

会
大

会
（

つ
く

ば
市

）
2
0
1
8
年

7
月

2
5
日

-
2
7
日

15



九
州
大
学

【
平
成
３
０
年
度
（
各
大
学
）
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

○
国
内
学
会
（つ
づ
き
）

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

ゲ
ノ

ム
基

盤
先

端
臨

床
腫

瘍
学

コ
ー

ス
蓮

田
博

文
：

同
・

異
時

性
の

四
重

複
癌

の
一

症
例

　
2
0
1
8
年

7
月

2
1
日

　
第

2
5
5
回

　
外

科
集

談
会

ゲ
ノ

ム
基

盤
先

端
臨

床
腫

瘍
学

コ
ー

ス
有

水
耕

平
.
 
当

院
に

お
け

る
腎

癌
,
 
胃

癌
,
 
頭

頸
部

癌
に

対
す

る
N
i
v
o
l
u
m
a
b
の

使
用

経
験

.
第

1
6
回

日
本

臨
床

腫
瘍

学
会

(
神

戸
)
2
0
1
8
年

7
月

2
0
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

山
本

昂
侑

,
 
藤

淵
俊

王
,
 
石

垣
陽

,
 
松

本
佳

宣
,
 
小

助
川

典
久

,
 
X
線

診
療

場
に

最
適

化
し

た
リ

ア
ル

タ
イ

ム
線

量
測

定
シ

ス
テ

ム
の

基
本

性
能

評
価

,
 
第

4
6
回

日
本

放
射

線
技

術
学

会
秋

季
学

術
大

会
(
仙

台
市

)
,
 
2
0
1
8
年

1
0
月

4
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

大
浦

宏
二

,
 
杜

下
淳

次
,
 
川

添
優

介
,
 
清

水
陽

一
郎

,
 
坂

田
弥

生
,
 
ユ

ン
ヨ

ン
ス

,
 
池

田
典

昭
,
 
頭

部
X
線

C
T
画

像
か

ら
測

定
す

る
側

頭
骨

含
気

腔
を

用
い

た
個

人
識

別
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

,
 
第

1
3
回

九
州

放
射

線
医

療
技

術
学

術
大

会
（

那
覇

市
）

2
0
1
8
年

1
1
月

1
0
日

-
1
1
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

尾
崎

誠
,
 
杜

下
淳

次
,
 
清

水
陽

一
郎

,
 
川

添
優

介
,
 
坂

田
弥

生
,
 
経

時
差

分
処

理
で

発
生

す
る

ア
ー

チ
フ

ァ
ク

ト
の

低
減

を
目

的
と

し
た

類
似

差
分

処
理

の
有

用
性

の
検

討
,
 
第

1
3
回

九
州

放
射

線
医

療
技

術
学

術
大

会
（

那
覇

市
）

2
0
1
8
年

1
1
月

1
0
日

-
1
1
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

鎌
田

啓
人

,
 
藪

内
英

剛
,
 
近

藤
雅

敏
,
 
原

田
伸

明
,
 
原

薫
,
 
本

田
浩

,
 
超

高
精

細
C
T
を

用
い

た
気

管
支

壁
の

定
量

評
価

：
F
B
P
法

と
2
種

の
逐

次
近

似
再

構
成

法
の

比
較

,
 
第

1
3
回

九
州

放
射

線
医

療
技

術
学

術
大

会
（

那
覇

市
）

2
0
1
8
年

1
1
月

1
0
-
1
1
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

中
野

里
彩

,
 
有

村
秀

孝
,
 
大

賀
才

路
,
 
治

療
計

画
C
T
画

像
に

お
い

て
深

層
学

習
を

用
い

た
3
種

類
の

肺
癌

の
肉

眼
的

腫
瘍

体
の

抽
出

,
 
日

本
放

射
線

腫
瘍

学
会

第
3
1
回

学
術

大
会

（
京

都
市

）
2
0
1
8
年

1
0
月

1
1
日

-
1
3
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

長
谷

合
修

,
 
有

村
秀

孝
,
 
浅

井
佳

央
里

,
 
吉

武
忠

正
,
 
大

賀
才

路
,
 
塩

山
善

之
,
 
本

田
浩

,
 
佐

々
木

智
成

,
 
類

似
症

例
に

基
づ

く
肋

骨
線

量
を

考
慮

し
た

肺
定

位
放

射
線

治
療

自
動

立
案

法
,
 
日

本
放

射
線

腫
瘍

学
会

第
3
1
回

学
術

大
会

（
京

都
市

）
2
0
1
8
年

1
0
月

1
1
日

-
1
3
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

市
野

凌
資

,
 
ユ

ン
ヨ

ン
ス

,
 
清

水
陽

一
郎

,
 
川

添
優

介
,
 
坂

田
弥

生
,
 
杜

下
淳

次
,
 
汎

用
モ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

サ
を

用
い

た
撮

影
補

助
シ

ス
テ

ム
の

基
礎

的
検

討
,
 
第

1
3
回

九
州

放
射

線
医

療
技

術
学

術
大

会
(
那

覇
市

）
2
0
1
8
年

1
1

月
1
0
日

-
1
1
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

木
本

沙
希

,
 
高

橋
昭

彦
,
 
橋

本
直

樹
,
 
庄

司
彩

乃
,
 
下

川
夏

実
,
 
高

島
彩

,
 
筒

井
悠

治
,
 
氷

室
和

彦
,
 
馬

場
眞

吾
,
 
佐

々
木

雅
之

,
 
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

フ
ァ

ン
ト

ム
実

験
を

用
い

た
臨

床
用

P
E
T
画

像
の

空
間

分
解

能
の

評
価

,
第

3
8
回

日
本

核
医

学
技

術
会

総
会

学
術

大
会

（
宜

野
湾

市
）

2
0
1
8
年

1
1
月

1
5
日

-
1
7
日

（
6
日

）

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

庄
司

彩
乃

,
 
守

田
圭

伸
,
 
橋

本
直

樹
,
 
竹

下
利

貴
,
 
木

本
沙

希
,
 
筒

井
悠

治
,
 
氷

室
和

彦
,
 
馬

場
眞

吾
,
 
佐

々
木

雅
之

,
 
ヒ

ー
ト

マ
ッ

プ
を

用
い

た
P
E
T
不

均
一

集
積

と
テ

ク
ス

チ
ャ

ー
特

徴
量

の
関

係
,
 
第

3
8
回

日
本

核
医

学
技

術
会

総
会

学
術

大
会

（
宜

野
湾

市
）

2
0
1
8
年

1
1
月

1
5
日

-
1
7
日

（
6
日

）

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

下
川

夏
実

,
 
赤

松
剛

,
 
庄

司
彩

乃
,
 
木

本
沙

希
,
 
髙

島
彩

,
 
佐

々
木

雅
之

,
 
ア

ミ
ロ

イ
ド

P
E
T
の

定
量

評
価

へ
関

心
領

域
の

違
い

が
及

ぼ
す

影
響

,
 
第

3
8
回

日
本

核
医

学
技

術
会

総
会

学
術

大
会

（
宜

野
湾

市
）

2
0
1
8
年

1
1
月

1
5
日

-
1
7
日

（
6
日

）

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

中
西

悠
佳

,
 
藪

内
英

剛
,
 
原

薫
,
 
原

田
伸

明
,
 
神

谷
武

志
,
 
本

田
浩

,
 
気

腫
合

併
肺

線
維

症
 
C
o
m
b
i
n
e
d
 
p
u
l
m
o
n
a
r
y
 
f
i
b
r
o
s
i
s
 
a
n
d
 
e
m
p
h
y
s
e
m
a
 
(
C
P
F
E
)
 
の

診
断

に
お

け
る

C
T
定

量
値

の
有

用
性

の
検

討
,
 
第

1
3
回

九
州

放
射

線
医

療
技

術
学

術
大

会
（

那
覇

市
）

2
0
1
8
年

1
1
月

1
0
-
1
1
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

藤
原

光
希

,
 
藪

内
英

剛
,
 
小

島
宰

,
 
原

田
伸

明
,
 
原

薫
,
 
山

下
泰

生
,
 
小

林
幸

次
,
 
本

田
浩

,
 
微

細
構

造
の

描
出

に
お

け
る

圧
縮

セ
ン

シ
ン

グ
の

有
用

性
の

検
討

,
 
第

1
3
回

九
州

放
射

線
医

療
技

術
学

術
大

会
（

那
覇

市
）

2
0
1
8
年

1
1
月

1
0
-
1
1
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

寶
珠

山
桃

子
,
 
藪

内
英

剛
,
 
原

薫
,
 
原

田
伸

明
,
 
佐

々
木

雅
之

,
 
本

田
浩

,
 
S
h
o
r
t
-
T
1
 
I
n
v
e
r
s
i
o
n
 
R
e
c
o
v
e
r
y
 
(
S
T
I
R
)
,
 
D
i
f
f
u
s
i
o
n
 
W
e
i
g
h
t
e
d
 
I
m
a
g
i
n
g
 
(
D
W
I
)
,
 
F
D
G
-
P
E
T
/
C
T
に

よ
る

非
小

細
胞

肺
癌

患
者

の
リ

ン
パ

節
転

移
検

出
能

の
検

討
,
 
第

1
3
回

九
州

放
射

線
医

療
技

術
学

術
大

会
（

那
覇

市
）

2
0
1
8
年

1
1
月

1
0
-
1
1
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

上
野

響
生

,
 
高

橋
昭

彦
,
 
氷

室
和

彦
,
 
馬

場
眞

吾
,
 
佐

々
木

雅
之

,
 
R
a
-
2
2
3
の

S
P
E
C
T
画

像
に

お
け

る
コ

リ
メ

ー
タ

最
適

化
の

検
討

：
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
研

究
,
 
第

3
8
回

日
本

核
医

学
技

術
学

会
総

会
学

術
大

会
(
宜

野
湾

市
）

2
0
1
8
年

1
1
月

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

二
宮

健
太

,
 
有

村
秀

孝
,
 
小

柳
遼

馬
,
 
木

下
史

生
,
 
ア

ラ
ム

ギ
ー

ル
 
ホ

ッ
セ

ン
,
 
渡

邊
壽

美
子

,
 
今

田
憲

二
郎

,
 
小

田
義

直
,
 
前

立
腺

癌
に

お
け

る
病

理
画

像
特

徴
量

と
グ

リ
ソ

ン
ス

コ
ア

の
関

係
 
(
口

頭
、

2
0
1
9
0
1
2
3
)
,
 
電

子
情

報
通

信
学

会
 
医

用
画

像
研

究
会

(
沖

縄
,
 
1
月

2
2
日

～
2
3
日

,
 
2
0
1
9
）

が
ん

専
門

細
胞

検
査

士
コ

ー
ス

修
士

課
程

前
田

裕
亮

、
渡

邊
壽

美
子

、
藤

井
直

人
、

加
来

恒
壽

、
岩

坂
剛

、
杉

島
節

夫
：

B
C
G
曝

露
に

よ
る

T
2
4
細

胞
の

p
2
1
・

p
2
7
発

現
に

お
け

る
客

観
的

検
討

、
第

5
9
回

日
本

臨
床

細
胞

学
会

総
会

春
期

大
会

（
札

幌
）

2
0
1
8
年

6
月

3
日

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

高
島

彩
,
 
庄

司
彩

乃
,
 
杠

友
希

,
 
木

本
沙

希
,
 
下

川
夏

実
,
 
筒

井
悠

治
,
 
氷

室
和

彦
,
 
馬

場
眞

吾
,
 
佐

々
木

雅
之

,
 
テ

ク
ス

チ
ャ

ー
解

析
を

用
い

た
脳

ド
パ

ミ
ン

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

タ
S
P
E
C
T
に

お
け

る
集

積
不

均
一

性
評

価
,
 
第

3
8

回
日

本
核

医
学

技
術

会
総

会
学

術
大

会
（

宜
野

湾
市

）
2
0
1
8
年

1
1
月

1
5
日

-
1
7
日

（
6
日

）

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

高
橋

昭
彦

,
 
木

本
沙

希
,
 
氷

室
和

彦
,
 
馬

場
愼

吾
,
 
佐

々
木

雅
之

,
 
ポ

ジ
ト

ロ
ン

レ
ン

ジ
が

P
E
T
画

像
の

病
変

検
出

能
に

お
よ

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

：
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
研

究
,
 
第

3
8
回

日
本

核
医

学
技

術
会

総
会

学
術

大
会

（
宜

野
湾

市
）

2
0
1
8
年

1
1
月

1
5
日

-
1
7
日

（
6
日

）

先
端

医
用

量
子

線
技

術
科

学
コ

ー
ス

関
川

祐
矢

,
 
舟

田
圭

汰
,
 
氷

室
和

彦
,
 
高

橋
昭

彦
,
 
馬

場
眞

吾
,
 
佐

々
木

雅
之

,
 
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
肝

内
腫

瘍
に

対
す

る
1
7
7
L
u
の

分
子

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

と
収

集
条

件
の

検
討

,
 
第

3
8
回

日
本

核
医

学
技

術
会

総
会

学
術

大
会

（
宜

野
湾

市
）

2
0
1
8
年

1
1
月

1
5
日

-
1
7
日

（
6
日

）

が
ん

専
門

細
胞

検
査

士
コ

ー
ス

修
士

課
程

中
司

成
：

B
C
G
曝

露
T
2
4
細

胞
に

お
け

る
p
R
B
と

p
2
1
発

現
の

関
連

性
、

第
5
7
回

日
本

臨
床

細
胞

学
会

秋
期

大
会

（
横

浜
）

2
0
1
8
年

1
1
月

1
8
日

が
ん

研
究

薬
剤

師
コ

ー
ス

博
士

課
程

松
金

 
良

祐
,
 
林

 
光

博
,
 
高

橋
 
優

,
 
大

内
 
麻

由
,
 
岡

田
 
尚

大
,
 
増

田
 
智

先
,
 
濱

田
 
哲

暢
,
 
新

規
薬

物
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
法

を
用

い
た

抗
体

医
薬

t
r
a
s
t
u
z
u
m
a
b
の

腫
瘍

内
薬

物
動

態
解

析
,
 
第

2
6
回

ク
リ

ニ
カ

ル
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
,
 
2
0
1
8
年

6
月

2
3
日

～
2
4
日

,
 
東

京

が
ん

専
門

細
胞

検
査

士
コ

ー
ス

修
士

課
程

近
藤

守
、

渡
邊

壽
美

子
、

西
村

和
徳

、
加

来
恒

壽
、

岩
坂

剛
、

杉
島

節
夫

：
栄

養
状

態
と

二
核

細
胞

の
細

胞
周

期
に

関
す

る
検

討
、

第
5
9
回

日
本

臨
床

細
胞

学
会

総
会

春
期

大
会

（
札

幌
）

2
0
1
8
年

6
月

3
日

が
ん

専
門

細
胞

検
査

士
コ

ー
ス

修
士

課
程

森
山

拓
人

、
渡

邊
壽

美
子

、
軍

馬
麻

紀
、

鷺
山

和
幸

、
加

来
恒

壽
、

杉
島

節
夫

：
B
C
G
 
f
a
i
l
u
r
e
症

例
の

自
然

尿
細

胞
診

に
出

現
す

る
異

型
細

胞
の

形
態

学
的

検
討

、
第

5
9
回

日
本

臨
床

細
胞

学
会

総
会

春
期

大
会

（
札

幌
）

2
0
1
8

年
6
月

3
日

が
ん

専
門

細
胞

検
査

士
コ

ー
ス

修
士

課
程

渡
邊

壽
美

子
、

平
井

絵
梨

花
、

藤
井

直
人

、
江

口
奈

津
希

、
山

口
将

太
、

杉
島

節
夫

、
加

来
恒

壽
、

岩
坂

剛
：

細
胞

周
期

関
連

タ
ン

パ
ク

発
現

か
ら

み
た

B
C
G
膀

胱
内

注
入

療
法

の
効

果
判

定
、

第
5
7
回

日
本

臨
床

細
胞

学
会

秋
期

大
会

（
横

浜
）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

2
0
1
8
年

1
1
月

1
8
日

16



九
州
大
学

【
平
成
３
０
年
度
（
各
大
学
）
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

○
そ
の
他
（受
賞
等
）

1 2 3 4

※
以

下
は

九
州
大
学
参
考
資
料
。
内
部
評
価
・
外
部
評
価
の
対
象
と
な
る
実
績
に
は
計
上
し
な
い
。
（
第
２
期
が
ん

プ
ロ
コ
ー
ス
在
籍
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
実
績
）

○
英
文
誌

1

○
和
文
誌

1

○
国
際
学
会

1 2

○
国
内
学
会

1 2 3 4 5 6

○
そ
の
他
（受
賞
等
）

1

高
度

先
端

臨
床

腫
瘍

学
コ

ー
ス

池
松

　
祐

樹
、

田
中

　
謙

太
郎

、
柳

原
　

豊
史

、
L
i
u
 
R
e
n
p
e
n
g
、

岡
本

　
勇

、
中

西
　

洋
一

,
I
m
m
u
n
o
l
o
g
i
c
a
l
 
a
n
a
l
y
s
i
s
 
o
f
 
p
l
e
u
r
a
l
 
e
f
f
u
s
i
o
n
 
i
n
 
c
a
n
c
e
r
 
p
a
t
i
e
n
t
s
 
w
h
o
 
r
e
c
e
i
v
e
d
 
I
C
I
 
f
o
r
 
t
h
e
 
d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

o
f
 
b
i
o
m
a
r
k
e
r
s
.
 
第

4
7
回

　
日

本
免

疫
学

会
学

術
総

会
（

福
岡

市
，

博
多

区
）

，
2
0
1
8
年

1
2
月

1
0
日

～
1
2
日

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

高
度

先
端

臨
床

腫
瘍

学
コ

ー
ス

池
松

　
祐

樹
：

2
3
r
d
 
C
o
n
g
r
e
s
s
 
o
f
 
t
h
e
 
A
s
i
a
n
 
P
a
c
i
f
i
c
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
R
e
s
p
i
r
o
l
o
g
y
 
i
n
 
2
0
1
8
 
(
T
a
i
p
e
i
)
,
 
Y
o
u
n
g
 
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
o
r
 
A
w
a
r
d
s

高
度

先
端

臨
床

腫
瘍

学
コ

ー
ス

安
藤

伸
尚

,
 
岡

本
勇

,
 
中

西
洋

一
,
 
肺

腺
癌

に
お

け
る

H
i
p
p
o
経

路
分

子
M
O
B
1
の

機
能

解
析

,
 
第

２
２

回
日

本
が

ん
分

子
標

的
治

療
学

会
学

術
集

会
（

東
京

）
2
0
1
8
年

5
月

1
7
日

高
度

先
端

臨
床

腫
瘍

学
コ

ー
ス

安
藤

伸
尚

,
 
大

坪
孝

平
,
 
米

嶋
康

臣
,
 
岩

間
映

二
,
 
田

中
謙

太
郎

,
 
伊

地
知

佳
世

,
 
豊

川
剛

二
,
 
田

川
哲

三
,
 
岡

本
勇

,
 
中

西
洋

一
,
切

除
可

能
な

肺
腺

癌
に

お
け

る
M
O
B
1
の

機
能

解
析

,
第

７
７

回
日

本
癌

学
会

学
術

集
会

（
大

阪
）

2
0
1
8
年

9
月

2
9
日

高
度

先
端

臨
床

腫
瘍

学
コ

ー
ス

池
松

　
祐

樹
、

田
中

　
謙

太
郎

、
柳

原
　

豊
史

、
L
i
u
 
R
e
n
p
e
n
g
、

岡
本

　
勇

、
中

西
　

洋
一

,
担

癌
患

者
に

お
け

る
免

疫
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
阻

害
薬

投
与

後
の

胸
水

検
体

を
用

い
た

フ
ロ

ー
サ

イ
ト

メ
ト

リ
ー

解
析

の
検

討
,
 
第

2
3
　

回
　

日
本

が
ん

分
子

標
的

治
療

学
会

学
術

集
会

 
(
東

京
都

、
千

代
田

区
)
，

2
0
1
8
年

5
月

1
6
日

～
1
8
日

高
度

先
端

臨
床

腫
瘍

学
コ

ー
ス

池
松

　
祐

樹
，

田
中

　
謙

太
郎

,
 
K
u
m
i
k
o
 
I
s
s
e
,
 
藤

平
　

智
道

,
 
竹

之
山

　
光

広
,
　

L
a
u
r
a
 
S
a
u
n
d
e
r
s
,
 
S
h
e
i
l
a
 
B
h
e
d
d
a
h
,
 
岡

本
　

勇
,
 
中

西
　

洋
一

,
小

細
胞

肺
癌

患
者

の
D
L
L
3
発

現
に

関
す

る
検

討
,
 
第

　
1
6
　

回
　

日
本

臨
床

腫
瘍

学
会

学
術

集
会

（
兵

庫
県

,
神

戸
市

）
，

2
0
1
8
年

7
月

1
9
日

～
2
1
日

高
度

先
端

臨
床

腫
瘍

学
コ

ー
ス

池
松

　
祐

樹
，

田
中

　
謙

太
郎

,
 
K
u
m
i
k
o
 
I
s
s
e
,
 
藤

平
　

智
道

,
 
竹

之
山

　
光

広
,
　

L
a
u
r
a
 
S
a
u
n
d
e
r
s
,
 
S
h
e
i
l
a
 
B
h
e
d
d
a
h
,
 
岡

本
　

勇
,
 
中

西
　

洋
一

,
小

細
胞

肺
癌

に
お

け
る

D
L
L
3
の

発
現

と
そ

の
制

御
,
 
第

7
7
回

　
日

本
癌

学
会

学
術

総
会

（
大

阪
府

，
大

阪
市

）
，

2
0
1
8
年

9
月

2
7
日

～
2
9
日

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

高
度

先
端

臨
床

腫
瘍

学
コ

ー
ス

A
n
d
o
 
N
,
 
O
t
s
u
b
o
 
K
,
 
Y
o
n
e
s
h
i
m
a
 
Y
,
 
I
w
a
m
a
 
E
,
 
T
a
n
a
k
a
 
K
,
 
I
j
i
c
h
i
 
K
,
 
T
o
y
o
k
a
w
a
 
G
,
 
T
a
g
a
w
a
 
T
,
 
O
k
a
m
o
t
o
 
I
,
 
N
a
k
a
n
i
s
h
i
 
Y
,
 
F
u
n
c
t
i
o
n
a
l
 
a
n
a
l
y
s
i
s
 
o
f
 
M
O
B
1
 
i
n
 
r
e
s
e
c
t
a
b
l
e
 
l
u
n
g
 
a
d
e
n
o
c
a
r
c
i
n
o
m
a
,

2
3
r
d
 
C
o
n
g
r
e
s
s
 
o
f
 
t
h
e
 
A
s
i
a
n
 
P
a
c
i
f
i
c
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
R
e
s
p
i
r
o
l
o
g
y
 
(
T
a
i
p
e
i
,
 
T
a
i
w
a
n
)
 
2
0
1
8
.
1
1
.
3
0

高
度

先
端

臨
床

腫
瘍

学
コ

ー
ス

I
k
e
m
a
t
s
u
 
Y
,
 
T
a
n
a
k
a
 
K
,
 
Y
a
n
a
g
i
h
a
r
a
 
T
,
L
i
u
 
R
，

O
k
a
m
o
t
o
 
I
,
N
a
k
a
n
i
s
h
i
 
Y
,
I
m
m
u
n
o
l
o
g
i
c
a
l
 
a
n
a
l
y
s
i
s
 
o
f
 
p
l
e
u
r
a
l
 
e
f
f
u
s
i
o
n
 
i
n
 
c
a
n
c
e
r
 
p
a
t
i
e
n
t
s
 
w
h
o
 
r
e
c
e
i
v
e
d
 
i
m
m
u
n
e
 
c
h
e
c
k
p
o
i
n
t
 
i
n
h
i
b
i
t
o
r
s
 
f
o
r

t
h
e
 
d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
o
f
 
b
i
o
m
a
r
k
e
r
s
,
 
2
3
r
d
 
C
o
n
g
r
e
s
s
 
o
f
 
t
h
e
 
A
s
i
a
n
 
P
a
c
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【平成３０年度（各大学）】 

「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」内部評価・外部評価シート 

 

大学名 福岡大学 

コーディネーター 髙松 泰 

事務担当者 近藤 孝憲 

 

１．概要 

達成目標 ※工程表の内容を転記（編集不可） 

○達成目標１：九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成する。 

○達成目標２：ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を行う。 

○達成目標３：ゲノム医療や小児・希少がんに対する海外の先進事例を積極的に収集し発信することで本プランのみならず我が国に

おけるがん専門医療人の養成に寄与する。 

 

達成目標に対する今年度の実績 ※達成目標１～３に触れながら記載。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

 
九州がんセンターと共同で、がん診療に携わる医師、看護師、薬剤師を対象とした勉強会を実施した。1回目はcardio-
oncologyをテーマに福岡大学で実施し(血液腫瘍セミナー9/14)、2回目は免疫療法をテーマに九州がんセンターで行った
(南福岡Hematology seminar11/17)。 
 
かかりつけ医、在宅医と連携したがん治療を推進する目的で、生活習慣病と癌セミナーを実施した(5/17,8/23,10/18)。
福岡市西部地区の医師会と協力して行ったところ、3回目は参加者数が100名に達した。 
 
院内で免疫チェックポイント阻害薬治療のマネジメントセミナー（写真）を開催した(6/11)。治療および副作用の対処を
行う診療科・部門の医師、看護師、薬剤師が参加して、自施設の治療成績および副作用マネジメントについて検証した。
3月にがん患者の仕事と治療の両立支援をテーマとしたセミナーを実施する予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実績を踏まえた成果（学生教育の観点での成果について記載すること） 

※適宜、学生のキャリア教育、キャリア形成の点にも触れながら記載すること。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

 
福岡県がん診療連携拠点病院である九州がんセンターと共同で勉強会を開催することで、自施設のみで行う場合に比べ
て参加した医師、看護師、薬剤師の意欲を向上させることができた。また意見交換をすることで、がん診療に関する知
識・技術を深めることに役立った。 
 
病院内での多診療科・多職種の連携を構築するために、免疫チェックポイント阻害薬治療は適している。そのため毎年免
疫チェックポイント阻害薬マネジメントセミナーを実施しており、多診療科の医師、多職種の医療者がそれぞれの役割を
認識して診療を行うシステム作りが進んでいる。 
 
生活習慣病と関連させてがん治療のセミナーを開催することで、多数の開業医、在宅医に参加してもらうことができた。
このセミナーは、がん診療の病診連携の糸口になると考えられた。 
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２．各事業の取り組み状況 

①教育コース（大学院コース、インテンシブコース）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

 
大学院コースは2名を受け入れた。 
インテンシブコースとして勉強会を開催し、別表の参加者を得た。 
免疫チェックポイント阻害薬マネジメントセミナー（2018/6/11） 

 
 

②シンポジウム、セミナー、講習会等 

※別表「数値実績一覧」も参照して記述。他大学のモデルとなるような内容があれば特に触れること。 

 
今年度もがんセミナー(共催)を開催し、多くの医療従事者、地域の方々に参加いただいた。 
Dana-Farber癌研究所秀島輝先生を招いてトランスレーショナルリサーチ講演会（2018/12/26）を行った。 
 

③地域や社会への情報発信の取り組み（ホームページ、SNS等の実績含む）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

 
ホームページでの広報は引き続き行い、開業医、公民館等にもセミナー等の案内を配布し、情報発信に努めている。 
患者の会と共同でリンパ腫医療セミナーin福岡（2018/5/26）を開催した。 
九州大学、久留米大学、大分大学と共同で市民公開講座（2018/12/8）を開催した。 
福岡市医師会と協力して生活習慣病と癌セミナー（2018/5/17,8/23,10/18）を開催した。 
 

④大学関連病院との連携（特に「がん診療連携拠点病院」「小児がん拠点病院」との連携に関して） 

 
九州がんセンターと共同で血液腫瘍セミナー（2018/9/14）、南福岡Hematology seminar（2018/11/17）を開催した。 
九州がんセンターと共同で福岡がん就労両立支援セミナー（2019/3/12）を開催する予定。 
 

⑤ライフステージ領域における取り組み ※プラン採択時、『ライフステージ領域において、多様性への配慮や将来を見据えた難治性苦

痛の緩和、サバイバーシップなどの焦点化された先駆的な取組が乏しい。』とのコメントが付いていることから、ライフステージに関して各大学で

取り組んだ内容があれば、本欄に特に詳しく記載願います。最終的に、九州全体の取り組みを整理して自己評価を実施します。 

 
がん患者の仕事と治療の両立支援をテーマとした福岡がん地域連携セミナーを院内の医療者を対象に開催する予定であ
る（2019/3/7）。 
 

 

３．自己評価 

[選択肢] a:十分に目標を達成できている / b:目標を達成できている / c:あと少しで目標を達成できる / d:目標を

達成できていない 

c:あと少しで目標を達成できる 

理由・分析等 

 
今年度は、医学教育の分野別評価の受審や医学教育改革、入学試験改革などに医学部職員は多くの時間を割かねばなら
ず、大学院教育およびインテンシブコースに携わる労力が不足していた。また病院では働き方改革の推進が提唱され、今
年度は勤務時間外に院内で勉強会やセミナーを開催することが制限された。 

自己評価を踏まえた、来年度に向けての改善点等 

 
病院では多診療科、多職種の間で仕事の役割分担を行い、勤務時間を適正化するための働き方改革を進めている。また診
療と自己研鑽との区別を明瞭化することで、ニーズに応じた院内の勉強会やセミナーを開催し、多診療科・多職種で協力
して九州がんプロ事業を実施していく予定である。 
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【平成３０年度（各大学）】 

「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」内部評価・外部評価シート 

 

大学名 久留米大学 

コーディネーター 赤木 由人、原 頼子 

事務担当者 坂田 要 

 

１．概要 

達成目標 ※工程表の内容を転記（編集不可） 

○達成目標１：九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成する。 

○達成目標２：ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を行う。 

○達成目標３：ゲノム医療や小児・希少がんに対する海外の先進事例を積極的に収集し発信することで本プランのみならず我が国に

おけるがん専門医療人の養成に寄与する。 

 

達成目標に対する今年度の実績 ※達成目標１～３に触れながら記載。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

大学院博士課程「希少がん診療養成コース」を設置したが、今年度の受入は０名であった。しかしながら、旧がんプロ
コース「化学・薬物療法専門医養成コース」の学生を１名受け入れ、症例の集収、解析を進めている。 
CNS大学院では、平成30年度課程の在学生は２名で、日本看護系大学協議会の高度実践看護師教育課程の38単位のシラ

バスに添って学習や実習ができるように整えている。本課程履修生の実習施設としては、本課程の修了生ががん看護専門
看護師として勤務している病院で受け入れてもらうことができ、様々な問題を抱えた患者への対応を実践させてもらう
ことから、専門医療人としての知識･スキル獲得につながっている。また、修了生も後輩の育成をすることで役割開発に
つながっていくと考える。本課程の在学生と修了生によって「久留米ネットワーク」を運営し、年２回の事例検討会、年
度末には総会とセミナーを毎年行っている。その活動の中で、がん専門医療人としての最新の知識についての意見交換を
行い、専門看護師としての役割開発に対する課題や具体的な実践方法を学びあっている。また、平成30年度からCNS大学
院コースインテンシブコースの科目として「がん緩和ケア地域連携教育論」を開講した。この科目は教育学の専門家の教
授から学ぶ協同学習のスキルを生かし、地域で患者･家族に向けたグッドプラクティスを多職種と連携して行えることを
目指している。実習では、病院だけではなく、訪問看護ステーション、地域医療連携センター等でも実践を深め、様々な
療養場所で多職種と連携しながらライフステージに応じたがん医療の実践を目指している。 

実績を踏まえた成果（学生教育の観点での成果について記載すること） 

※適宜、学生のキャリア教育、キャリア形成の点にも触れながら記載すること。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

平成30年度から開講したCNS大学院コースとインテンシブコースの科目である「がん緩和ケア地域連携教育論」は、地
域で専門職としての役割を果たす時に必要となるリーダーシップ論やマネジメント論を本大学の教育学の専門家である
教授から学ぶことができる。この科目の履修により、協同学習を学び、実践の場で自主的に周りの人をまとめる方法を身
につけることができる。この能力を生かし、地域で患者･家族に向けたグッドプラクティスを多職種と連携して行える能
力を磨くことを目指している。また、多機能型シミュレーターを導入し、実習前にはフィジカルアセスメントのスキルア
ップ、症状マネジメントを実践するための演習も行っている。 
大学院博士課程においては「希少がん診療養成コース」を設置したものの、希少がんゆえに症例の検討をするまでに至

らなかった。引き続き、症例集収解析に努める。 

 

２．各事業の取り組み状況 

①教育コース（大学院コース、インテンシブコース）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

平成30年度より、博士課程に「希少がん診療養成コース」を設置した。 
修士課程CNS大学院コースへ第2期がんプロ学生2名を移行した。 

 

②シンポジウム、セミナー、講習会等 

※別表「数値実績一覧」も参照して記述。他大学のモデルとなるような内容があれば特に触れること。 

○大学院セミナーシリーズ特別講義（平成30年12月7日開催） 
平成30年12月7日に国立がん研究センターの河野隆志先生を講師に「遺伝子パネル検査を用いたがんゲノム医療」とい

う演題のもとご講演をいただいた。教職員・大学院生を中心に約20名が参加した。 
 
○市民公開講座（平成30年12月8日開催） 
平成30年12月8日に北部九州がんプロ大学(九州大学・福岡大学・大分大学・久留米大学)で市民公開講座を開催した。 
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○研修会（平成31年2月9日～10日開催予定） 
平成31年2月9日～10日にかけて久留米大学病院本館西棟3階デイサービスセンターにおいてコミュニケーション技術

研修会を開催する予定である。内容としては、全ての世代のがん患者が納得した上で安心して治療を受けることができる
ように、患者・医師間のより一層の良好なコミュニケーションを目指して、悪い知らせの伝え方を軸としたコミュニケー
ション技術を学ぶための研修を行う。 
 
○がんプロセミナー（平成31年2月開催予定） 
平成31年2月に久留米大学病院クリニカルスキル・トレーニングセンターにおいて「がんプロセミナー」を開催する予

定である。内容としては、大学院生、修了生、大学職員および地域施設の医療者を対象に実際の連携を経験しているがん
専門看護師と共に、事例を展開しながら参加者同士が意見交換することを通し、患者・家族の望む在宅ケアにつながるよ
うな退院支援の実際について考えることを目的としている。 
 
○大学院セミナー（平成31年3月1日開催） 
平成31年3月1日に久留米大学基礎3号館セミナー室において、小野薬品工業株式会社の吉田隆雄先生を講師にお招きし

「オプジーボの創製の経緯と今後の展開」という演題のもとご講演いただく予定である。 

③地域や社会への情報発信の取り組み（ホームページ、SNS等の実績含む）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

 
医学研究科ＨＰの更新、医学研究科Facebookでの発信を行っ

ている。また、医学研究科（がんプロを含む）として、医学研
究科の紹介や学生募集に関する情報が記載された名刺を作成
し最寄駅構内（西鉄久留米駅）に置場を設置。広報活動に取り
組んでいる。また、がん看護分野CNS養成課程では履修生と修
了生が、久留米ネットワークを運営し、最新知識の発信や情報
交換を行っている。 
 

④大学関連病院との連携（特に「がん診療連携拠点病院」「小児がん拠点病院」との連携に関して） 

本院はがん診療連携拠点病院であり、腫瘍センター主催の「がん教室」や市民公開講座などでの講演を通じ広く周知し
ている。また、大学として実施している「がん教育の出前講義」でコーディネーターである赤木や他の教授が高校で講演
した。そのほか、久留米大学先端がん治療センターとの共同企画研修会に講師として参加している。 

⑤ライフステージ領域における取り組み ※プラン採択時、『ライフステージ領域において、多様性への配慮や将来を見据えた難治性苦

痛の緩和、サバイバーシップなどの焦点化された先駆的な取組が乏しい。』とのコメントが付いていることから、ライフステージに関して各大学で

取り組んだ内容があれば、本欄に特に詳しく記載願います。最終的に、九州全体の取り組みを整理して自己評価を実施します。 

佐賀大学と協同で｢ライフステージに応じた包括的がん支援｣についてエンドオブ・ライフケアの視点でe-learningの
作成を行った。 

 

３．自己評価 

[選択肢] a:十分に目標を達成できている / b:目標を達成できている / c:あと少しで目標を達成できる / d:目標を

達成できていない 

c:あと少しで目標を達成できる 

理由・分析等 

教育においては、がん看護専門看護師資格取得に向けて、本養成課程での学びを修了することが目的であるが、学習･
実習において学生の準備が不足しており、当初の予想として考えているものより成果が上がらないことがある。これは、
こちら側の学生に対する学習量確保が必要であることの説明や、学生の背景や経験も関連するものと考えるが、実習目標
を到達させるために必要な能力の確保ができていないことも影響していると考える。特別研究の進捗状況を鑑みると、研
究者としての知識・態度の育成ができていないことを感じている。また、希少がんに関しては、入学者の確保が非常に難
しいのが現状である。広報活動を踏まえて検討していく。その他、e-ラーニング収録は、ライフステージ部分のスライド
作成、希少がん部分の文献検索まで行っており、来年度以降の収録作業に移るところである。 

自己評価を踏まえた、来年度に向けての改善点等 

研究者としての知識・態度の向上をはかるための個別で具体的な研究指導方法が必要である。 
本学作成予定分のe-ラーニング講義の収録を目指す。 
大学院入学者の確保のための広報活動の充実。 
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【平成３０年度（各大学）】 

「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」内部評価・外部評価シート 

 

大学名 佐賀大学 

コーディネーター 小島研介 

事務担当者 諸隈裕基 

 

１．概要 

達成目標 ※工程表の内容を転記（編集不可） 

○達成目標１：九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成する。 

○達成目標２：ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を行う。 

○達成目標３：ゲノム医療や小児・希少がんに対する海外の先進事例を積極的に収集し発信することで本プランのみならず我が国に

おけるがん専門医療人の養成に寄与する。 

 

達成目標に対する今年度の実績 ※達成目標１～３に触れながら記載。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

 

達成目標１、２：九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人、およびライフステージに応じたがん対策を推進す

る多職種人材の養成については、診療の一環としてのキャンサーボード、ＣＰＣ、デスカンファレンス、看護師、薬剤師

との診療カンファレンスとともに、セミナーにより教育支援をおこなっている。がんプロ主催の講演会では、アドバン

ス・ケア・プランニングを主眼に、医師からは神戸大学医学部附属病院緩和支持治療科 特命教授 木澤義之先生、看護

師からは東京女子医科大学 老年看護学教室 長江 弘子 先生に講師をお願いし、また小児領域からは、早い時期に思

春期科を開設した札幌北楡病院から、小児思春期科 佐野 弘純 先生の講演をいただいた。さらに、これらの講演会で

はカバーできない希少がん、ゲノム医療については、九州がんプロ西九州エリア拠点病院である長崎大学でおこなわれた

がんプロ講演会（平成 30 年 10 月 31 日、および平成 31 年 2 月 5 日）を、ＴＶシステムを通して聴講することで、補完

した。 

 

達成目標３：佐賀大学は、日本小児血液・がん学会が認定する専門医研修施設ではなく、小児血液・腫瘍診療に携わる常

勤医師は２名である。また、広く固形がん診療に携わる腫瘍内科の常勤医師も２名（１名が日本臨床腫瘍学会認定のがん

薬物療法専門医）である。ゲノム医療については連携病院である。このことから、達成目標３に関して、ゲノム医療や小

児・希少がんに対する海外の先進事例を発信することは容易ではないが、最先端の情報を得るため、札幌北楡病院 小児

思春期科の佐野 弘純先生を招聘して、小児・AYA 世代の白血病・リンパ腫治療と感染症管理のタイトルで、平成 30 年

9 月 19 日にがんプロセミナーを開催した。このことにより、本プランのみならず、佐賀医療圏におけるがん専門医療人

の養成に寄与した。ゲノム医療に関しては、がんゲノム医療連携病院として拠点病院とおこなっているウェブ・カンファ

レンスへの大学院生の参加をさせることで、知識を得るように促している。 
 

実績を踏まえた成果（学生教育の観点での成果について記載すること） 

※適宜、学生のキャリア教育、キャリア形成の点にも触れながら記載すること。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

 

平成 30年度は、佐賀大学主催でのがんプロセミナーを２回開催した。がんプロ履修者を含め、延べ 123名の参加を得た。

15 名の医学・看護学部生の参加も得た。統合的地域がん治療専門医育成コース履修者の教育的な効果とともに、将来、

がん診療に携わる医療者となる可能性がある医・看護学部生に対しては、彼らのキャリア・パスにがん医療人という選択

肢があることを伝え、視点を広げる効果を期待している。さらに、ＴＶ会議システムを用いて、長崎大学で開催された２

回のがんプロ講演会（１．平成 30年 10月 31 日開催、講師：九州大学医学研究院連携病態修復内科学准教授 草場仁志 

先生、タイトル：九州大学病院における希少がんの診療体制、２．平成 31年 2月 5日開催、講師：慶應義塾大学医学部

腫瘍センターゲノム医療ユニット 特任教授・ユニット長 西原広史 先生、タイトル：遺伝子パネル検査に基づくがん

プレシジョンメディシンの現状と課題）に、統合的地域がん治療専門医育成コースを履修中の大学院生とともに、聴講、

参加した。これにより、今期のがんプロ教育の主眼項目を漏れなく教育に組み込むことができた。長崎大学は九州がんプ

ロ西九州エリアの拠点であり、今後とも連携して、がんプロ教育を推進してゆきたい。ゲノム医療に関しては、佐賀大学

は、京都大学、九州大学を中核拠点病院とするがんゲノム医療連携病院であり、定期的に毎週火曜日 webカンファレン

ス（エキスパートパネル）を開催している。統合的地域がん治療専門医育成コースを履修中の大学院生を参加させ、生き

たゲノム医療の考え方を学ばせている。特に１名は毎回参加し、積極的に中核拠点病院との議論に参加している。 
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２．各事業の取り組み状況 

①教育コース（大学院コース、インテンシブコース）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

１．統合的地域がん医療人育成コース 
２．統合的地域がん治療専門医育成コース 

②シンポジウム、セミナー、講習会等 

※別表「数値実績一覧」も参照して記述。他大学のモデルとなるような内容があれば特に触れること。 

第一回 がんプロセミナー（平成 30年 9月 19日開催） 参加者 51 名 
 ・講演１．アドバンス・ケア・プランニング：自分らしく生きることを支える意思表明支援としてのケア 
      東京女子医科大学 老年看護学教室 長江 弘子 先生 
 ・講演２．小児・AYA世代の白血病・リンパ腫治療と感染症管理 
      札幌北楡病院 小児思春期科 佐野 弘純 先生 
第二回 がんプロセミナー（平成 31年 1月 9 日開催） 参加者 72 名 
 ・講演． がん医療におけるアドバンス・ケア・プランニング 
      神戸大学医学部附属病院緩和支持治療科 特命教授 木澤義之先生 

③地域や社会への情報発信の取り組み（ホームページ、SNS 等の実績含む）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

九州がんプロのホームページで、がんプロセミナーなどの情報発信をおこなうともに、佐賀大学からは、メーリングリス
ト、メール、郵送などの複数の方法で、地域の医療者、医療施設、市中薬局など、ひろく広報活動をおこなった。 

④大学関連病院との連携（特に「がん診療連携拠点病院」「小児がん拠点病院」との連携に関して） 

地域のがん診療拠点病院、小児がん拠点病院とは、通常診療においても特に連携を心がけており、がん診療に関するカン
ファレンスも、年に 10 回以上、適宜デスカンファレンスも含めて多層的におこなっている。がんプロセミナー開催時に
は、拠点病院を中心とするがん診療施設に、関連診療科、看護部門、事務部門など、幅広く開催の案内をおこない、がん
診療に携わる医療者の自発的な参加を促している。長崎大学とは西九州エリアでのがんプロ教育の連携を意図し、ＴＶ会
議システムを用いて、長崎大学で開催された「九州大学病院における希少がんの診療体制（2018年 10月 31日）」、「遺
伝子パネル検査に基づくがんプレシジョンメディシンの現状と課題（2019 年 2 月 5 日）」の 2 回の講演会を佐賀大学で
もＴＶ開催した。 

⑤ライフステージ領域における取り組み ※プラン採択時、『ライフステージ領域において、多様性への配慮や将来を見据えた難治性苦

痛の緩和、サバイバーシップなどの焦点化された先駆的な取組が乏しい。』とのコメントが付いていることから、ライフステージに関して各大学で

取り組んだ内容があれば、本欄に特に詳しく記載願います。最終的に、九州全体の取り組みを整理して自己評価を実施します。 

昨年、京都府立医科大学疼痛・緩和医療学教室准教授 上野 博司先生、愛媛県立中央病院 小児医療センター長 石田 
也寸志先生をお迎えし、将来を見据えた地域での難治性疼痛の緩和、小児がんサバイバーの長期管理に焦点をあてた地域
がん教育をおこなった。本年は、小児期から AYA、高齢者までの各ライフステージにおける治療、看護、そしてアドバン
ス・ケア・プランニングまで、３名の講師をお迎えして「アドバンス・ケア・プランニング：自分らしく生きることを支
える意思表明支援としてのケア」、「小児・AYA世代の白血病・リンパ腫治療と感染症管理」、「がん医療におけるアド
バンス・ケア・プランニング」の講演をいただくことにより、広くかつ深くがんプロ教育をおこなった。 

 

３．自己評価 

[選択肢] a:十分に目標を達成できている / b:目標を達成できている / c:あと少しで目標を達成できる / d:目標を達成でき

ていない 

b:目標を達成できている 

理由・分析等 

地域（西九州、佐賀県および院内）ネットワーク形成と、患者のライフステージに合わせた専門的ながんチーム診療を構
築する医療人を養成するために、佐賀大学に求められている教育貢献はできているものと考えている。新ニーズに対応す
る九州がんプロ養成プランの開講１年目であり、２名の履修者を得た。 

自己評価を踏まえた、来年度に向けての改善点等 

佐賀大学では大学院教育は医学においてのみおこなっているが、地方大学であることと相俟って、大学院進学者の母数が
少ない。また、固形がんを対象とする腫瘍内科スタッフは２名と多くはなく、がんプロコースを履修する大学院生のリク
ルートは容易ではない背景がある。学部生、研修医の指導への丁寧な指導など、がんチーム診療を構築する地域医療人を
広く養成するとともに、がんプロ講演会などを通じて、潜在的受講生への広報を進めてゆく。 
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【平成３０年度（各大学）】 

「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」内部評価・外部評価シート 

 

大学名 長崎大学 

コーディネーター 医歯薬総合研究科 臨床腫瘍学分野 教授 芦澤和人 

事務担当者 医歯薬総合研究科 学務課（大学院） 主査 村上陽介 

 

１．概要 

達成目標 ※工程表の内容を転記（編集不可） 

○達成目標１：九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成する。 

○達成目標２：ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を行う。 

○達成目標３：ゲノム医療や小児・希少がんに対する海外の先進事例を積極的に収集し発信することで本プランのみならず我が国に

おけるがん専門医療人の養成に寄与する。 

 

達成目標に対する今年度の実績 ※達成目標１～３に触れながら記載。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

○達成目標１ 

・多様な新ニーズに対応する専門医療人を養成するため、コース内での様々な内容のe-learningの聴講や化学療法・緩

和ケアを中心とした実習を行った。 

・ゲノム医療の臨床実装に向けて、ゲノムに関する講演会を学内で１回開催した。さらに、がんプロの教員や医療スタ

ッフが、ゲノム医療に関して先進的な取り組みを行っている施設の研修会やエキスパートパネルに参加した。 

○達成目標２ 

・大学病院のがん診療センターが主催する多職種を対象とした「がん診療連携拠点病院研修会」を４回共催し、がんプ

ロの教員や大学院生が参加した。さらに、放射線治療に関する研修会を年度内に開催予定である。 

・大学院生は、外来化学療法室および緩和ケア外来での実習、およびカンファレンスに参加し、チーム医療、多職種連

携の重要性を学んだ。 

・ライフステージに応じたがん専門医療人の育成のために、第２期がんプロで開始した「在宅医療実習」を継続して行

った。 

○達成目標３ 

ゲノム医療の臨床実装に向けて、ゲノムに関する講演会を学内で1回開催した。さらに、がんプロの教員や大学院生、

医療スタッフが、ゲノム医療に関して先進的な取り組みを行っている施設の研修会やエキスパートパネルに参加した。

また、実臨床では、エキスパートパネルの結果を受けて、院内キャンサーボードで治療方針等の決定を行った。 

実績を踏まえた成果（学生教育の観点での成果について記載すること） 

※適宜、学生のキャリア教育、キャリア形成の点にも触れながら記載すること。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

ゲノム医療に関する講演会や、大学病院がん診療センター主催の研修会、化学療法および緩和ケアに関する実習を通し

て、多様な新ニーズに対応するがん専門医療人の養成を行ってきた。さらに、これまでの在宅医療実習を行うことで、地

域医療を理解し、ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を継続して行っている。ゲノム医療に関し

ては、新たに院内に「ゲノム診療センター、がんゲノム医療部門」を設置し、大学院生を遺伝子パネル検査症例のTV会議

システムを利用したエキスパートパネルや院内キャンサーボードへ参加させることで、学生のキャリア教育を行った。 

 

２．各事業の取り組み状況 

①教育コース（大学院コース、インテンシブコース）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

・ 当大学では、第２期がんプロ学生の第３期がんプロへの移行は認められていない。 

・ 今年度、本コースへ７名の学生を受入れ、がんゲノム医療やライフステージに応じたがん治療に関して、e-

learningの聴講や実習を通して、専門医療人の育成が行われた。 
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②シンポジウム、セミナー、講習会等 

※別表「数値実績一覧」も参照して記述。他大学のモデルとなるような内容があれば特に触れること。 

・がんゲノム医療やライフステージに応じたがん治療に関する講演会、研修会を複数回開催した。 

・がんゲノム医療をテーマとした「長崎大学がんプロ記念講演会」では、テレビ会議システムを用い

て、他大学で同時聴講を行った。 

 

 

 

③地域や社会への情報発信の取り組み（ホームページ、SNS等の実績含む）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

・毎年、大学病院のがん診療センターが主催するがん関連の県民公開講座「がんにつ

いてよく知ろう」を共催し、がんプロ担当教員の講演等で、県民への情報発信を

行っている。 

・がんプロ大学院生の在宅医療実習の報告書をHPに掲載し、ライフステージに応じ

た地域のがん医療に貢献する大学院生の活動を情報発信している。 

④大学関連病院との連携（特に「がん診療連携拠点病院」「小児がん拠点病院」との連携に関して） 

・大学病院（県がん診療連携拠点病院）と連携し、大学病院がん診療センターが主催する多職種を対象とした研修会や

がん関連の県民公開講座「がんについてよく知ろう」を共催した。 

・大学院生に対して、院内での化学療法および緩和ケアに関する実習を行い、チーム医療、多職種連携の重要性を学ん

でもらった。 

・院内の緩和ケアカンファレンスやキャンサーボードに大学院生が積極的に参加し、さらに県がん診療連携協議会や

在宅医療実習等を含めて、病病連携、病診連携を強化するように努力した。 

⑤ライフステージ領域における取り組み ※プラン採択時、『ライフステージ領域において、多様性への配慮や将来を見据えた難治性苦

痛の緩和、サバイバーシップなどの焦点化された先駆的な取組が乏しい。』とのコメントが付いていることから、ライフステージに関して各大学で

取り組んだ内容があれば、本欄に特に詳しく記載願います。最終的に、九州全体の取り組みを整理して自己評価を実施します。 

ライフステージに応じたがん診療の充実を図るため、大学院生に対して第２期がんプロで開始した在宅医療実習を継続

して行っている。また、緩和医療をより地域に普及させるために、新たに在宅緩和医療に関する講演会を開催した。 

 

３．自己評価 

[選択肢] a:十分に目標を達成できている / b:目標を達成できている / c:あと少しで目標を達成できる / d:目標を

達成できていない 

b:目標を達成できている 

理由・分析等 

第２期がんプロの大学院生に加えて、今年度７名の学生を第３期がんプロ学生として受け入れ、多様な新ニーズに対応す

るがん専門医療人の養成を目的として、種々の研修会、講演会の開催、化学療法および緩和ケアに関する実習、在宅医療

実習などを行ってきた。また、がんゲノム医療に関する講演会の開催や、新たに院内に「ゲノム診療センター、がんゲノ

ム医療部門」を設置し、大学院生を遺伝子パネル検査症例のTV会議システムを利用したエキスパートパネルや院内キャン

サーボードへ積極的に参加させた。 

自己評価を踏まえた、来年度に向けての改善点等 

・来年度も積極的な大学院生の受入を行い、多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成していきたい。 

・がんゲノム医療や小児・希少がん、ライフステージに応じたがん診療を推進する多職種人材養成のために、単施設での

講演会やセミナーの開催ではなく、テレビ会議システムを有効活用し、他大学で同時聴講を行うことで情報共有に努め

る。 
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【平成３０年度（各大学）】 

「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」内部評価・外部評価シート 

 

大学名 熊本大学 

コーディネーター 馬場 秀夫 

事務担当者 黒江 彩夏 

 

１．概要 

達成目標 ※工程表の内容を転記（編集不可） 

○達成目標１：九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成する。 

○達成目標２：ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を行う。 

○達成目標３：ゲノム医療や小児・希少がんに対する海外の先進事例を積極的に収集し発信することで本プランのみならず我が国に

おけるがん専門医療人の養成に寄与する。 

 

達成目標に対する今年度の実績 ※達成目標１～３に触れながら記載。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

【大学院コース】 
今年度は３名のコース生を新たに受け入れ、また、旧コースから１９名の学生が新コースへ移行し、コース生の合計
は２７名となった。コース生の学会参加旅費を支援することで、多くの学生が最先端のがん研究について学ぶ機会を
創出できている。また、開催したセミナーにはコース生を含め、県内の医師や看護師、薬剤師など多職種の医療関係
者が参加し、地域の多様な新ニーズに対応する医療人の育成に寄与できているといえる。 

【インテンシブコース】 
小児、壮年、高齢者といった異なるライフステージにおけるがん治療に対して、抗がん剤治療の効能・効果及び副作
用モニタリングができ、質の高いがん薬物療法を推進することができる薬剤師を養成するために、セミナーを複数回
開催した。 

実績を踏まえた成果（学生教育の観点での成果について記載すること） 

※適宜、学生のキャリア教育、キャリア形成の点にも触れながら記載すること。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

【大学院コース】 
今年度コース生のうち外科専門医７名、消化器病専門医３名、消化器外科専門医２名、がん治療認定医５名（書類提
出中で取得見込み）が専門医資格を取得しており、大学院修了後にがん専門医療人材として即戦力となることが期待
できる。 

【インテンシブコース】 
がん薬物療法の全般的知識の理解を目的としたセミナーを通じ、薬剤師や薬学部生を中心に、がん薬物療法の現状お
よびがん治療における課題を明確にし、これらの課題を克服するために存在する、がん専門薬剤師・がん薬物療法専
門医制度などを紹介し、がん治療の最適化・治療効果の最大化にいかにして医師・薬剤師が貢献しているかに関して
理解が深まった。 

 

２．各事業の取り組み状況 

①教育コース（大学院コース、インテンシブコース）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

【大学院コース】 
学会発表などへの旅費援助を行うことで、研究発表及び知識修得の機会を創出することができた 

【インテンシブコース】 
複数回セミナーを開催し内容について検討を行った。また、来年度の受講生用にセミナーの回数及び講習会等につい
て、検討を開始する。 

②シンポジウム、セミナー、講習会等 

※別表「数値実績一覧」も参照して記述。他大学のモデルとなるような内容があれば特に触れること。 

【大学院コース】 
4回のセミナーを実施し、合計で約240人の参加があった。参加者のうち約4割が県内の医師・看護師・薬剤師など学外
からの参加者となっており、コース生のみならず、地域の医療従事者へ最新の研究内容を提供できたと言える。 

【インテンシブコース】 
6回のセミナーを実施し、合計で約140人の参加があった。セミナーでは、医師、薬剤師、がん研究者、学部・大学院生
等の多職種を対象とし、講師として、鹿児島大学病院 薬剤部 寺薗 英之 先生、滋賀医科大学医学部附属病院 薬剤
部 寺田 智祐 先生、熊本大学大学院生命科学研究部 呼吸器内科学分野 佐伯 祥 先生、九州大学大学院 薬学研
究院 小柳 悟 先生、熊本大学大学院生命科学研究部 機能病理学 伊藤 隆明 先生、熊本大学大学院薬学教育部 非
常勤講師 橋本 豊 先生お招きし、ご講演いただいた。 
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③地域や社会への情報発信の取り組み（ホームページ、SNS等の実績含む）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

【大学院コース】 
セミナー等について、本学独自のがんプロ専用Webサイトを通じて広く周知をおこなった。参加者のうち約4割が県内
の医療従事者であり、地域・社会へ広く情報発信ができていると言える。 

【インテンシブコース】 
具体的な教育内容の検討や、目標を上回るセミナー実施回数・参加人数を達成できている。 

④大学関連病院との連携（特に「がん診療連携拠点病院」「小児がん拠点病院」との連携に関して） 

【大学院コース】 
セミナーには大学関連病院から多くの医療従事者が参加し、情報を共有することができた。 

⑤ライフステージ領域における取り組み ※プラン採択時、『ライフステージ領域において、多様性への配慮や将来を見据えた難治性苦

痛の緩和、サバイバーシップなどの焦点化された先駆的な取組が乏しい。』とのコメントが付いていることから、ライフステージに関して各大学で

取り組んだ内容があれば、本欄に特に詳しく記載願います。最終的に、九州全体の取り組みを整理して自己評価を実施します。 

【大学院コース】 
なし 

【インテンシブコース】 
なし 

 

３．自己評価 

[選択肢] a:十分に目標を達成できている / b:目標を達成できている / c:あと少しで目標を達成できる / d:目標を

達成できていない 

【大学院コース】 
b:目標を達成できている 

 
【インテンシブコース】 
d:目標を達成できていない 

理由・分析等 

【大学院コース】 
目標回数通りのセミナーを実施し、目標数を上回る参加実績を得ることができている。参加者も学外者が約4割を占め、
最新の研究成果について修得する機会を学内外へ広く提供できていると言える。また、今年度は旧コース生を新コー
スへ移行し、新規のコース生と合わせて27名がコース生となった。セミナーの実施・学会への旅費支援などを通じて、
がん専門人材を養成するための取り組みができたと言える。また、昨年度より開設したがんプロ専用のwebサイトにて、
積極的な広報活動も行った。 

 
【インテンシブコース】 

昨年、受講生を集める工夫を今後計画していくことが必要と課題にしていたが、今年度は、目標人数を確保できなか
った。 

自己評価を踏まえた、来年度に向けての改善点等 

【大学院コース】 
新規コース生の受入増加に努めたい。 

 
【インテンシブコース】 
受講生確保のために、工夫が必要となる 
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t
u
l
a
 
a
f
t
e
r

p
a
n
c
r
e
a
t
i
c
o
d
u
o
d
e
n
e
c
t
o
m
y
,
 
S
u
r
g
e
r
y
 
T
o
d
a
y
,
 
A
u
g
u
s
t
 
2
0
1
8
,
 
V
o
l
u
m
e
 
4
8
,
 
I
s
s
u
e
 
8
,
 
 
p
p
 
7
9
0
–
7
9
5

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
U
m
e
z
a
k
i
 
N
,
 
H
a
s
h
i
m
o
t
o
 
D
,
 
N
a
k
a
g
a
w
a
 
S
,
 
Y
a
m
a
o
 
T
,
 
T
s
u
k
a
m
o
t
o
 
M
,
 
K
i
t
a
n
o
 
Y
,
 
A
r
i
m
a
 
K
,
 
Y
a
m
a
m
u
r
a
 
K
,
 
M
i
y
a
t
a
 
T
,
 
O
k
a
b
e
 
H
,
 
C
h
i
k
a
m
o
t
o
 
A
,
 
M
a
t
s
u
m
u
r
a
 
F
,
 
B
a
b
a
 
H
,
 
C
y
s
t
i
c
 
g
a
s
t
r
i
c
 
m
e
t
a
s
t
a
s
i
s
 
f
r
o
m

p
a
n
c
r
e
a
t
i
c
 
c
a
n
c
e
r
,
 
S
u
r
g
i
c
a
l
 
C
a
s
e
 
R
e
p
o
r
t
s
,
 
1
0
 
A
p
r
i
l
 
2
0
1
8

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
U
M
E
Z
A
K
I
 
N
,
 
H
A
S
H
I
M
O
T
O
 
D
,
 
Y
A
M
A
S
H
I
T
A
 
Y
,
 
N
A
K
A
G
A
W
A
 
S
,
 
N
A
K
A
O
 
Y
,
 
I
T
O
Y
A
M
A
 
R
,
 
Y
U
S
A
 
T
,
 
Y
A
M
A
O
 
T
,
 
O
K
A
B
E
 
H
,
 
I
M
A
I
 
K
,
 
H
A
Y
A
S
H
I
 
H
,
 
C
H
I
K
A
M
O
T
O
 
A
,
 
B
A
B
A
 
H
,
 
A
n
t
i
c
a
n
c
e
r
 
R
e
s
e
a
r
c
h
,
 
N
e
u
r
o
e
n
d
o
c
r
i
n
e

T
u
m
o
r
 
o
f
 
t
h
e
 
H
i
l
a
r
 
B
i
l
e
 
D
u
c
t
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
9
 
3
9
 
(
2
)
 
9
0
3
-
9
0
7

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス

P
r
e
d
i
c
t
i
n
g
 
P
o
o
r
l
y
 
D
i
f
f
e
r
e
n
t
i
a
t
e
d
 
H
e
p
a
t
o
c
e
l
l
u
l
a
r
 
C
a
r
c
i
n
o
m
a
 
t
h
a
t
 
M
e
e
t
s
 
t
h
e
 
M
i
l
a
n
 
C
r
i
t
e
r
i
a
.

K
o
g
a
 
Y
,
 
B
e
p
p
u
 
T
,
 
M
i
y
a
t
a
 
T
,
 
K
i
t
a
n
o
 
Y
,
 
T
s
u
j
i
 
A
,
 
N
a
k
a
g
a
w
a
 
S
,
 
A
r
i
m
a
 
K
,
 
K
u
r
a
m
o
t
o
 
K
,
 
O
k
a
b
e
 
H
,
 
I
m
a
i
 
K
,
 
H
a
y
a
s
h
i
 
H
,
 
N
i
t
t
a
 
H
,
 
Y
a
m
a
s
h
i
t
a
 
Y
I
,
 
C
h
i
k
a
m
o
t
o
 
A
,
 
I
s
h
i
k
o
 
T
,
 
B
a
b
a
 
H
.
　

A
n
t
i
c
a
n
c
e
r

R
e
s
.
 
2
0
1
8

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
N
o
m
o
t
o
 
D
,
 
Y
o
s
h
i
d
a
 
N
,
 
A
k
i
y
a
m
a
 
T
,
 
K
i
y
o
z
u
m
i
 
Y
,
 
E
t
o
 
K
,
 
H
i
y
o
s
h
i
 
Y
,
 
N
a
g
a
i
 
Y
,
 
I
w
a
t
s
u
k
i
 
M
,
 
I
w
a
g
a
m
i
 
S
,
 
B
a
b
a
 
Y
,
 
M
i
y
a
m
o
t
o
 
Y
,
 
B
a
b
a
 
H
.
 
I
n
f
l
u
e
n
c
e
 
o
f
 
n
e
o
a
d
j
u
v
a
n
t
 
c
h
e
m
o
t
h
e
r
a
p
y
 
o
n
 
s
h
o
r
t
-

t
e
r
m
 
o
u
t
c
o
m
e
s
 
a
f
t
e
r
 
m
i
n
i
m
a
l
l
y
 
i
n
v
a
s
i
v
e
 
e
s
o
p
h
a
g
e
c
t
o
m
y
 
f
o
r
 
e
s
o
p
h
a
g
e
a
l
 
c
a
n
c
e
r
.
 
A
n
t
i
c
a
n
c
e
r
 
R
e
s
.
 
2
0
1
9
 
3
9
:
 
4
7
1
-
4
7
5

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス

Ta
ka
no
bu
 Y

,
 Y
o-
ic
hi
 Y
, 
Ka
tu
no
ri
 I
, 
Na
ok
i 
U,
 M

as
ay
o 
T,
 Y
uk
i 
K,
 K
ot
a 
A,
 T
at
su
no
ri
 M
, 
Sh
ig
ek
i 
N,
 H
ir
oh
is
a 
O,
 H
ir
om
it
su
 H
, 
Ak
ir
a 
C,
 T
ak
at
os
hi
 I
 a
nd
 H
id
e
o
 
B
.

Cl
in
ic
al
 S
ig
ni
fi
ca
nc
e 
of
 P
re
op
er
at
iv
e 
He
pa
to
ce
ll
ul
ar
 C
ar
ci
no
ma
 w
it
h 
Hi
gh
 L
en
s 
cu
li
na
ri
s 
Ag
gl
ut
in
in
-R
ea
ct
iv
e 
Fr
ac
ti
on
 o
f 
Al
ph
a-
Fe
to
pr
ot
ei
n 
bu
t 
Lo
w 
A
l
p
h
a
-

Fe
to
pr
ot
ei
n.
 A
nt
ic
an
ce
r 
Re
s.
 2
01
9 
(i
n 
pr
es
s)

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
O
k
a
d
o
m
e
 
K
,
 
B
a
b
a
 
Y
,
 
Y
a
g
i
 
T
,
 
K
i
y
o
z
u
m
i
 
Y
,
 
I
s
h
i
m
o
t
o
 
T
,
 
I
w
a
t
s
u
k
i
 
M
,
 
M
i
y
a
m
o
t
o
 
Y
,
 
Y
o
s
h
i
d
a
 
N
,
 
W
a
t
a
n
a
b
e
 
M
,
 
B
a
b
a
 
H
,
 
P
r
o
g
n
o
s
t
i
c
 
N
u
t
r
i
t
i
o
n
a
l
 
I
n
d
e
x
,
 
T
u
m
o
r
-
i
n
f
i
l
t
r
a
t
i
n
g
 
L
y
m
p
h
o
c
y
t
e
s
,
 
a
n
d

P
r
o
g
n
o
s
i
s
 
i
n
 
P
a
t
i
e
n
t
s
 
w
i
t
h
 
E
s
o
p
h
a
g
e
a
l
 
C
a
n
c
e
r
,
 
A
n
n
a
l
s
 
o
f
 
S
u
r
g
e
r
y
,
 
 
O
c
t
o
b
e
r
 
1
0
,
 
2
0
1
8
 
-
 
V
o
l
u
m
e
 
P
u
b
l
i
s
h
 
A
h
e
a
d
 
o
f
 
P
r
i
n
t

S
a
k
a
m
o
t
o
 
Y
,
 
H
i
y
o
s
h
i
 
Y
,
 
S
a
k
a
t
a
 
K
,
 
T
o
y
a
m
a
 
E
,
 
T
a
k
a
t
a
 
N
,
 
Y
o
s
h
i
n
a
k
a
 
I
,
 
H
a
r
a
d
a
 
K
,
 
B
a
b
a
 
H
,
 
C
a
s
e
 
o
f
 
c
e
c
a
l
 
v
o
l
v
u
l
u
s
 
s
u
c
c
e
s
s
f
u
l
l
y
 
t
r
e
a
t
e
d
 
w
i
t
h
 
e
n
d
o
s
c
o
p
i
c
 
c
o
l
o
p
e
x
y
,
 
A
s
i
a
n
 
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f

E
n
d
o
s
c
o
p
i
c
 
S
u
r
g
e
r
y
,
1
1
 
J
a
n
u
a
r
y
 
2
0
1
8

【
平
成
３
０
年
度
（
各
大
学
）
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

大
学

名
熊
本
大
学

内
容

　
※

が
ん

プ
ロ

学
生

の
氏

名
に

は
下

線
を

引
く

こ
と

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
C
o
m
p
l
e
t
e
 
r
e
m
i
s
s
i
o
n
 
o
f
 
a
d
v
a
n
c
e
d
 
h
e
p
a
t
o
c
e
l
l
u
l
a
r
 
c
a
r
c
i
n
o
m
a
 
f
o
l
l
o
w
i
n
g
 
t
r
a
n
s
i
e
n
t
 
c
h
e
m
o
e
m
b
o
l
i
z
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
p
o
r
t
a
l
 
v
e
i
n
 
l
i
g
a
t
i
o
n
.

K
o
g
a
 
Y
,
 
B
e
p
p
u
 
T
,
 
I
m
a
i
 
K
,
 
K
u
r
a
m
o
t
o
 
K
,
 
M
i
y
a
t
a
 
T
,
 
K
i
t
a
n
o
 
Y
,
 
N
a
k
a
g
a
w
a
 
S
,
 
O
k
a
b
e
 
H
,
 
O
k
a
b
e
 
K
,
 
Y
a
m
a
s
h
i
t
a
 
Y
I
,
 
C
h
i
k
a
m
o
t
o
 
A
,
 
B
a
b
a
 
H
.
　

S
u
r
g
 
C
a
s
e
 
R
e
p
.
 
2
0
1
8

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
山

下
晃

平
、

岩
槻

政
晃

、
岩

上
志

朗
、

江
藤

弘
二

郎
、

日
吉

幸
晴

、
馬

場
祥

史
、

宮
本

裕
士

、
吉

田
直

矢
、

馬
場

秀
夫

,
 
胃

癌
治

療
に

お
け

る
リ

ス
ク

評
価

と
治

療
法

選
択

,
 
外

科
 
8
0
 
(
1
0
)
:
1
0
0
3
-
1
0
0
7
,
2
0
1
8
.
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熊
本
大
学

【
平
成
３
０
年
度
（
各
大
学
）
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

○
国
際
学
会

1 2 3 4 5

○
国
内
学
会

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
内
原
智
幸

. 
Ex
tr
ac
el
lu
la
r 
ve
si
cl
es
 d
er
iv
ed
 f
ro

m 
ca
nc
er
 a
ss
oc
ia
te
d 
fi
br
ob
la
st
s 
in
du
ce
 d
ru
g 
re
si
st
an
ce
 o
f 
ga
st
ri
c 
ca
nc
er
 c
el
ls
. 
第
77
回
日
本
癌
学
会
学
術
総
会
 
(
大
阪
)
 
2
0
1
8

年
9月

27
-2
9日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
伊
東
山
瑠
美

,
 C
li
ni
ca
l 
im
pa
ct
s 
of
 p
re
op
er
at
iv
e 

bi
li
ar
y 
dr
ai
na
ge
 o
n 
cl
in
ic
al
 c
ou
rs
e 
in
 p
an
cr
ea
ti
co
du
od
en
ec
to
my
, 
第
30
回
日
本
肝
胆
膵
外
科
学
会
学
術
集
会
 2
01
8年

6
月
7
日
～
9
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
伊
東
山
瑠
美

,
 P
D術

前
の
減
黄
が
与
え
る
、
術
後
腹
腔
内

感
染
症
へ
の
影
響
の
検
討
, 
第
49
回
日
本
膵
臓
学
会
大
会
 2
01
8年

6月
29
日
～
30
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
問
端
輔

,
 C
li
ni
co
pa
th
ol
og
ic
al
 s
ig
ni
fi
ca
nt
 o
f 
va

sc
ul
ar
 i
nv
as
io
n 
in
 e
so
ph
ag
og
as
tr
ic
 j
un
ct
io
n 
ad
en
oc
ar
ci
no
ma
, 
第
11
8回

 日
本
外
科
学
会
(東

京
)2
01
8年

4月
6日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス

Ya
ma
o 
T,
 Y
am
as
hi
ta
 Y
, 
Ya
ma
mu
ra
 K
, 
Um
ez
ak
i 
N,
 T
su
ka
mo
to
 M
, 
Ki
ta
no
 Y
, 
Ar
im
a 
K,
 M
iy
at
a 
T,
 N
ak
ag
aw
a 
S,
 O
ka
be
 H
, 
Im
ai
 K
, 
Ni
tt
a 
H,
 C
hi
ka
mo
to
 A
, 
Ta
ka
to
sh
i
 
I
,
 
B
a
b
a
 
H
,

Th
e 
as
so
ci
at
io
n 
be
tw
ee
n 
ce
ll
ul
ar
 s
en
es
ce
nc
e 
of
 c
an
ce
r 
as
so
ci
at
ed
 f
ib
ro
bl
as
ts
 a
nd
 t
um
or
 p
ro
gr
es
si
on
 i
n 
pa
nc
re
at
ic
 c
an
ce
r,
 A
AC
R 
an
nu
al
 m
ee
ti
ng
 2
01
8(
C
h
i
c
a
g
o
)

20
18
.4
.1
3-
19

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
Ok
ad
om
e 
K
, 
Ba
ba
 Y
, 
Ya
gi
 T
, 
Ki
yo
zu
mi
 Y
, 
Ku
ro
da
 D
, 
Su
wa
ya
ma
 H
, 
Hi
yo
sh
i 
Y,
 I
wa
ts
uk
i 
M,
 M
iy
am
ot
o 
Y,
 Y
os
hi
da
 N
, 
Ba
ba
 H
, 
Re
la
ti
on
sh
ip
 b
et
we
en
 P
ro
gn
os
ti
c 
N
u
t
r
i
t
i
o
n
a
l

In
de
x 
an
d 
Pe
ri
ta
mo
na
l 
im
mu
ne
 s
ys
te
m 
dy
na
mi
cs
 i
n 
es
op
ha
ge
al
 c
an
ce
r,
 I
nt
er
na
ti
on
al
 S
oc
ie
ty
 f
or
 D
is
ea
se
s 
of
 t
he
 E
so
ph
ag
us
 i
n 
20
18
 C
on
gr
es
s 
(V
ie
nn
a)
20
1
8
.
9
.
1
6
-
1
9

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス

Uc
hi
ha
ra
 T

,
 M
iy
ak
e 
K,
 O
da
 E
, 
Ko
ga
 Y
, 
Ya
gi
 T
, 

Ku
ro
da
 D
, 
Et
o 
T,
 K
iy
oz
um
i 
Y,
 A
ri
ma
 K
, 
Sa
wa
ya
ma
 H
, 
Hi
yo
sh
i 
Y,
 I
wa
ts
uk
i 
M,
 B
ab
a 
Y,
 M
iy
am
ot
o 
Y,
 Y
os
hi
da
 N
,
 
B
a
b
a
 
H
,

Is
hi
mo
to
 T
, 
To
 i
de
nt
if
y 
th
e 
cr
it
ic
al
 f
ac
to
rs
 i
n 
ex
tr
ac
el
lu
la
r 
ve
si
cl
es
 d
er
iv
ed
 f
ro
m 
ca
nc
er
 a
ss
oc
ia
te
d 
fi
br
ob
la
st
s 
fo
r 
dr
ug
 r
es
is
ta
nc
e 
of
 g
as
tr
ic
 c
a
n
c
e
r
 
c
e
l
l
s
.

Am
er
ic
an
 A
ss
oc
ia
ti
on
 f
or
 C
an
ce
r 
Re
se
ar
ch
 2
01
8 
(C
hi
ca
go
) 
20
18
.4
.1
4-
18

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
Yu
ki
 K
og
a
, 
Ma
sa
ak
i 
Iw
at
su
ki
, 
Ko
uh
ei
 Y
am
as
hi
ta
, 
Yu
ki
 K
iy
oz
um
i,
 H
ir
os
hi
 S
aw
ay
am
a,
 Y
uk
ih
ar
u 
Hi
yo
sh
i,
 Y
os
hi
hf
um
i 
Ba
ba
, 
Yu
ji
 M
iy
am
ot
o,
 N
ao
ya
 Y
os
hi
da
, 
an
d
 
H
i
d
e
o
 
B
a
b
a
,

Th
e 
cl
in
ic
op
at
ho
og
ic
al
 s
ig
ni
fi
ca
nc
e 
of
 F
BX
W7
 e
xp
re
ss
io
n 
in
 G
IS
T,
 A
AC
R 
An
nu
al
 M
ee
ti
ng
 2
01
8 
(C
hi
ca
go
),
 2
01
8.
4.
13
-1
9

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
Um
ez
ak
i 
N
, 
Na
ka
ga
wa
 S
, 
Ya
ma
o 
T,
 T
su
ka
mo
to
 M
, 
Mi
ya
ta
 T
, 
Ok
ab
e 
H,
 I
ma
i 
K,
 H
ay
as
hi
 H
, 
Ya
ma
sh
it
a 
Y,
 C
hi
ka
mo
to
 A
, 
Ba
ba
 H
, 
Ly
sy
l 
ox
id
as
e 
ex
pr
es
si
on
 i
s 
as
s
o
c
i
a
t
e
d
 
w
i
t
h

ea
rl
y 
re
cu
rr
en
ce
 a
nd
 p
oo
r 
su
rv
iv
al
 i
n 
he
pa
to
ce
ll
ul
ar
 c
ar
ci
no
ma
, 
AA
CR
 a
nn
ua
l 
me
et
in
g 
20
18
(C
hi
ca
go
) 
20
18
.4
.1
4-
18

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
問
端
輔

,
 C
li
ni
co
pa
th
ol
og
ic
al
 a
nd
 M
ol
ec
ul
ar
 F
ea

tu
re
s 
 o
f 
Mu
ci
no
us
 E
so
ph
ag
og
as
tr
ic
 J
un
ct
io
n 
Ad
en
oc
ar
ci
no
ma
, 
第
73
回
 日

本
消
化
器
外
科
学
会
(鹿

児
島
)2
01
8年

7月
1
1
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
古
閑
悠
輝

, 
胃
癌
の
新
た
な
病
期
分
類
の
有
用
性
に
関
す

る
検
討
, 
第
12
0回

日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
古
閑
悠
輝

, 
St
ag
e 
II
I胃

癌
に
お
け
る
新
た
な
病
期
分
類

の
妥
当
性
の
検
討
, 
第
73
回
日
本
消
化
器
外
科
学
会
総
会
(鹿

児
島
)2
01
8年

7月
11
日
～
13
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
古
閑
悠
輝

, 
GI
ST
に
お
け
る
FB
XW
7と

腫
瘍
進
展
の
相
関
の

検
討
, 
第
27
回
 日

本
癌
病
態
治
療
研
究
会

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
野
元
大
地

, 
胃
十
二
指
腸
潰
瘍
穿
孔
に
対
す
る
手
術
方
法

に
つ
い
て
の
検
討
, 
第
73
回
日
本
消
化
器
外
科
学
会
総
会
(鹿

児
島
)2
01
8年

7月
13
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
野
元
大
地

, 
進
行
食
道
癌
に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
治
療
の
有

用
性
の
検
討
, 
第
51
回
日
本
胸
部
外
科
学
会
九
州
地
方
会
総
会
(鹿

児
島
)2
01
8年

8月
23
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
古
閑
悠
輝

, 
GI
ST
に
お
い
て
FB
XW
7は

C
-M
YC
を
介
し
腫
瘍

進
展
に
関
与
す
る
, 
第
77
回
 日

本
癌
学
会
学
術
総
会

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
野
元
大
地

, 
大
腸
癌
イ
レ
ウ
ス
症
例
の
検
討
, 
第
11
8回

日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会
(東

京
)2
01
8年

4月
5日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
内
原
智
幸

. 
胃
癌
Ca
nc
er
-a
ss
oc
ia
te
d 
fi
br
ob
la
st
s 

(C
AF
s)
を
介
し
た
薬
剤
耐
性
獲
得
機
構
の
解
明
. 
第
39
回
　
癌
免
疫
外
科
研
究
会
 (
岐
阜
) 
20
18
年
5月

17
日
、
18
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
内
原
智
幸

. 
術
前
GN
RI
値
は
食
道
切
除
後
の
重
症
合
併
症

・
呼
吸
器
合
併
症
の
予
測
因
子
で
あ
る
, 
第
72
回
日
本
食
道
学
会
学
術
集
会
 (
栃
木
) 
20
18
年
6月

28
日
、
29
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
伊
東
山
瑠
美

,
 術

前
C
T所

見
に
よ
る
膵
体
尾
部
切
除
後
の

膵
液
瘻
予
測
, 
第
11
8回

日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会
 2
01
8年

4月
5日

～
7日

野
元
大
地

, 
胸
腔
鏡
下
食
道
亜
全
摘
術
に
お
け
る
術
前
禁

煙
期
間
と
術
後
合
併
症
の
関
連
, 
第
28
回
九
州
内
視
鏡
下
外
科
手
術
研
究
会
(福

岡
)2
01
8年

9月
8日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
野
元
大
地

, 
進
行
食
道
癌
に
対
す
る
食
道
バ
イ
パ
ス
術
と

食
道
ス
テ
ン
ト
挿
入
術
の
治
療
成
績
の
比
較
検
討
, 
第
71
回
日
本
胸
部
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会
(東

京
)2
01
8年

10
月
6日
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熊
本
大
学

【
平
成
３
０
年
度
（
各
大
学
）
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

○
国
内
学
会
（つ
づ
き
）

1
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1
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2
0

2
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2
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2
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2
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2
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2
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2
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2
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3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3
研

修
医

・
大

学
院

一
体

型
が

ん
専

門
博

士
養

成
コ

ー
ス

岡
留
一
雄

, 
食
道
癌
に
お
け
る
腫
瘍
内
リ
ン
パ
球
浸
潤
が

腫
瘍
進
展
へ
与
え
る
影
響
, 
第
26
回
　
日
本
消
化
器
関
連
学
会
週
間
（
神
戸
）
20
18
年
11
月
1日

～
4日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
中
尾
陽
佑

, 
肝
細
胞
癌
に
対
す
る
術
前
門
脈
塞
栓
術
- 
切

除
ま
で
至
ら
な
い
症
例
の
予
測
因
子
に
関
す
る
検
討
, 
第
16
回
日
本
消
化
器
外
科
学
会
大
会
(神

戸
)2
01
8年

11
月
2日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
中
尾
陽
佑

, 
膵
癌
に
お
け
る
Rh
oフ

ァ
ミ
リ
ー
関
連
蛋
白
A
RH
GE
F2
の
予
後
予
測
因
子
と
し
て
の
有
用
性
, 
第
29
回
日
本
消
化
器
癌
発
生
学
会
(東

京
)2
01
8年

11
月
17
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
岡
留
一
雄

, 
食
道
癌
に
お
け
る
PD
-L
2発

現
の
意
義
、
P
D-

L1
と
比
較
し
た
臨
床
的
有
用
性
に
つ
い
て
, 
第
77
回
　
日
本
癌
学
会
学
術
総
会
（
大
阪
）
20
18
年
9月

27
日
～
29
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
中
尾
陽
佑

, 
Cl
in
ic
al
 u
se
fu
ln
es
s 
of
 p
er
io
pe
ra
ti

ve
 C
-r
ea
ct
iv
e 
pr
ot
ei
n/
al
bu
mi
n 
ra
ti
o 
in
 i
nt
ra
he
pa
ti
c 
ch
ol
an
gi
oc
ar
ci
no
ma
, 
第
73
回
日
本
消
化
器
外
科
学
会
総
会
　
(
鹿
児
島
)
　
2
0
1
8

年
7月

11
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
中
尾
陽
佑

, 
腹
腔
鏡
用
手
補
助
下
Ha
ss
ab
手
術
に
お
け
る

我
々
の
工
夫
, 
第
25
回
　
日
本
門
脈
圧
亢
進
症
学
会
総
会
(大

阪
)2
01
8年

9月
20
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
中
尾
陽
佑

, 
Hi
gh
 e
xp
re
ss
io
n 
of
 A
RH
GE
F2
 i
s 
as
so

ci
at
ed
 w
it
h 
po
or
 p
ro
gn
os
is
 i
n 
Pa
ti
en
ts
 w
it
h 
Pa
nc
re
at
ic
 d
uc
ta
l 
ad
en
oc
ar
ci
no
ma
, 
第
77
回
日
本
癌
学
会
(大

阪
)2
01

8
年
9
月
2
9
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
中
尾
陽
佑

, 
肝
内
胆
管
癌
根
治
切
除
症
例
に
お
け
る
周
術

期
CR
P/
Al
b比

に
よ
る
予
後
予
測
に
関
す
る
検
討
, 
第
6回

が
ん
と
代
謝
研
究
会
(奄

美
)2
01
8年

5月
10
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
中
尾
陽
佑

, 
Fa
il
ur
e 
to
 a
ch
ie
ve
 s
eq
ue
nt
ia
l 
he
pa

te
ct
om
y 
af
te
r 
pr
eo
pe
ra
ti
ve
 p
or
ta
l 
ve
in
 e
mb
ol
iz
at
io
n,
 第

30
回
日
本
肝
胆
膵
外
科
学
会
(横

浜
)2
01
8年

6月
9日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
中
尾
陽
佑

, 
膵
癌
根
治
切
除
症
例
に
お
け
る
術
前
免
疫
・

栄
養
指
標
の
意
義
, 
第
49
回
日
本
膵
臓
学
会
(和

歌
山
)2
01
8年

6月
30
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
大
徳
暢
哉

, 
大
腸
癌
手
術
症
例
に
お
け
る
Su
rg
ic
al
 A
pg

ar
 S
co
re
を
用
い
た
合
併
症
予
測
因
子
の
検
討
, 
第
73
回
大
腸
肛
門
病
学
会
学
術
集
会
(東

京
)2
01
8.
11
.9

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
大
徳
暢
哉

, 
Tu
mo
r 
ex
pr
es
si
on
 o
f 
Ac
ti
vi
n 
A 
is
 a

ss
oc
ia
te
d 
wi
th
 c
li
ni
ca
l 
ou
tc
om
es
 i
n 
pa
ti
en
ts
 w
it
h 
co
lo
re
ct
al

ca
nc
er
, 
第
29
回
消
化
器
癌
発
生
学
会
(東

京
)2
01
8.
11
.1
7

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
大
徳
暢
哉

, 
CT
-g
ui
de
d 
pe
rc
ut
an
eo
us
 r
ad
io
fr
eq
ue

nc
y 
ab
la
ti
on
 f
or
 l
un
g 
me
ta
st
as
es
 f
ro
m 
co
lo
re
ct
al
 c
an
ce
r,
 第

64
回
国
際
外
科
学
会
日
本
部
会
総
会
(長

崎
)2
01
8.
6.
2

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
大
徳
暢
哉

, 
潰
瘍
性
大
腸
炎
に
対
す
る
至
適
手
術
時
期
の

検
討
, 
第
73
回
日
本
消
化
器
外
科
学
会
総
会
(鹿

児
島
)2
01
8.
7.
11

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
大
徳
暢
哉

, 
Tu
mo
r 
ex
pr
es
si
on
 o
f 
Ac
ti
vi
n 
A 
is
 a

ss
oc
ia
te
d 
wi
th
 c
li
ni
ca
l 
ou
tc
om
es
 i
n 
pa
ti
en
ts
 w
it
h 
co
lo
re
ct
al

ca
nc
er
, 
第
77
回
日
本
癌
学
会
学
術
総
会
(大

阪
)2
01
8.
9.
29

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
伊
東
山
瑠
美

,
 膵

癌
に
お
け
る
C
of
il
in
-1
発
現
の
臨
床
的

意
義
の
検
討
, 
第
26
回
 J
DD
W 
20
18
年
11
月
1日

-4
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
伊
東
山
瑠
美

,
 膵

癌
に
お
け
る
P
HG
DH
発
現
の
臨
床
的
意
義

の
検
討
, 
第
29
回
 消

化
器
癌
発
生
学
会
 2
01
8年

11
月
16
日
～
17
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
山
尾
宣
暢

, 
膵
癌
の
癌
関
連
線
維
芽
細
胞
に
お
け
る
細
胞

老
化
の
意
義
, 
第
11
8回

日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会
(東

京
）
, 
20
18
.4
.5
-7

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
伊
東
山
瑠
美

,
 C
li
ni
ca
l 
si
gn
if
ic
an
ce
 o
f 
Co
fi
li
n-

1 
ex
pr
es
si
on
 i
n 
pa
nc
re
at
ic
 c
an
ce
r,
 第

77
回
日
本
癌
学
会
学
術
総
会
 2
01
8年

9月
27
日
～
29
日

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
山
下
晃
平

, 
胃
全
摘
に
お
け
る
術
後
短
期
成
績
及
び
長
期

予
後
予
測
因
子
と
し
て
の
GN
RI
の
意
義
, 
20
18
　
JD
DW
 第

16
回
日
本
消
化
器
外
科
学
会
大
会
 (
神
戸
),
 2
01
8.
11
.2

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
山
下
晃
平

, 
胃
癌
に
お
け
る
PD
-L
2発

現
の
意
義
,
 第

2
9回

日
本
消
化
器
癌
発
生
学
会
 (
東
京
),
 2
01
8.
11
.1
7

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
大
徳
暢
哉

, 
切
除
不
能
大
腸
癌
に
お
け
る
予
後
予
測
因
子

と
し
て
の
CO
NU
T 
sc
or
eの

有
用
性
, 
第
11
8回

日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会
(東

京
)2
01
8.
4.
7

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
山
尾
宣
暢

, 
Th
e 
cl
in
ic
al
 s
ig
ni
fi
ca
nc
e 
of
 p
re
op

er
at
iv
e 
in
fl
am
ma
ti
on
 a
nd
 n
ut
ri
ti
on
 s
ta
tu
s 
pa
ti
en
ts
 w
it
h 
in
tr
ah
ep
at
ic
 c
ho
la
ng
io
ca
rc
in
om
a,
 第

73
回
日
本
消
化

器
外
科
学
会
総

会
,2
01
8.
7.
11
-1
3

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
山
下
晃
平

. 
高
齢
胃
癌
患
者
に
お
け
る
GN
RI
(G
er
ia
tr
ic

 N
ut
ri
ti
on
 R
is
k 
In
de
x)
の
意
義
,第

55
回
日
本
外
科
代
謝
栄
養
学
会
(大

阪
),
20
18
年
7月

5日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
Ko
he
i 
Ya
ma
sh
it
a
,
 C
an
 P
D-
L1
 e
xp
re
ss
io
n 
by
 b
io

ps
y 
sp
ec
im
en
 a
cc
ur
at
el
y 
re
fl
ec
t 
it
s 
ex
pr
es
si
on
 o
f 
th
e 
en
ti
re
 t
um
or
 i
n 
ga
st
ri
c 
ca
nc
er
?,
 T
he
 7
7t
h 
An
nu
al
 
M
e
e
t
i
n
g
 
o
f

th
e 
Ja
pa
ne
se
 C
an
ce
r 
As
so
ci
at
io
n 
(O
sa
ka
),
20
18
.9
.2
8

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
大
徳
暢
哉

, 
KR
AS
変
異
を
有
す
る
大
腸
癌
で
は
血
清
p5
3抗

体
が
予
後
予
測
因
子
と
な
り
う
る
, 
Ja
pa
n 
Di
ge
st
iv
e 
Di
se
as
e 
We
ek
 2
01
8(
神
戸
)2
01
8.
11
.2
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熊
本
大
学

【
平
成
３
０
年
度
（
各
大
学
）
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

○
国
内
学
会
（つ
づ
き
）

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

○
そ
の
他
（受
賞
等
）

1 2

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
坂
本
悠
樹

, 
当
科
に
お
け
る
高
齢
者
(7
5歳

以
上
)
大
腸
癌

に
対
す
る
手
術
成
績
傾
向
ス
コ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
を
用
い
た
検
討
, 
第
16
回
日
本
消
化
器
外
科
学
会
大
会
(神

戸
),
 2
01
8年

11
月
3日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
坂
本
悠
樹

, 
超
高
齢
者
(8
5歳

以
上
)
大
腸
癌
に
対
す
る
手

術
成
績
の
検
討
, 
第
73
回
日
本
大
腸
肛
門
病
学
会
学
術
集
会
(東

京
),
 2
01
8年

11
月
9日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
坂
本
悠
樹

, 
大
腸
癌
肝
転
移
中
の
フ
ソ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
ヌ

ク
レ
ア
タ
ム
と
予
後
と
の
関
連
, 
第
29
回
消
化
器
癌
発
生
学
会
総
会
(東

京
),
 2
01
8年

11
月
16
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
坂
本
悠
樹

, 
大
腸
癌
肝
転
移
切
除
症
例
に
お
け
る
予
後
予

測
因
子
と
し
て
の
Na
pl
es
 p
ro
gn
os
ti
c 
sc
or
eの

有
用
性
, 
第
73
回
日
本
消
化
器
外
科
学
会
総
会
(鹿

児
島
),
 2
01
8年

7月
12
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
坂
本
悠
樹

, 
大
腸
癌
肝
転
移
中
の
フ
ソ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
・

ヌ
ク
レ
ア
タ
ム
と
患
者
予
後
の
関
連
, 
第
77
回
日
本
癌
学
会
学
術
集
会
(大

阪
),
 2
01
8年

9月
27
日
～
29
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
坂
本
悠
樹

, 
高
齢
者
(7
5歳

以
上
)
大
腸
癌
に
対
す
る
手
術

成
績
の
検
討
, 
第
43
回
日
本
大
腸
肛
門
病
学
会
九
州
地
方
会
(福

岡
),
 2
01
8年

10
月
6日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
坂
本
悠
樹

, 
Cl
in
ic
al
 U
ti
li
ty
 o
f 
Ex
ha
le
d 
Ca
rb
on

 M
on
ox
id
e 
in
 A
ss
es
si
ng
 P
re
op
er
at
iv
e 
Sm
ok
in
g 
St
at
us
 a
nd
 R
is
ks

of
 P
os
to
pe
ra
ti
ve
 M
or
bi
di
ty
 a
ft
er
 E
so
ph
ag
ec
to
my
, 
第
64
回
国
際
外
科
学
会
日
本
部
会
総
会
(長

崎
),
 2
01
8年

6月
2日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
坂
本
悠
樹

, 
大
腸
癌
肝
転
移
切
除
症
例
に
お
け
る
予
後
予

測
因
子
と
し
て
の
術
前
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
及
び
内
臓
脂
肪
評
価
の
有
用
性
, 
第
55
回
日
本
外
科
代
謝
栄
養
学
会
学
術
集
会
(大

阪
),
 2
01
8年

7
月
5
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
坂
本
悠
樹

, 
当
科
に
お
け
る
原
発
性
小
腸
癌
に
対
す
る
手

術
成
績
の
検
討
, 
第
89
回
大
腸
癌
研
究
会
(東

京
),
 2
01
8年

7月
6日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
梅
﨑
直
紀

, 
リ
シ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
は
HC
C患

者
に
お
い
て

EM
T(
上
皮
間
葉
転
換
)を

誘
導
し
、
早
期
再
発
お
よ
び
予
後
不
良
に
関
連
す
る
, 
第
77
回
　
日
本
癌
学
会
学
術
総
会
（
大
阪
）
20
18
年
9
月
2
7
日
～
2
9
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
梅
﨑
直
紀

, 
重
複
癌
を
有
す
る
膵
癌
患
者
に
対
す
る
治
療

戦
略
, 
第
26
回
　
日
本
消
化
器
関
連
学
会
週
間
（
神
戸
）
20
18
年
11
月
1日

～
4日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
坂
本
悠
樹

, 
直
腸
癌
術
後
局
所
再
発
に
対
す
る
外
科
治
療

の
有
用
性
, 
第
11
8回

日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会
(東

京
)2
01
8年

4月
5日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
梅
﨑
直
紀
,
 膵

癌
術
後
再
発
に
対
す
る
外
科
的
治
療
の
意
義
, 
第
73
回
　
日
本
消
化
器
外
科
学
会
総
会
(鹿

児
島
)2
01
8年

7月
11
日
～
13
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
梅
﨑
直
紀
,
 膵

頭
十
二
指
腸
切
除
後
膵
液
瘻
の
発
症
予
測
因
子
と
し
て
の
膵
腺
房
細
胞
数
の
意
義
, 
第
27
回
　
消
化
器
疾
患
病
態
治
療
研
究
会
(高

知
)2
01
8年

9月
14
日
～
15
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
梅
﨑
直
紀
,
 肝

細
胞
癌
に
お
い
て
Ly
sy
l 
ox
id
as
eは

早
期
肝
内
転
移
再
発
因
子
で
あ
る
, 
第
27
回
　
日
本
が
ん
転
移
学
会
学
術
集
会
(横

浜
)2
01
8年

7月
19
日
～
20
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
秋
山
貴
彦

, 
当
院
に
お
け
る
単
孔
式
腹
腔
鏡
下
垂
体
切
除

例
の
手
術
成
績
, 
第
11
8回

日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会
(東

京
)2
01
8年

4月
5日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
秋
山
貴
彦

, 
腹
腔
鏡
下
直
腸
切
除
術
に
お
け
る
縫
合
不
全

, 
第
31
回
日
本
内
視
鏡
外
科
学
術
総
会
(福

岡
)2
01
8年

12
月
8日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
梅
﨑
直
紀

, 
Ly
sy
l 
ox
id
as
e 
は
肝
細
胞
癌
に
お
い
て
EM

Tを
促
進
さ
せ
、
早
期
再
発
を
惹
起
す
る
, 
第
11
8回

日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会
(東

京
)2
01
8年

4月
5日

～
7日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
遊
佐
俊
彦

, 
肝
細
胞
癌
に
お
け
る
腫
瘍
関
連
好
中
球
の
予

後
に
与
え
る
影
響
, 
第
77
回
日
本
癌
学
会
学
術
総
会
（
大
阪
）
20
18
年
9月

27
日
～
29
日

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
遊
佐
俊
彦
,
 肝

細
胞
癌
に
お
け
る
腫
瘍
関
連
リ
ン
パ
球
の
臨
床
的
意
義
と
CT
NN
B1
変
異
と
の
関
連
性
, 
第
73
回
　
日
本
消
化
器
外
科
学
会
総
会
(鹿

児
島
)2
01
8年

7月
12
日

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
古
閑
悠
輝

: 
第
27
回
 日

本
癌
病
態
治
療
研
究
会
:
奨
励
賞

研
修

医
・

大
学

院
一

体
型

が
ん

専
門

博
士

養
成

コ
ー

ス
内
原
智
幸

：
第
39
回
癌
免
疫
外
科
研
究
会
　
研
究
奨
励
賞

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と
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【平成３０年度（各大学）】 

「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」内部評価・外部評価シート 

 

大学名 大分大学 

コーディネーター 白尾 國昭 

事務担当者 新家 聡 

 

１．概要 

達成目標 ※工程表の内容を転記（編集不可） 

○達成目標１：九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成する。 

○達成目標２：ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を行う。 

○達成目標３：ゲノム医療や小児・希少がんに対する海外の先進事例を積極的に収集し発信することで本プランのみならず我が国に

おけるがん専門医療人の養成に寄与する。 

 

達成目標に対する今年度の実績 ※達成目標１～３に触れながら記載。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

 
各セミナーを通してゲノム医療に関する理解を強め来るべきがんゲノム診

療時代に向け、各分野で活躍できる人材を育成した。 
がんプロで行っている医療についての一般市民の理解を得るため、大分県各

地で県民・市民公開講座（写真参照）を行った。テーマはそれぞれ異なったが、
がんゲノム医療，希少がん，ライフステージに応じたがん対策などに関する本
がんプロの達成目標をかかげたものであった。 
 
○県民・市民公開講座のテーマ(一例) 
・ピロリ菌感染の診断と治療／胃がん・食道がんの内視鏡治療  
・乳がんの現状と最新治療 
・肺がんの手術の進歩／肺がんの最新の薬物治療 
・前立腺がんって増えているの？／前立腺がんは薬で治療できるの？／前立腺がんはどうやって見つけるの？／ 
前立腺がんは放射線治療で治るの？／前立腺がんのロボット手術ってどうするの？ 

 

実績を踏まえた成果（学生教育の観点での成果について記載すること） 

※適宜、学生のキャリア教育、キャリア形成の点にも触れながら記載すること。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

 
「ゲノム医療研究者養成コース」に参加した大学院生・博士4名が修了した。現在、本学が設置する3つのコースに合計114
名が参加しており、各コースにおいて修業中である。 
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２．各事業の取り組み状況 

①教育コース（大学院コース、インテンシブコース）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

ゲノム医療研究者養成コース（博士課程）          ： 修了者４名 入学者１０名 在学生 ５４名 
多様なニーズに貢献するがん看護専門看護師コース（修士課程）： 在学生２名  
ライフステージに応じた医療人養成コース（インテンシブ）  ： 修了者２名 在学生５８名 

②シンポジウム、セミナー、講習会等 

※別表「数値実績一覧」も参照して記述。他大学のモデルとなるような内容があれば特に触れること。 

インテンシブ教育セミナー      ：４回 （３１８人） 
事例検討会             ：６回 （１３０人予定） 
県民・市民公開講座         ：５回 （３８４人） 
大分大学・九州大学合同カンファレンス：１回 （４１人） 

③地域や社会への情報発信の取り組み（ホームページ、SNS等の実績含む）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

 
シンポジウム、セミナー、講演についての新しい情報を大学ホームページに適宜告知するようにした。 
http://www.med.oita-u.ac.jp/index.html 

④大学関連病院との連携（特に「がん診療連携拠点病院」「小児がん拠点病院」との連携に関して） 

 
市民公開講座、セミナーなどの講師としてお力添えいただいた。 
 
 
 

⑤ライフステージ領域における取り組み ※プラン採択時、『ライフステージ領域において、多様性への配慮や将来を見据えた難治性苦

痛の緩和、サバイバーシップなどの焦点化された先駆的な取組が乏しい。』とのコメントが付いていることから、ライフステージに関して各大学で

取り組んだ内容があれば、本欄に特に詳しく記載願います。最終的に、九州全体の取り組みを整理して自己評価を実施します。 

 
小児がん，希少がん，高齢者がんに関して講義，検討会を実施しeラーニング用教材の作成も行った。 
 
 
 

 

３．自己評価 

[選択肢] a:十分に目標を達成できている / b:目標を達成できている / c:あと少しで目標を達成できる / d:目標を

達成できていない 

c:あと少しで目標を達成できる 

理由・分析等 

 
セミナー，講義などは行ったがその数は充分と言えず、今後さらに充実していく必要があると思われた。 
 
 
 

自己評価を踏まえた、来年度に向けての改善点等 

 
セミナー講義をさらに充実させること。各コースの受講生参加者を増やすこと 
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大
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大
学

■
　

英
文

誌
・
和
文
誌
・
国
際
学
会
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内
学
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等
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の
発
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u
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e
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c
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c
h
e
m
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c
a
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u
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g
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c
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e
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u
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c
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c
e
 
t
o
 
a
n
 
e
p
i
d
e
r
m
a
l
 
g
r
o
w
t
h
 
f
a
c
t
o
r
 
r
e
c
e
p
t
o
r
-

t
y
r
o
s
i
n
e
 
k
i
n
a
s
e
 
i
n
h
i
b
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m
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c
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c
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c
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r
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R
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(
1
)
:
1
0
,
 
2
0
1
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e
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w
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A
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k
u
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i
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e
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c
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R
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p
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c
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3
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1
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内
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※

が
ん

プ
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学
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の
氏
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を
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h
i
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u
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i
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h
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a
r
a
 
R
,
 
M
a
t
s
u
m
o
t
o
 
H
,
 
I
t
o
h
 
H
　

F
i
l
g
r
a
s
t
i
m
 
b
i
o
s
i
m
i
l
a
r
 
f
o
r
 
n
e
u
t
r
o
p
e
n
i
a
 
i
n
 
g
y
n
e
c
o
l
o
g
i
c
a
l
 
c
a
n
c
e
r
 
p
a
t
i
e
n
t
s
 
r
e
c
e
i
v
i
n
g
 
c
h
e
m
o
t
h
e
r
a
p
y
:
 
a

p
r
o
s
p
e
c
t
i
v
e
,
 
s
i
n
g
l
e
-
c
e
n
t
e
r
,
 
n
o
n
-
r
a
n
d
o
m
i
z
e
d
,
 
o
p
e
n
 
t
r
i
a
l
,
 
P
h
a
r
m
a
z
i
e
,
 
8
,
 
4
8
6
-
4
8
8
,
 
2
0
1
8

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

K
i
y
o
t
a
 
K
,
 
Y
o
s
h
i
u
r
a
 
K
I
,
 
H
o
u
b
a
r
a
 
R
,
 
M
i
y
a
h
a
r
a
 
H
,
 
K
o
r
e
m
a
t
s
u
 
S
,
 
I
h
a
r
a
 
K
 
A
u
t
o
-
i
m
m
u
n
e
 
d
i
s
o
r
d
e
r
s
 
i
n
 
a
 
c
h
i
l
d
 
w
i
t
h
 
P
I
K
3
C
D
 
v
a
r
i
a
n
t
 
a
n
d
 
2
2
q
1
3
 
d
e
l
e
t
i
o
n
,
 
E
u
r
 
J
 
M
e
d
 
G
e
n
e
t
,
 
1
0
,
 
6
3
1
-
6
3
3
,

2
0
1
8
.

大
学

名
大
分
大
学

A
b
e
 
M
,
 
O
s
o
e
g
a
w
a
 
A
,
 
K
a
r
a
s
h
i
m
a
 
T
,
 
T
a
k
u
m
i
 
Y
,
 
K
o
b
a
y
a
s
h
i
R
,
 
H
a
s
h
i
m
o
t
o
 
T
,
 
M
i
y
a
w
a
k
i
 
M
,
 
T
a
k
e
u
c
h
i
 
H
,
 
O
k
a
m
o
t
o
 
T
,
 
S
u
g
i
o
 
K
,
 
E
r
l
o
t
i
n
i
b
 
a
n
d
 
b
e
v
a
c
i
z
u
m
a
b
 
c
o
m
b
i
n
a
t
i
o
n
 
t
h
e
r
a
p
y
 
f
o
r

a
f
a
t
i
n
i
b
r
e
f
r
a
c
t
o
r
y
 
l
e
p
t
o
m
e
n
i
n
g
e
a
l
 
c
a
r
c
i
n
o
m
a
t
o
s
i
s
 
f
r
o
m
 
E
G
F
R
-
m
u
t
a
t
e
d
 
l
u
n
g
 
c
a
n
c
e
r
,
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
a
n
c
e
r
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 
J
o
u
r
n
a
l
,
1
 
-
 
5
,
 
2
0
1
9

40



大
分
大
学

【
平
成
３
０
年
度
（
各
大
学
）
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

○
国
際
学
会

1 2 3 4 5 6 7 8 9

○
国
内
学
会

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

清
田

　
今

日
子

、
芳

原
良

子
、

宮
原

弘
明

、
是

松
聖

悟
、

井
原

健
二

,
川

崎
病

、
免

疫
性

血
小

板
減

少
性

紫
斑

病
、

ル
ー

プ
ス

腎
炎

を
発

症
し

た
2
2
q
1
3
欠

失
症

候
群

,
第

1
2
1
回

日
本

小
児

科
学

会
学

術
集

会
（

福
岡

）
2
0
1
8
年

4
月

2
1
日

河
野

暢
之

、
小

林
 
修

、
岡

成
和

夫
、

清
田

今
日

子
、

 
久

我
修

二
、

末
延

聡
一

、
前

田
知

己
、

井
原

健
二

,
周

期
性

片
側

性
て

ん
か

ん
性

放
電

を
認

め
た

コ
ク

サ
ッ

キ
ー

ウ
イ

ル
ス

A
6
に

よ
る

限
局

性
脳

炎
の

１
例

,
第

1
2
1
回

日
本

小
児

科
学

会
学

術
集

会
（

福
岡

市
）

2
0
1
8
年

4
月

2
1
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

I
t
a
i
.
Y
,
 
F
u
j
i
s
h
i
m
a
.
H
,
 
E
t
o
h
.
T
,
 
K
o
n
o
.
Y
,
 
A
k
a
g
i
.
T
,
 
S
u
z
u
k
i
.
K
,
 
S
h
i
b
a
t
a
.
T
,
 
U
e
d
a
.
Y
,
 
T
o
j
i
g
a
m
o
r
i
.
M
,
 
S
h
i
r
o
s
h
i
t
a
.
H
,
 
S
h
i
r
a
i
s
h
i
.
N
,
 
I
n
o
m
a
t
a
.
M
,
 
S
h
o
r
t
-
t
e
r
m
 
o
u
t
c
o
m
e
 
o
f
 
s
e
r
o
s
a
l
 
a
n
d
 
m
u
s
c
u
l
a
r

l
a
y
e
r
s
 
i
n
c
i
s
i
o
n
 
t
e
c
h
n
i
q
u
e
 
i
n
 
l
a
p
a
r
o
s
c
o
p
i
c
 
s
u
r
g
e
r
y
 
f
o
r
 
g
a
s
t
r
i
c
 
g
a
s
t
r
o
i
n
t
e
s
t
i
n
a
l
 
s
t
r
o
m
a
l
 
t
u
m
o
r
s
,
S
A
G
E
S
 
&
 
C
A
G
S
(
S
e
a
t
t
l
e
)
2
0
1
8
.
4
.
1
1
-
1
4

N
a
k
a
n
u
m
a
.
H
,
 
I
w
a
s
h
i
t
a
.
Y
,
 
U
c
h
i
d
a
.
H
,
 
H
i
r
a
s
h
i
t
a
.
T
,
 
E
n
d
o
.
Y
,
 
T
a
d
a
.
K
,
 
S
a
g
a
.
K
,
 
T
a
k
a
y
a
m
a
.
H
,
 
O
h
t
a
.
M
,
 
a
n
d
 
I
n
o
m
a
t
a
.
M
,
 
I
n
i
t
i
a
l
 
r
e
p
o
r
t
 
o
f
 
l
a
p
a
r
o
s
c
o
p
i
c
 
n
a
r
r
o
w
 
b
a
n
d
 
i
m
a
g
i
n
g
 
f
o
r
 
t
h
e

i
n
t
r
a
o
p
e
r
a
t
i
v
e
 
d
i
a
g
n
o
s
i
s
 
t
u
m
o
r
 
i
n
v
a
s
i
v
n
e
s
s
 
i
n
 
g
a
l
l
b
l
a
d
d
e
r
 
c
a
r
c
i
n
o
m
a
,
T
h
i
r
d
 
T
r
i
a
n
g
l
e
 
S
c
i
e
n
t
i
f
i
c
 
M
e
e
t
i
n
g
 
o
f
 
t
h
e
 
J
a
p
a
n
-
H
u
n
g
a
r
y
-
P
o
l
a
n
d
 
S
u
r
g
i
c
a
l
 
S
o
c
i
e
t
y
(
H
u
n
g
a
r
y
)
2
0
1
8
.
6
.
2
-
5

T
o
j
i
g
a
m
o
r
i
.
M
,
 
O
g
a
w
a
.
K
,
 
O
h
n
o
.
Y
,
 
I
n
o
m
a
t
a
.
M
,
 
T
h
e
 
u
s
e
f
u
l
l
n
e
s
s
 
o
f
 
t
h
e
 
a
n
t
e
r
i
o
r
 
e
x
t
r
a
p
e
r
i
t
o
n
e
a
l
 
a
p
p
r
o
a
c
h
 
f
o
r
 
r
e
t
r
o
p
e
r
i
t
o
n
e
a
l
 
t
u
m
o
r
 
i
n
 
p
e
d
i
a
t
r
i
c
 
s
u
r
g
e
r
y
,
P
A
P
S

2
0
1
8
(
S
a
p
p
o
r
o
)
2
0
1
8
.
5
.
1
4
-
1
7

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

後
藤

伴
美

，
炭

本
隆

宏
，

鈴
木

芳
，

井
彩

香
，

田
中

望
洋

，
佐

藤
雄

己
，

奧
田

健
太

郎
，

犀
川

哲
典

，
伊

東
弘

樹
 
大

学
病

院
と

地
域

病
院

と
の

情
報

共
有

に
よ

る
病

病
連

携
～

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
が

介
入

し
た

が
ん

患
者

を
と

お
し

て
～

,
　

第
1
2
回

日
本

緩
和

医
療

薬
学

会
年

会
（

東
京

）
2
0
1
8
年

5
月

2
5
～

2
7
日

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

S
h
i
r
a
i
w
a
 
K
,
 
S
u
z
u
k
i
 
Y
,
 
T
a
n
a
k
a
 
K
,
 
K
a
w
a
n
o
 
M
,
 
I
w
a
s
a
k
i
 
T
,
 
T
a
n
a
k
a
 
R
,
 
S
a
t
o
 
Y
,
 
T
s
u
m
u
r
a
 
H
,
 
I
t
o
h
 
H
,
 
Q
u
a
n
t
i
f
i
c
a
t
i
o
n
 
o
f
 
p
a
z
o
p
a
n
i
b
 
i
n
 
p
l
a
s
m
a
 
o
f
 
p
a
t
i
e
n
t
s
 
w
i
t
h
 
s
o
f
t
 
t
i
s
s
u
e
 
t
u
m
o
r
s
 
u
s
i
n
g

u
l
t
r
a
-
p
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
 
l
i
q
u
i
d
 
c
h
r
o
m
a
t
o
g
r
a
p
h
y
 
c
o
u
p
l
e
d
 
t
o
 
t
a
n
d
e
m
 
m
a
s
s
 
s
p
e
c
t
r
o
m
e
t
r
y
,
 
T
h
e
 
1
6
t
h
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
n
g
r
e
s
s
 
o
f
 
T
h
e
r
a
p
e
u
t
i
c
 
D
r
u
g
 
M
o
n
i
t
o
r
i
n
g
 
&
 
C
l
i
n
i
c
a
l
 
T
o
x
i
c
o
l
o
g
y
 
(
B
r
i
s
b
a
n
e
,

A
u
s
t
r
a
l
i
a
)
 
2
0
1
8
.
9
.
1
6
-
1
9

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

S
u
m
i
m
o
t
o
 
T
,
 
N
a
k
a
h
a
r
a
 
R
,
 
S
u
z
u
k
i
 
Y
,
 
S
a
t
o
 
Y
,
O
g
a
t
a
 
M
,
 
I
t
o
h
 
H
,
 
S
e
n
s
i
t
i
v
e
 
a
n
d
 
h
i
g
h
-
t
h
r
o
u
g
h
p
u
t
 
U
P
L
C
-
M
S
/
M
S
 
m
e
t
h
o
d
 
f
o
r
 
s
i
m
u
l
t
a
n
e
o
u
s
 
q
u
a
n
t
i
f
i
c
a
t
i
o
n
 
o
f
 
i
m
a
t
i
n
i
b
,
 
N
-
d
e
s
m
e
t
h
y
l
-
i
m
a
t
i
n
i
b
,

n
i
l
o
t
i
n
i
b
,
 
d
a
s
a
t
i
n
i
b
,
 
b
o
s
u
t
i
n
i
b
,
 
p
o
n
a
t
i
n
i
b
 
a
n
d
 
N
-
d
e
s
m
e
t
h
y
l
-
p
o
n
a
t
i
n
i
b
 
i
n
 
h
u
m
a
n
 
p
l
a
s
m
a
.
 
T
h
e
 
1
6
t
h
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
n
g
r
e
s
s
 
o
f
 
T
h
e
r
a
p
e
u
t
i
c
 
D
r
u
g
 
M
o
n
i
t
o
r
i
n
g
 
&
 
C
l
i
n
i
c
a
l
 
T
o
x
i
c
o
l
o
g
y

(
B
r
i
s
b
a
n
e
,
 
A
u
s
t
r
a
l
i
a
)
 
2
0
1
8
.
9
.
1
6
-
1
9

H
a
r
a
.
T
,
 
A
k
a
g
i
.
T
,
 
E
m
p
u
k
u
.
S
,
 
N
a
k
a
j
i
m
a
.
K
,
 
I
w
a
k
i
.
K
,
 
K
a
i
.
S
,
 
E
t
o
h
.
T
,
 
T
a
k
e
u
c
h
i
.
Y
,
 
T
a
h
a
r
a
.
K
,
 
M
a
t
s
u
m
o
t
o
.
T
,
 
I
s
h
i
k
a
w
a
.
K
,
 
B
a
n
d
o
.
T
,
 
M
i
m
o
r
i
.
K
,
 
S
h
i
r
a
i
s
h
i
.
N
,
 
I
n
o
m
a
t
a
.
M
,
 
L
a
p
a
r
o
s
c
o
p
i
c
 
v
e
r
s
u
s

o
p
e
n
 
s
u
r
g
e
r
y
 
f
o
r
 
l
o
c
a
l
l
y
 
a
d
v
a
n
c
e
d
 
r
e
c
t
a
l
 
c
a
n
c
e
r
 
f
o
l
l
o
w
i
n
g
 
n
e
o
a
d
j
u
v
a
n
t
 
c
h
e
m
o
r
a
d
i
o
t
h
e
r
a
p
y
 
w
i
t
h
 
S
-
1
:
S
h
o
r
t
-
a
n
d
 
l
o
n
g
-
t
e
r
m
 
o
u
t
c
o
m
e
s
 
o
f
 
m
u
l
t
i
c
e
n
t
e
r
 
p
r
o
s
p
e
c
t
i
v
e
 
p
h
a
s
e
 
Ⅱ

t
r
i
a
l
s
,
G
a
s
t
r
o
i
n
t
e
s
t
i
n
a
l
 
C
a
n
c
e
r
s
 
S
y
m
p
o
s
i
u
m
(
S
a
n
 
F
r
a
n
c
i
s
c
o
)
2
0
1
8
.
1
.
1
8
-
2
0

S
a
g
a
w
a
.
N
,
 
K
o
n
o
.
Y
,
 
O
h
n
o
.
S
,
 
I
w
a
t
a
.
H
,
 
B
a
n
d
o
.
H
,
 
O
h
y
a
m
a
.
T
,
 
K
o
n
d
o
.
N
,
 
N
a
k
a
j
i
m
a
.
K
,
 
H
i
r
a
t
s
u
k
a
.
T
,
 
I
n
o
m
a
t
a
.
M
,
 
K
i
t
a
n
o
.
S
,
 
T
h
e
 
p
r
e
v
e
n
t
i
v
e
 
e
f
f
e
c
t
 
o
f
 
D
H
L
-
H
I
S
Z
N
N
A
,
 
a
n
 
A
-
L
I
P
O
I
C
 
a
c
i
d

d
e
r
i
v
a
t
i
v
e
,
 
f
o
r
 
c
h
e
m
o
t
h
e
r
a
p
y
-
i
n
d
u
c
e
d
 
a
l
o
p
e
c
i
a
:
a
 
s
i
n
g
l
e
-
a
r
m
 
p
h
a
s
e
 
3
 
s
t
u
d
,
M
A
S
C
C
/
I
S
O
O
 
2
0
1
8
(
V
i
e
n
n
a
)
2
0
1
8
.
6
.
2
8
-
3
0

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

佐
藤

雄
己

，
鈴

木
芳

，
中

原
良

介
，

伊
東

弘
樹

,
 
術

後
補

助
化

学
療

法
を

施
行

し
た

卵
巣

が
ん

患
者

に
お

け
る

静
脈

血
栓

塞
栓

症
の

発
症

要
因

の
検

討
 
第

2
8
回

日
本

医
療

薬
学

会
年

会
（

兵
庫

）
,
 
2
0
1
8
年

1
1
月

2
3
～

2
5
日

小
野

優
子

,
 
衛

藤
大

輝
,
 
佐

藤
雄

己
,
 
伊

東
弘

樹
,
 
点

眼
容

器
へ

の
満

足
度

お
よ

び
患

者
の

点
眼

手
技

の
現

状
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

,
 
第

7
9
回

九
州

山
口

薬
学

大
会

（
大

分
）

2
0
1
8
年

1
1
月

3
～

4
日

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

白
岩

健
,
 
小

野
寛

之
,
 
田

中
遼

大
,
 
佐

藤
雄

己
,
 
伊

東
弘

樹
,
 
S
-
1
お

よ
び

放
射

線
併

用
療

法
施

行
中

に
血

漿
中

フ
ェ

ニ
ト

イ
ン

お
よ

び
フ

ェ
ノ

バ
ル

ビ
タ

ー
ル

濃
度

の
上

昇
を

認
め

た
1
症

例
,
 
第

7
9
回

九
州

山
口

薬
学

大
会

（
大

分
）

2
0
1
8
年

1
1
月

3
～

4
日

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

炭
本

隆
宏

，
中

原
良

介
，

鈴
木

陽
介

，
田

中
遼

大
，

佐
藤

雄
己

，
緒

方
正

男
，

伊
東

弘
樹

,
 
U
P
L
C
-
M
S
/
M
S
法

に
よ

る
B
C
R
-
A
B
L
チ

ロ
シ

ン
キ

ナ
ー

ゼ
阻

害
薬

お
よ

び
活

性
代

謝
物

の
高

感
度

同
時

測
定

法
の

確
立

と
臨

床
応

用
　

第
3
5
回

日
本

薬
学

会
九

州
支

部
大

会
（

福
岡

）
2
0
1
8
年

1
1
月

1
7
～

1
8
日

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

炭
本

隆
宏

,
 
中

原
良

介
,
 
鈴

木
陽

介
,
 
佐

藤
雄

己
,
 
緒

方
正

男
,
 
伊

東
弘

樹
,
 
U
P
L
C
-
M
S
/
M
S
法

に
よ

る
5
種

の
B
C
R
-
A
B
L
チ

ロ
シ

ン
キ

ナ
ー

ゼ
阻

害
薬

の
高

感
度

同
時

測
定

法
の

確
立

と
臨

床
応

用
,
　

第
3
5
回

日
本

T
D
M
学

会
・

学
術

大
会

（
福

岡
）

2
0
1
8
年

5
月

2
6
～

2
7
日

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

衛
藤

大
輝

，
金

子
哲

也
，

田
中

遼
大

，
甲

斐
真

也
，

鈴
木

陽
介

，
佐

藤
雄

己
，

大
地

嘉
史

，
安

田
則

久
，

後
藤

孝
治

，
伊

東
弘

樹
,
 
集

中
治

療
部

患
者

を
対

象
と

し
た

ボ
リ

コ
ナ

ゾ
ー

ル
経

管
投

与
に

よ
る

薬
物

動
態

解
析

,
 
医

療
薬

学
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
1
8
（

東
京

）
2
0
1
8
年

6
月

2
3
～

2
4
日

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

白
岩

健
，

鈴
木

陽
介

，
岩

男
元

志
,
　

田
中

遼
大

，
佐

藤
雄

己
，

岩
下

幸
雄

，
内

田
博

喜
，

多
田

和
裕

，
猪

股
雅

史
，

伊
東

弘
樹

,
 
大

腸
癌

肝
転

移
に

対
す

る
肝

切
除

後
U
F
T
/
L
V
併

用
療

法
に

お
け

る
5
-
F
U
・

ウ
ラ

シ
ル

・
テ

ガ
フ

ー
ル

の
3
成

分
同

時
定

量
法

確
立

と
そ

の
臨

床
応

用
,
　

第
2
8
回

日
本

医
療

薬
学

会
年

会
（

兵
庫

）
,
2
0
1
8
年

1
1
月

2
3
～

2
5
日

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

小
野

寛
之

，
鈴

木
陽

介
，

田
中

遼
大

，
佐

藤
文

憲
，

佐
藤

雄
己

，
三

股
浩

光
，

大
野

恵
子

，
伊

東
弘

樹
,
　

C
o
p
r
o
p
o
r
p
h
y
r
i
n
-
I
を

指
標

と
し

た
生

体
腎

移
植

後
の

O
A
T
P
1
B
活

性
の

評
価

　
第

2
8
回

日
本

医
療

薬
学

会
年

会
（

兵
庫

）
,
2
0
1
8
年

1
1
月

2
3
～

2
5
日

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

田
中

遼
大

，
鈴

木
陽

介
，

岩
男

元
志

，
橋

永
一

彦
，

佐
藤

雄
己

，
平

松
和

史
，

門
田

淳
一

，
伊

東
弘

樹
,
 
リ

ネ
ゾ

リ
ド

に
よ

る
血

小
板

減
少

症
と

低
N
a
血

症
の

関
連

性
の

検
討

,
 
M
R
S
A
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
1
8
（

東
京

）
2
0
1
8
月

7
月

7
日

医
療

人
養

成
コ

ー
ス

（
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
）

M
o
t
o
s
h
i
 
I
w
a
o
,
 
Y
o
s
u
k
e
 
S
u
z
u
k
i
,
 
R
y
o
t
a
 
T
a
n
a
k
a
,
 
T
e
r
u
h
i
d
e
 
K
o
y
a
m
a
,
 
T
a
k
e
s
h
i
 
N
a
k
a
t
a
,
 
K
o
h
e
i
 
A
o
k
i
,
 
A
k
i
h
i
r
o
 
F
u
k
u
d
a
,
 
Y
u
h
k
i
 
S
a
t
o
,
 
N
a
o
y
a
 
F
u
k
u
n
a
g
a
,
 
F
u
m
i
n
o
r
i
 
S
a
t
o
,
 
H
i
r
o
t
a
k
a
 
S
h
i
b
a
t
a
,

H
i
r
o
m
i
t
s
u
 
M
i
m
a
t
a
,
 
H
i
r
o
k
i
 
I
t
o
h
,
 
S
e
n
s
i
t
i
v
e
 
a
n
d
 
s
e
l
e
c
t
i
v
e
 
q
u
a
n
t
i
f
i
c
a
t
i
o
n
 
o
f
 
m
i
d
-
r
e
g
i
o
n
a
l
 
p
r
o
-
a
d
r
e
n
o
m
e
d
u
l
l
i
n
 
i
n
 
t
h
e
 
h
u
m
a
n
 
p
l
a
s
m
a
 
b
y
 
p
e
r
f
o
r
m
i
n
g
 
u
l
t
r
a
-
p
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
 
l
i
q
u
i
d

c
h
r
o
m
a
t
o
g
r
a
p
h
y
 
c
o
u
p
l
e
d
 
w
i
t
h
 
t
a
n
d
e
m
 
m
a
s
s
 
s
p
e
c
t
r
o
m
e
t
r
y
,
 
第

1
2
回

次
世

代
を

担
う

若
手

医
療

薬
科

学
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（

北
海

道
）

,
2
0
1
8
年

9
月

1
5
～

1
6
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

K
i
r
a
 
S
,
A
b
e
 
I
,
T
e
s
h
i
m
a
 
Y
,
T
a
k
a
h
a
s
h
i
 
N
.
　

H
u
m
a
n
 
e
p
i
c
a
r
d
i
a
l
 
a
d
i
p
o
s
e
 
t
i
s
s
u
e
 
i
n
d
u
c
e
s
 
r
a
t
 
a
t
r
i
a
l
 
m
y
o
c
a
r
d
i
a
l
 
f
i
b
r
o
s
i
s
 
t
h
r
o
u
g
h
 
 
p
a
r
a
c
r
i
n
e
 
e
f
f
e
c
t
s
:
r
e
s
u
l
t
s
 
o
r
g
a
n
o
-
c
u
l
t
u
r
e
 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s
.

E
S
C
2
0
1
8
　

8
.
2
4
-
3
0
,
2
0
1
8
.
　

G
e
r
m
a
n
y

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
Mi
zo
gu
ch
i 
A
, 
Ot
an
i 
M,
 H
ol
l 
B,
 S
at
o 
K,
 U
th
un
om
iy
a 
S,
 M
im
at
a 
H;
Th
e 
ef
fe
ct
 o
f 
te
ch
ni
ca
l 
tr
ai
ni
ng
 f
or
 i
nt
er
di
sc
ip
li
na
ry
 c
ar
e 
te
am
s 
on
 p
at
ie
nt
s 
wi
th

 L
ow
er
 U
ri
na
ry
 T
ra
ct
  
Sy
mp
to
ms
(L
UT
S)
.I
CS
 2
01
8－

In
te
rn
at
io
na
l 
Co
nt
in
en
ce
 S
oc
ie
ty
 4
8t
h 
An
nu
al
 M
ee
ti
ng
 (
Ph
il
ad
el
ph
ia
) 
20
18
.8
.3
1

41



大
分
大
学

【
平
成
３
０
年
度
（
各
大
学
）
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

○
国
内
学
会

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

後
藤

洋
徳

、
平

野
直

樹
、

清
田

今
日

子
、

久
我

修
二

、
塩

穴
真

一
、

末
延

聡
一

、
井

原
健

二
,
学

校
検

尿
の

蛋
白

尿
を

契
機

と
し

て
診

断
さ

れ
た

 
S
o
l
i
d
-
p
s
e
u
d
o
p
a
p
i
l
l
a
r
y
 
n
e
o
p
l
a
s
m
の

１
例

,
第

1
2
1
回

日
本

小
児

科
学

会
学

術
集

会
（

福
岡

市
）

2
0
1
8
年

4
月

2
1
日

島
田
祐
美
、

川
野
奈
々
江
、
井
原
健
二
、
濱
口
和
之
,大

分
大
学
医
学
部
附
属
病
院
 遺

伝
子
診
療
室
の
現
況
報
告
,第

10
5回

日
本
小
児
科
学
会
大
分
地
方
会
総
会
（
大
分
市
）
20
18
年
7月

1日

A
b
e
 
I
,
T
e
s
h
i
m
a
 
Y
,
I
s
h
i
i
 
Y
,
M
i
y
o
s
h
i
 
M
,
K
i
r
a
 
S
,
O
n
i
k
i
 
T
,
F
u
k
u
i
 
A
,
S
h
i
n
o
h
a
r
a
 
T
,
Y
u
f
u
 
K
,
N
a
k
a
g
a
w
a
 
M
,
S
h
i
m
a
d
a
 
T
,
T
a
k
a
h
a
s
h
i
 
N
.
　

C
y
t
o
a
r
c
h
i
t
e
c
t
u
r
e
 
o
f
 
t
h
e
 
A
V
 
N
o
d
e
 
a
n
d
 
R
i
g
h
t
 
a
n
d
 
L
e
f
t
 
L
i
m
b
s
 
i
n

t
h
e
 
H
u
m
a
n
 
C
a
r
d
i
a
c
 
C
o
n
d
u
c
t
i
o
n
 
S
y
s
t
e
m
:
 
O
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
 
i
n
 
H
u
m
a
n
 
A
u
t
o
p
s
y
 
H
e
a
r
t
 
S
e
c
t
i
o
n
s
.
　

第
6
5
回

日
本

不
整

脈
心

電
学

会
学

術
大

会
　

7
.
1
1
-
1
4
,
2
0
1
8
.
　

東
京

衛
藤

恵
理

子
、

前
田

知
己

、
河

野
暢

之
、

平
江

健
二

、
小

林
修

、
川

野
奈

々
江

、
前

田
美

和
子

、
久

我
修

二
、

井
原

健
二

,
新

生
児

期
発

症
尿

素
サ

イ
ク

ル
異

常
症

の
神

経
学

的
予

後
予

測
 
G
M
s
評

価
法

を
用

い
た

新
し

い
試

み
,
第

7
1
回

九
州

小
児

科
学

会
（

鹿
児

島
市

）
2
0
1
8
年

1
1
月

1
7
日

川
野
奈
々
江
、

福
島
直
喜
、
井
原
健
二
,大

分
県
新
生
児
マ

ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
脂
肪
酸
代
謝
異
常
症
の
解
析
：
偽
陽
性
例
を
中
心
に
,第

12
1回

日
本
小
児
科
学
会
学
術
集
会
（
福
岡
市
）
20
18

年
4
月
2
0
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
太

田
正

之
、

遠
藤

裕
一

、
髙

山
洋

臣
、

多
田

和
裕

、
嵯

峨
邦

裕
、

岩
下

幸
雄

、
平

下
禎

二
郎

、
内

田
博

喜
、

猪
股

雅
史

　
腹

腔
鏡

下
ス

リ
ー

ブ
状

胃
切

除
術

前
後

の
食

道
裂

肛
ヘ

ル
ニ

ア
と

逆
流

性
食

道
炎

の
検

討
　

第
9
5
回

日
本

消
化

器
内

視
鏡

学
会

総
会

（
東

京
）

2
0
1
8
年

5
月

1
0
日

-
1
2
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
中

沼
寛

明
、

太
田

正
之

、
平

下
禎

二
郎

、
多

田
和

裕
、

丸
野

美
由

希
、

清
末

一
路

、
猪

股
雅

史
　

B
-
R
T
O
後

に
敗

血
症

を
発

症
し

た
十

二
指

腸
静

脈
瘤

の
1
例

　
第

2
5
回

日
本

門
脈

圧
亢

進
症

学
会

総
会

（
大

阪
）

2
0
1
8
年

9
月

2
0
日

-
2
1
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
當

寺
ヶ

盛
学

、
白

坂
美

哲
、

小
川

雄
大

、
板

井
勇

介
、

原
貴

生
、

河
野

洋
平

、
平

塚
孝

宏
、

赤
木

智
徳

、
鈴

木
浩

輔
、

柴
田

智
隆

、
上

田
貴

威
、

白
下

英
史

、
衛

藤
剛

、
白

石
憲

男
、

猪
股

雅
史

　
R
A
L
P
後

発
症

鼠
経

ヘ
ル

ニ
ア

に
対

す
る

T
E
P
法

の
短

期
成

績
　

第
3
1
回

日
本

内
視

鏡
外

科
学

会
総

会
（

福
岡

）
2
0
1
8
年

1
2
月

6
日

-
8
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
佐

川
倫

子
　

抗
癌

剤
脱

毛
の

現
状

と
予

防
薬

の
臨

床
応

用
に

向
け

て
　

第
9
回

癌
・

炎
症

と
抗

酸
化

研
究

会
（

大
分

）
2
0
1
8
年

1
1
月

2
4
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
前
田
美
和
子
、
島
田
祐
美
、

川
野
奈
々
江

、
井
原
健
二
,全

エ
ク
ソ
ー
ム
解
析
で
Le
uc
yl
-t
RN
A合

成
酵
素
（
LA
RS
）
欠
損
症
と
診
断
し
た
男
児
例
,第

15
回
九
州
先
天
代
謝
異
常
研
究
会
（
福
岡
市

）
2
0
1
8
/
7
/
2
8

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
前
田
美
和
子
、
川
野
奈
々
江

、
井
原
健
二
, 
ア
ル
ギ
ナ
ー
ゼ
欠
損
症
の
12
歳
女
児
,ア

ル
ギ
ナ
ー
ゼ
欠
損
症
検
討
会
議
（
福
岡
市
）
20
18
年
11
月
4日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

武
内

 
秀

也
、

安
部

 
美

幸
、

内
匠

 
陽

平
、

橋
本

 
崇

史
、

小
林

 
良

司
、

小
副

川
 
敦

、
宮

脇
 
美

千
代

、
岡

本
 
龍

郎
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
乳

癌
患

者
に

お
け

る
血

小
板

容
積

指
数

の
臨

床
的

意
義

,
 
第

1
1
8
回

日
本

外
科

学
会

定
期

学
術

集
会

(
東

京
都

千
代

田
区

)
 
,
 
2
0
1
8
月

4
月

5
日

小
副

川
 
敦

、
橋

本
 
崇

史
、

内
匠

 
陽

平
、

安
部

 
美

幸
、

小
林

 
良

司
、

宮
脇

 
美

千
代

、
武

内
 
秀

也
、

岡
本

 
龍

郎
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
分

子
標

的
治

療
耐

性
肺

癌
に

対
す

る
再

生
検

,
 
第

1
1
8
回

日
本

外
科

学
会

定
期

学
術

集
会

(
東

京
都

千
代

田
区

)
 
,
 
2
0
1
8
月

4
月

7
日

内
匠

 
陽

平
、

辛
島

 
高

志
、

安
部

 
美

幸
、

橋
本

 
崇

史
、

小
副

川
 
敦

、
宮

脇
 
美

千
代

、
武

内
 
秀

也
、

岡
本

 
龍

郎
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
比

較
的

急
速

に
増

大
し

た
肺

過
誤

腫
の

1
例

,
 
第

5
5
回

九
州

外
科

学
会

・
第

5
5
回

九
州

小
児

外
科

学
会

・
第

5
4
回

九
州

内
分

泌
外

科
学

会
(
福

岡
市

)
 
,
 
2
0
1
8
月

5
月

1
1
日

岡
本

 
龍

郎
、

辛
島

 
高

志
、

安
部

 
美

幸
、

内
匠

 
陽

平
、

橋
本

 
崇

史
、

小
林

 
良

司
、

小
副

川
 
敦

、
宮

脇
 
美

千
代

、
武

内
 
秀

也
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
肺

区
域

切
除

後
の

残
存

肺
葉

切
除

,
 
第

7
2
回

手
術

手
技

研
究

会
(
鳴

門
市

)
 
,

2
0
1
8
月

5
月

1
1
日

武
内

 
秀

也
、

安
部

 
美

幸
、

内
匠

 
陽

平
、

小
林

 
良

司
、

橋
本

 
崇

史
、

小
副

川
 
敦

、
宮

脇
 
美

千
代

、
岡

本
 
龍

郎
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
乳

癌
患

者
に

お
け

る
赤

血
球

容
積

粒
度

分
布

幅
/
 
血

小
板

数
の

臨
床

的
意

義
,
 
第

2
6
回

日
本

乳
癌

学
会

総
会

(
京

都
市

)
 
,
 
2
0
1
8
月

5
月

1
6
日

安
部

 
美

幸
,
 
左

ス
リ

ー
ブ

下
葉

切
除

・
舌

区
域

切
除

術
+
リ

ン
パ

節
郭

清
2
a
-
2
群

,
 
第

3
5
回

日
本

呼
吸

器
外

科
学

会
総

会
・

学
術

集
会

(
千

葉
市

)
 
,
 
2
0
1
8
月

5
月

1
8
日

岡
本

 
龍

郎
、

安
部

 
美

幸
、

内
匠

 
陽

平
、

橋
本

 
崇

史
、

小
林

 
良

司
、

小
副

川
 
敦

、
宮

脇
 
美

千
代

、
武

内
 
秀

也
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
肺

癌
手

術
に

お
け

る
慢

性
肺

疾
患

の
術

後
合

併
症

お
よ

び
再

発
へ

の
影

響
,
 
第

3
5
回

日
本

呼
吸

器
外

科
学

会
総

会
・

学
術

集
会

(
千

葉
市

)
 
,
 
2
0
1
8
月

5
月

1
7
日

内
匠

 
陽

平
、

安
部

 
美

幸
、

橋
本

 
崇

史
、

小
副

川
 
敦

、
宮

脇
 
美

千
代

、
武

内
 
秀

也
、

岡
本

 
龍

郎
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
肺

過
誤

腫
切

除
症

例
9
例

の
検

討
,
 
第

3
5
回

日
本

呼
吸

器
外

科
学

会
総

会
・

学
術

集
会

(
千

葉
市

)
 
,
 
2
0
1
8
月

5
月

1
7
日

小
副

川
 
敦

、
内

匠
 
陽

平
、

橋
本

 
崇

史
、

安
部

 
美

幸
、

宮
脇

 
美

千
代

、
岡

本
 
龍

郎
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
肺

癌
切

除
標

本
に

お
け

る
P
D
-
L
1
の

発
現

に
関

す
る

検
討

,
 
第

3
5
回

日
本

呼
吸

器
外

科
学

会
総

会
・

学
術

集
会

(
千

葉
市

)
 
,

2
0
1
8
月

5
月

1
8
日

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

A
b
e
 
I
,
T
e
s
h
i
m
a
 
Y
,
I
s
h
i
i
 
Y
,
M
i
y
o
s
h
i
 
M
,
K
i
r
a
 
S
,
O
n
i
k
i
 
T
,
F
u
k
u
i
 
A
,
S
h
i
n
o
h
a
r
a
 
T
,
Y
u
f
u
 
K
,
N
a
k
a
g
a
w
a
 
M
,
M
i
y
a
m
o
t
o
 
S
,
T
a
k
a
h
a
s
h
i
 
N
.
 
P
r
o
t
e
i
n
 
E
x
p
r
e
s
s
i
o
n
 
o
f
 
H
y
p
o
x
i
a
-
i
n
d
u
c
i
b
l
e
 
F
a
c
t
o
r
-
1
α

 
a
n
d

A
n
g
i
o
p
o
i
e
t
i
n
-
L
i
k
e
 
P
r
o
t
e
i
n
 
2
 
I
s
 
A
s
s
o
c
i
a
t
e
d
 
w
i
t
h
 
I
n
f
l
a
m
m
a
t
o
r
y
 
a
n
d
 
F
i
b
r
o
t
i
c
 
S
t
a
t
e
 
o
f
 
E
p
i
c
a
r
d
i
a
l
 
A
d
i
p
o
s
e
 
T
i
s
s
u
e
 
第

6
5
回

日
本

不
整

脈
心

電
学

会
学

術
大

会
　

7
.
1
1
-
1
4
,
2
0
1
8
.
　

東
京

K
i
r
a
 
S
,
A
b
e
 
I
,
T
e
s
h
i
m
a
 
Y
,
M
i
y
o
s
h
i
 
M
,
O
n
i
k
i
 
T
,
F
u
k
u
i
 
A
,
S
h
i
n
o
h
a
r
a
 
T
,
Y
u
f
u
 
K
,
T
a
k
a
h
a
s
h
i
 
N
.
　

H
u
m
a
n
 
E
p
i
c
a
r
d
i
a
l
 
A
d
i
p
o
s
e
 
T
i
s
s
u
e
 
I
n
d
u
c
e
s
 
R
a
t
 
A
t
r
i
a
l
 
M
y
o
c
a
r
d
i
a
l
 
F
i
b
r
o
s
i
s
 
t
h
r
o
u
g
h
 
P
a
r
a
c
r
i
n
e

E
f
f
e
c
t
s
:
 
R
e
s
u
l
t
s
 
o
f
 
O
r
g
a
n
o
-
c
u
l
t
u
r
e
 
E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
s
　

第
6
5
回

日
本

不
整

脈
心

電
学

会
学

術
大

会
　

7
.
1
1
-
1
4
,
2
0
1
8
.
　

東
京

A
b
e
 
I
,
Z
h
a
n
 
Y
,
N
k
a
g
a
w
a
 
M
,
I
s
h
i
i
 
Y
,
M
i
y
o
s
h
i
 
M
,
K
i
r
a
 
S
,
O
n
i
k
i
 
T
,
F
u
k
u
i
 
A
,
S
h
i
n
o
h
a
r
a
 
T
,
T
e
s
h
i
m
a
 
Y
,
Y
u
f
u
 
K
,
T
a
k
a
h
a
s
h
i
 
N
.
　

R
i
k
k
u
n
s
h
i
t
o
,
 
a
 
T
r
a
d
i
t
i
o
n
a
l
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
M
e
d
i
c
i
n
e
,
 
P
r
e
v
e
n
t
e
d

A
n
g
i
o
t
e
n
s
i
n
 
I
I
 
I
n
d
u
c
e
d
 
A
t
r
i
a
l
 
R
e
m
o
d
e
l
i
n
g
 
a
n
d
 
F
i
b
r
i
l
l
a
t
i
o
n
.
　

第
6
5
回

日
本

不
整

脈
心

電
学

会
学

術
大

会
　

7
.
1
1
-
1
4
,
2
0
1
8
.
　

東
京

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
野

田
美

和
、

増
田

隆
明

、
鶴

田
祐

介
、

大
津

甫
、

黒
田

陽
介

、
江

口
英

利
、

猪
股

雅
史

、
三

森
功

士
　

非
浸

潤
性

乳
管

癌
(
D
C
I
S
)
の

個
別

化
医

療
を

目
指

し
た

新
し

い
分

類
方

法
の

開
発

　
第

7
7
回

日
本

癌
学

会
学

術
総

会
（

大
阪

）
2
0
1
8
年

9
月

2
7
日

-
2
9
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

A
b
e
 
I
,
T
e
s
h
i
m
a
 
Y
,
I
s
h
i
i
 
Y
,
M
i
y
o
s
h
i
 
M
,
K
i
r
a
 
S
,
O
n
i
k
i
 
T
,
F
u
k
u
i
 
A
,
S
h
i
n
o
h
a
r
a
 
T
,
Y
u
f
u
 
K
,
N
a
k
a
g
a
w
a
 
M
,
M
i
y
a
m
o
t
o
 
S
,
T
a
k
a
h
a
s
h
i
 
N
.
　

H
i
s
t
o
l
o
g
i
c
a
l
 
A
s
s
e
s
s
m
e
n
t
 
o
f
 
E
p
i
c
a
r
d
i
a
l
 
A
d
i
p
o
s
e
 
T
i
s
s
u
e
 
i
n
 
L
e
f
t

A
t
r
i
a
l
 
A
p
p
e
n
d
a
g
e
 
S
e
c
t
i
o
n
s
 
f
r
o
m
 
P
a
t
i
e
n
t
s
 
w
i
t
h
 
o
r
 
w
i
t
h
o
u
t
 
A
t
r
i
a
l
 
F
i
b
r
i
l
l
a
t
i
o
n
.
　

第
6
5
回

日
本

不
整

脈
心

電
学

会
学

術
大

会
　

7
.
1
1
-
1
4
,
2
0
1
8
.
　

東
京

A
b
e
 
I
,
T
e
s
h
i
m
a
 
Y
,
I
s
h
i
i
 
Y
,
M
i
y
o
s
h
i
 
M
,
K
i
r
a
 
S
,
O
n
i
k
i
 
T
,
F
u
k
u
i
 
A
,
S
h
i
n
o
h
a
r
a
 
T
,
Y
u
f
u
 
K
,
N
a
k
a
g
a
w
a
 
M
,
T
a
k
a
h
a
s
h
i
 
N
.
　

D
e
l
e
t
i
o
n
 
o
f
 
G
h
r
e
l
i
n
 
E
x
a
c
e
r
b
a
t
e
s
 
A
n
g
i
o
t
e
n
s
i
n
 
I
I
-
i
n
d
u
c
e
d
 
A
t
r
i
a
l

R
e
m
o
d
e
l
i
n
g
 
a
n
d
 
F
i
b
r
i
l
l
a
t
i
o
n
.
　

第
6
5
回

日
本

不
整

脈
心

電
学

会
学

術
大

会
　

7
.
1
1
-
1
4
,
2
0
1
8
.
　

東
京

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
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大
分
大
学

【
平
成
３
０
年
度
（
各
大
学
）
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

○
国
内
学
会

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
溝

口
晶

子
,
 
佐

藤
和

子
,
 
宇

都
宮

里
美

,
 
三

股
浩

光
；

施
設

入
所

中
の

夜
間

多
尿

の
あ

る
高

齢
女

性
へ

の
排

尿
ケ

ア
と

睡
眠

の
関

係
T
h
e
 
r
e
l
a
t
i
o
n
s
h
i
p
 
b
e
t
w
e
e
n
 
u
r
i
n
a
r
y
 
c
a
r
e
 
a
n
d
 
s
l
e
e
p
 
f
o
r
 
e
l
d
e
r
l
y
 
w
o
m
e
n
 
w
i
t
h
 
n
i
g
h
t
 
t
i
m
e
 
p
o
l
y
u
r
i
a
,
 
i
n
 
f
a
c
i
l
i
t
i
e
s
 
f
o
r
 
t
h
e
 
e
l
d
e
r
l
y
.
第

1
0
6
回

日
本

泌
尿

器
科

学
会

総
会

（
京

都
市

)
　

2
0
1
8
年

4
月

2
1

日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
溝

口
晶

子
,
 
大

谷
将

之
,
 
佐

藤
和

子
,
 
三

股
浩

光
；

排
尿

自
立

指
導

研
修

の
効

果
を

維
持

し
て

い
く

た
め

の
要

因
-
排

尿
ア

セ
ス

メ
ン

ト
研

修
後

の
調

査
か

ら
の

考
察

-
,
第

3
1
回

日
本

老
年

泌
尿

器
科

学
会

（
福

井
市

）
2
0
1
8
年

5
月

1
1
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
溝

口
晶

子
,
 
宇

都
宮

里
美

,
 
佐

藤
和

子
,
三

股
浩

光
；

介
護

老
人

保
健

施
設

に
お

け
る

排
尿

・
排

便
管

理
と

認
知

機
能

の
関

係
,
第

3
1
回

日
本

老
年

泌
尿

器
科

学
会

（
福

井
市

）
2
0
1
8
年

5
月

1
2
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
宇

都
宮

里
美

,
 
溝

口
晶

子
；

介
護

老
人

保
健

施
設

入
所

者
の

排
便

に
関

す
る

研
究

,
第

4
4
回

日
本

看
護

研
究

学
会

（
熊

本
市

）
2
0
1
8
年

8
月

1
9
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
溝

口
晶

子
,
 
大

谷
将

之
,
 
三

股
浩

光
；

下
部

尿
路

症
状

（
L
U
T
S
）

患
者

の
排

尿
管

理
に

お
け

る
看

護
職

と
療

法
士

の
意

識
,
第

2
5
回

日
本

排
尿

機
能

学
会

（
名

古
屋

市
）

2
0
1
8
年

9
月

2
9
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

宮
脇

　
美

千
代

、
辛

島
　

高
志

、
安

部
　

美
幸

、
内

匠
　

陽
平

、
橋

本
　

崇
史

、
武

内
　

秀
也

、
岡

本
　

龍
郎

、
杉

尾
　

賢
二

,
 
肺

扁
平

上
皮

癌
と

転
移

性
扁

平
上

皮
癌

と
の

比
較

,
 
第

5
9
回

日
本

肺
癌

学
会

学
術

集
会

(
東

京
都

新
宿

区
)
 
,
 
2
0
1
8
月

1
1
月

3
0
日

橋
本

　
崇

史
、

辛
島

　
高

志
、

安
部

　
美

幸
、

内
匠

　
陽

平
、

宮
脇

　
美

千
代

、
武

内
　

秀
也

、
岡

本
　

龍
郎

、
杉

尾
　

賢
二

,
 
大

細
胞

神
経

内
分

泌
癌

（
L
C
N
E
C
）

外
科

切
除

例
の

臨
床

病
理

学
的

背
景

と
予

後
の

検
討

,
 
第

5
9

回
日

本
肺

癌
学

会
学

術
集

会
(
東

京
都

新
宿

区
)
 
,
 
2
0
1
8
月

1
2
月

1
日

内
匠

　
陽

平
、

辛
島

　
高

志
、

安
部

　
美

幸
、

橋
本

　
崇

史
、

宮
脇

　
美

千
代

、
武

内
　

秀
也

、
岡

本
　

龍
郎

、
杉

尾
　

賢
二

,
 
不

均
一

な
c
o
n
s
o
l
i
d
a
t
i
o
n
 
を

伴
う

肺
腺

癌
G
G
O
（

ま
だ

ら
G
G
O
）

と
病

理
学

的
浸

潤
径

と
の

検
討

,
 
第

5
9
回

日
本

肺
癌

学
会

学
術

集
会

(
東

京
都

新
宿

区
)
 
,
 
2
0
1
8
月

1
1
月

2
9
日

辛
島

　
高

志
、

安
部

　
美

幸
、

内
匠

　
陽

平
、

橋
本

　
崇

史
、

宮
脇

　
美

千
代

、
武

内
　

秀
也

、
岡

本
　

龍
郎

、
杉

尾
　

賢
二

,
 
高

齢
者

コ
ロ

イ
ド

腺
癌

の
2
 
切

除
例

の
臨

床
的

特
徴

,
 
第

5
9
回

日
本

肺
癌

学
会

学
術

集
会

(
東

京
都

新
宿

区
)
 
,
 
2
0
1
8
月

1
1
月

2
9
日

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

安
部

 
美

幸
、

内
匠

 
陽

平
、

小
林

 
良

司
、

橋
本

 
崇

史
、

小
副

川
 
敦

、
宮

脇
 
美

千
代

、
武

内
 
秀

也
、

岡
本

 
龍

郎
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
癌

性
胸

膜
炎

に
対

す
る

タ
ル

ク
に

よ
る

胸
膜

癒
着

術
の

検
討

,
 
第

3
5
回

日
本

呼
吸

器
外

科
学

会
総

会
・

学
術

集
会

(
千

葉
市

)
 
,
 
2
0
1
8
月

5
月

1
7
日

宮
脇

 
美

千
代

、
安

部
 
美

幸
、

内
匠

 
陽

平
、

橋
本

 
崇

史
、

小
林

 
良

司
、

小
副

川
 
敦

、
岡

本
 
龍

郎
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
高

度
気

道
狭

窄
肺

癌
に

対
し

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ト

ス
テ

ン
ト

留
置

に
よ

り
救

命
し

後
治

療
へ

繋
げ

ら
れ

た
2
例

,
第

4
1
回

日
本

呼
吸

器
内

視
鏡

学
会

学
術

集
会

(
東

京
都

新
宿

区
)
 
,
 
2
0
1
8
月

5
月

2
4
日

内
匠

 
陽

平
、

小
副

川
 
敦

、
安

部
 
美

幸
、

橋
本

 
崇

史
、

宮
脇

 
美

千
代

、
岡

本
 
龍

郎
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
軟

性
気

管
支

鏡
に

よ
る

気
道

異
物

摘
出

時
に

発
症

し
た

脳
空

気
塞

栓
症

,
 
第

4
1
回

日
本

呼
吸

器
内

視
鏡

学
会

学
術

集
会

(
東

京
都

新
宿

区
)
 
,
 
2
0
1
8
月

5
月

2
4
日

岡
本

 
龍

郎
、

辛
島

 
高

志
、

安
部

 
美

幸
、

内
匠

 
陽

平
、

橋
本

 
崇

史
、

小
副

川
 
敦

、
宮

脇
 
美

千
代

、
田

川
 
哲

三
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
局

所
進

行
肺

癌
に

対
す

る
術

前
化

学
放

射
線

療
法

と
肺

切
除

の
現

状
,
 
第

7
1
回

日
本

胸
部

外
科

学
会

定
期

学
術

集
会

(
東

京
都

港
区

)
 
,
 
2
0
1
8
月

1
0
月

4
日

岡
本

 
龍

郎
、

辛
島

 
高

志
、

安
部

 
美

幸
、

内
匠

 
陽

平
、

橋
本

 
崇

史
、

平
野

 
隆

、
安

倍
 
伸

幸
、

宮
脇

 
美

千
代

、
武

内
 
秀

也
、

鈴
木

 
正

志
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
 
降

下
性

壊
死

性
縦

隔
炎

の
臨

床
経

過
と

治
療

～
頸

部
膿

瘍
か

ら
の

波
及

の
詳

細
～

,
 
第

7
0
回

日
本

気
管

食
道

科
学

会
総

会
な

ら
び

に
学

術
講

演
会

(
東

京
都

港
区

)
 
,
 
2
0
1
8
月

1
1
月

8
日

宮
脇

 
美

千
代

、
辛

島
 
高

志
、

安
部

 
美

幸
、

内
匠

 
陽

平
、

橋
本

 
崇

史
、

武
内

 
秀

也
、

岡
本

 
龍

郎
、

杉
尾

 
賢

二
,
 
デ

ュ
モ

ン
ス

テ
ン

ト
挿

入
の

検
討

～
安

全
性

と
効

果
の

検
討

～
,
 
第

7
0
回

日
本

気
管

食
道

科
学

会
総

会
な

ら
び

に
学

術
講

演
会

(
東

京
都

港
区

)
 
,
 
2
0
1
8
月

1
1
月

9
日

学
生

の
所

属
コ

ー
ス

名
内

容
　

※
が

ん
プ

ロ
学

生
の

氏
名

に
は

下
線

を
引

く
こ

と

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）

ゲ
ノ

ム
医

療
研

究
者

養
成

コ
ー

ス
（

博
士

課
程

）
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【平成３０年度（各大学）】 

「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」内部評価・外部評価シート 

 

大学名 宮崎大学 

コーディネーター 細川 歩 

事務担当者 串間 宏美 

 

１．概要 

達成目標 ※工程表の内容を転記（編集不可） 

○達成目標１：九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成する。 

○達成目標２：ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を行う。 

○達成目標３：ゲノム医療や小児・希少がんに対する海外の先進事例を積極的に収集し発信することで本プランのみならず我が国に

おけるがん専門医療人の養成に寄与する。 

 

達成目標に対する今年度の実績 ※達成目標１～３に触れながら記載。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

今年度の宮崎大学がんセミナーでは、総論(がん薬物療法、放射線療法、がんの病理学、精神腫瘍学、緩和医療など)、
各論(胃癌、大腸癌、乳癌などの代表的な腫瘍)について15回(27コマ)開催。昨年度より2回(2コマ)増加し、講義内容の充
実を図った。 
多様な新ニーズに対応する専門医療人の養成やライフステージに応じたがん対策を推進する多職種の人材育成を目的と
し、医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師、栄養士、事務など延べ463名の多職種の医療人が参加した。 
 
【がん看護】 
“がんと共に生きる患者と家族の尊厳をまもる”を活動テーマとして講演会を企画、実施した。東京大学より会田薫子

先生を招聘し、「超高齢社会の医療選択にかかわる意思決定支援」という演題で、アドバンスケアプランニングやフレイ
ルの概念を交えながら講演いただいた。多様な新ニーズに対応する専門医療人の養成、ライフステージに応じたがん対策
を推進する他職種人材養成を目的とし、看護師、医師、介護福祉士、社会福祉士、事務、学生など97名の多職種の医療人
等が参加した。 
 また、ゲノム医療に関連して、日本家族性腫瘍学会や日本がん看護学会の学術集会への参加、AMED「ゲノム医療従事
者の育成プログラム開発」主催の「看護師による看護師のためのがんゲノム勉強会」への参加を通して、最新の知見を得
た。 

実績を踏まえた成果（学生教育の観点での成果について記載すること） 

※適宜、学生のキャリア教育、キャリア形成の点にも触れながら記載すること。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

今年度の宮崎大学がんセミナーでは、昨年度同様多職種の医療人（延べ463名）が参加したが、セミナー全体を通して
の参加人数は少なかった。また少数ではあるが、医学生も参加していた。ライフステージに応じた地域がん総合治療医育
成コースとしては、２名がセミナー全体の３分の２以上を受講し修了条件を満たしている。 
 
【がん看護】 
 宮崎県は総人口に占める高齢化率は31.1％、後期高齢化率16.2％（2017年）であり、国内でも高齢化率の高い地域であ
る。高齢者の身体的状況を踏まえた意思決定の支援のために医療と介護との連携のもと、他職種による患者中心の医療を
推進し、患者の尊厳を守りながら安心して地域社会で生活することを支援する基盤づくりが求められている。今回開催し
た講演会は県看護協会、県介護福祉士会、県老人保健施設協会の後援のもと開催し、県内全域から多くの医療・介護職の
参加を得た。アンケート結果より、本テーマに関して実臨床で悩んでいるという記載も多く、「認知症やフレイルに対し
ての看護師としての対応について明日から活かしていける」「意思決定支援をおこなっていく提案ができそう」など高齢
者に特化した意思決定支援について理解を促進することができた。少数ではあったが大学院生や看護学生の参加もあり、
自己の看護観の深化につながることを期待したい。 
 がんゲノム医療の推進にあたり、看護職へのがんと遺伝に関する知識・実践力の向上が急務である。昨年に引き続き学
会やセミナーへ参加することによって、看護学生、大学院生やがん医療に携わる一般看護職への教育基盤の構築につなげ
ることができた。 

 

２．各事業の取り組み状況 

①教育コース（大学院コース、インテンシブコース）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

 第３期がんプロにおいて大学院コースの受け入れはない。 
インテンシブコースのライフステージに応じた地域がん総合治療医育成コースについては、２名がセミナー全体の３

分の２以上を受講し修了条件を満たしている。また、インテンシブコースの受講者の中からライフステージに応じた全
人的統合的がん治療専門医育成コース希望者がみられており、今後も教育コースの充実をはかる予定である。 
がん看護においては、がん看護専門看護師養成機関としての認定機関が今年度末迄であったが、教育提供体制を改善し

ながら、認定更新手続きを行った。 
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②シンポジウム、セミナー、講習会等 

※別表「数値実績一覧」も参照して記述。他大学のモデルとなるような内容があれば特に触れること。 

宮崎大学がんセミナー：総論(がん薬物療法、放射線療法、がんの病理学、精神腫瘍学、緩和医療など)、各論(胃癌、
大腸癌、乳癌などの代表的な腫瘍)について15回(27コマ)開催。延べ463名の多職種の医療人が参加(医師、看護師、薬剤
師、臨床検査技師、栄養士、事務)。 
 
講演会「超高齢社会の医療選択にかかわる意思決定支援」（講師：会田薫子氏（東京大学大学院人文社会系研究科 死

生学・応用倫理センター 上廣死生学・応用倫理講座 特任教授））：宮崎県内38施設から97名が参加（看護師、介護福
祉士、医師、医療ソーシャルワーカー、事務、看護学生、他）。 

③地域や社会への情報発信の取り組み（ホームページ、SNS等の実績含む）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

 がん看護専門看護師養成を機に設立した「がん看護研究会」のホームページ上で、がんプロ講演会の案内および実施報
告を掲載した。（九州がんプロホームページ上にも掲載いただいた。） 

④大学関連病院との連携（特に「がん診療連携拠点病院」「小児がん拠点病院」との連携に関して） 

 学生が不在であるため学生が直接大学関連病院と関わることはなかったが、附属病院で開催される緩和ケア症例検討
会ならびに附属病院遺伝カウンセリング部主催の症例検討会にがんプロ担当教員が継続して参加することにより、教員
のFDを図るとともに、学生受入時にこれらの検討会に参加できるよう体制を整えている。 

⑤ライフステージ領域における取り組み ※プラン採択時、『ライフステージ領域において、多様性への配慮や将来を見据えた難治性苦

痛の緩和、サバイバーシップなどの焦点化された先駆的な取組が乏しい。』とのコメントが付いていることから、ライフステージに関して各大学で

取り組んだ内容があれば、本欄に特に詳しく記載願います。最終的に、九州全体の取り組みを整理して自己評価を実施します。 

 今年度開催した講演会は、「超高齢社会の医療選択にかかわる意思決定支援」をテーマに開催した。高齢者特有のフレ
イルならびにCGA（Comprehensive geriatric assessment）を踏まえたアドバンスケアプランニングを推進、支援するために
必要な基礎知識から国内外の最新知見、実臨床で活用できるような様々なモデルの紹介がなされた。実臨床で悩んでいる
という参加者も多く、参加者のニーズに応え得る講演会となった。参加者について、看護師のみならず介護福祉士、医
師、医療ソーシャルワーカー、事務、看護学生と多様な医療・福祉関連職種の方の参加を得ることができ、多職種人材養
成に繫がることが期待される。 

 

３．自己評価 

[選択肢] a:十分に目標を達成できている / b:目標を達成できている / c:あと少しで目標を達成できる / d:目標を

達成できていない 

c:あと少しで目標を達成できる 

理由・分析等 

宮崎大学がんセミナーに関して、セミナーを通しての参加人数が少なかったが、大学院コースの希望者がみられてい
る。 
 がん看護に関しても、29、30年度と大学院コースの受入れを行っていないが、講演会で、多職種の方に参加頂いたこと
は、地域で直に患者と接する方々の知識・意欲の向上を図ることができ、がんプロの存在の周知の機会にも繫がった。講
演会を継続して実施していくことで、大学院生の確保にもつながる。また、がん看護専門看護師養成機関としての認定期
間更新手続きにあたり教育提供体制の改善も図ったことから、いつでも学生を受け入れることのできる環境を万全に整
えることができた。 

自己評価を踏まえた、来年度に向けての改善点等 

宮崎大学がんセミナーに関し、セミナー全体を通しての参加人数が少なかったため、継続的な参加が増えるよう開催通
知など学内、学外(他施設の医療従事者等)へ周知していく。今年度同様に最新知識や技術を取り入れ、講義内容の充実を
図ると同時に大学院コース希望者が増えるように配慮する。 
また、国内でも高齢化率の高い宮崎県において、がんと共に生きる高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生

の最期まで続けることができるよう、“老年期”というライフステージに焦点をあてた多職種人材養成が必要であり、今
年度に引き続き、高齢者に焦点をあて、多職種を対象とした講演会の企画運営を行う。 
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【平成３０年度（各大学）】 

「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」内部評価・外部評価シート 

 

大学名 鹿児島大学 

コーディネーター 上野真一 

事務担当者 作田憲一 

 

１．概要 

達成目標 ※工程表の内容を転記（編集不可） 

○達成目標１：九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成する。 

○達成目標２：ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を行う。 

○達成目標３：ゲノム医療や小児・希少がんに対する海外の先進事例を積極的に収集し発信することで本プランのみならず我が国に

おけるがん専門医療人の養成に寄与する。 

 

達成目標に対する今年度の実績 ※達成目標１～３に触れながら記載。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

達成目標１：先端的がん医療コース大学院生２名と包括的がん医療コース１名を確保し、ともに分子生物学的成果に基
づいた個別医療の基礎ならびに臨床応用の学習を図った。また薬物療法を中心とした集学的がん医療の中でそれを実践
するための学習を行った。今後、ゲノム医療実習等が予定されている。本内容に関しては、全国がんプロ協議会ゲノム
医療部会（12月20日）に、九州がんプロを代表して「鹿児島大学におけるがんゲノム医療教育」として発表を行った。
また九州がんプロ全体のWebカンファレンスによるがんゲノム講習会を企画した（7月24日）。また最新ゲノム医療に関
する市民公開講座を開催した。 
 
達成目標２：毎週１回の化学療法カンファレンスの中で、とくにAYA世代と高齢者に関するがん治療の面からの問題点に
ついてミニレクチュアを開催した。とくに就労支援の取組みや妊孕性温存の考え方や他県の取組みを紹介した。さらに、
毎月１回行われる病院規模のCancer Boardを開催し、その中で「妊娠継続と抗がん剤治療」や「MTX関連リンパ腫」など
について講演した。これらのカンファレンスには、若手医師、看護師、薬剤師が参加し、各職種の面からの討論も行われ
た。 
 
達成目標３：国際学会（アメリカ血液学会）参加や日本がん治療学会・日本臨床腫瘍学会の講演により、やCAR-T療法に
関する諸外国の情報収集を行った。これらはカンファレンスを通して教員と大学院生の情報共有を図った。 
 
 
 
                                                                                

あ実績を踏まえた成果（学生教育の観点での成果について記載すること） 

※適宜、学生のキャリア教育、キャリア形成の点にも触れながら記載すること。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

 
平成３０年度 九州がんプロ全体研修会に参加し（教員２名、大学院生１名）、ライフステージに
応じたがん医療に関する症例検討(AYA世代と高齢者)や討論により、キャリア教育が行われた。 
 
さらに、毎週の化学療法カンファレンスの中で、大学院生に対するさまざまな面からのキャリア教
育（集学的治療、がん薬物療法の実際と問題点、緩和ケアの知識など）が行われた。 
 

 
 

 

２．各事業の取り組み状況 

①教育コース（大学院コース、インテンシブコース）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

（大学院コース）必要な単位修得とともに、２つのコースで必要なカンファレンス参加と病院実習に参加
した。 
（インテンシブコース）2/18～2/21 全4日間の講習会 がんゲノム講習会 

１日目 ガンゲノムのための病理検体取り扱い方法とは ２日目 DNA抽出とLibrary作成、実技講習 
３日目 NGS取扱いと解析方法レクチャー        ４日目 結果の解釈とエキスパートパネル 
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シンポジウム、セミナー、講習会等 

※別表「数値実績一覧」も参照して記述。他大学のモデルとなるような内容があれば特に触れること。 

腫瘍免疫カンファレンス 
鹿児島がんゲノム学術セミナー 
12月7日 第2回鹿児島がんゲノム学術セミナー（ゲノム医療に基づいたがん治療への取り組みと今後の課題 
講演 「がんプレシジョンメディシンの現状と今後の展開」慶応大学医学部 ゲノム医療ユニット 林 秀幸先生 

③地域や社会への情報発信の取り組み（ホームページ、SNS等の実績含む）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

毎年、本講座と病院腫瘍センターとの共催で「市民公開講座」を企画・実施しています。 
H30年度は、慶応義塾大学医学部 腫瘍センター西原広史先生を招いて実施し、 
115名が参加しました。 

講演1 「がんゲノム医療；～遺伝子を調べて、自分の“がん”をよく知り、最適な治療を！～」 

講演2  「がんゲノム医療；二次的所見と遺伝性腫瘍」東京大学医学部附属病院 認定遺伝 
    カウンセラー 大瀬戸久美子先生 
広告（名医のいる病院2019）  

① 大学関連病院との連携（特に「がん診療連携拠点病院」「小児がん拠点病院」との連携に関して） 

鹿児島県ではがん診療の均てん化、向上に資する取り組みとして全地域拠点病院・県指定病院、合計23病院を集めての 
４部門会（がん診療企画部門・がん登録部門・がん相談連携部門・がん緩和部門）合同研修会を年2回行っています。 
8月4日 講演「がん登録の概要：収集と活用の現在と展望」国立がん研究センター がん登録センター長 東尚宏先生 
2月2日 講演「ストレスケア」 国立病院機構別府医療センター 井上祥明先生 
    講演2「がんサイバーの体験談～マインドフルネスを通して」訪問介護ステーション楓 竹友優子先生 
大学病院 Cancer Board(毎月第3 水曜日開催)       8/4（１５３名参加） 2/2（１３５名参加） 

⑤ライフステージ領域における取り組み ※プラン採択時、『ライフステージ領域において、多様性への配慮や将来を見据えた難治性苦

痛の緩和、サバイバーシップなどの焦点化された先駆的な取組が乏しい。』とのコメントが付いていることから、ライフステージに関して各大学で

取り組んだ内容があれば、本欄に特に詳しく記載願います。最終的に、九州全体の取り組みを整理して自己評価を実施します。 

 
病院規模のCancer Board（１/月）を運営し、その中では、緩和ケアチームや病棟看護師にも参加を要請し、治療方針の
みではなく難治性苦痛緩和に対する討論も行った。さらにライフステージ（AYA世代など）に応じたがん医療のための専
門的レクチュアを設けた。 
 

 

３．自己評価 

[選択肢] a:十分に目標を達成できている / b:目標を達成できている / c:あと少しで目標を達成できる / d:目標を

達成できていない 

ｂ:目標を達成できている 

理由・分析等 

大学病院でのがんゲノム医療立ち上げと共に、大学院生への必要な教育（ゲノム医療の基礎と応用、必要な体制や人材、
アノテーション・キュレーションなど）を行った。社会人に対しても、がんゲノム医療やとくに稀少がん等の講義を設け
た。また、検査技師等を対象にゲノム解析のインテンシブコースを設けた。 

自己評価を踏まえた、来年度に向けての改善点等 

 
大学院生に対する座学や講演会企画のみではなく、ゲノム医療実習（臨床、解析、遺伝カウンセリング）を進める。 
ライフステージに応じたがん医療に関して、インテンシブコースを開講する。 
海外の先端的医療に関して、さらに情報収集を促進する。 
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【平成３０年度（各大学）】 

「新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン」内部評価・外部評価シート 

 

大学名 琉球大学 

コーディネーター 福島卓也 

事務担当者 医学部総務課 源河 崇 

 

１．概要 

達成目標 ※工程表の内容を転記（編集不可） 

○達成目標１：九州内の多様な新ニーズに対応するがん専門医療人を養成する。 

○達成目標２：ライフステージに応じたがん対策を推進する多職種人材養成を行う。 

○達成目標３：ゲノム医療や小児・希少がんに対する海外の先進事例を積極的に収集し発信することで本プランのみならず我が国に

おけるがん専門医療人の養成に寄与する。 

 

達成目標に対する今年度の実績 ※達成目標１～３に触れながら記載。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

達成目標1については、本年度は看護人材の養成を中心に展開し、緩和ケアエキスパートナース養成コースを開講し、9名
が受講している。さらにがん看護セミナーを開催し、43名が受講した。琉球大学はこうした活動を通して、達成目標2に
ついての高齢者がん緩和ケアを専門とする看護師の養成に努めた。e-learningを3名の医師が担当し、撮影を行った。そ
して本年度そのシステムが稼働し始めたことから、大学院コースに医師を勧誘しており、がん薬物療法専門医取得を目
指して来年度2名が入学予定である。大学院コースでは緩和ケアの実習を組み込む予定で、関係部署との調整が終了して
いる。達成目標1に関して、九州がんプロ全体研修会を琉球大学主催（沖縄会場）で2019年1月26，27日に実施し、２５名
の参加があった。さらに達成目標3に関連して、2019年2月5日に東京大学医科学研究所で開催された平成30年度全国がん
プロ協議会教育合同フォーラムにコーディネーターの福島が参加し、ゲノム医療に関する講習を受けた。 

実績を踏まえた成果（学生教育の観点での成果について記載すること） 

※適宜、学生のキャリア教育、キャリア形成の点にも触れながら記載すること。必要に応じて、図や写真等を追加することも可能。 

がん看護エキスパートナースを目指す看護師が、キャリア形成のため高齢者がん医療、その中で病期を考慮した意思決定
とそれに併せた緩和ケアについてのスキルを身に付けた。 

 

２．各事業の取り組み状況 

①教育コース（大学院コース、インテンシブコース）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

・緩和ケアエキスパートナース養成コース（11月開講～2019年9月修了予定） 
県内5カ所の病院から9名（臨床看護師）の受講希望があり、現在9名受講中。 

②シンポジウム、セミナー、講習会等 

※別表「数値実績一覧」も参照して記述。他大学のモデルとなるような内容があれば特に触れること。 

・がん看護セミナー（平成30年11月19日（月）16：00～18：00 開催） 
 講演 病期（ステージ）で考えるがん患者の意思決定支援 

～診断期・治療期・ＥＯＬ移行期からＥＯＬ期にある事例を通して～ 
 講師 知念 正佳氏（静岡県立静岡がんセンター・認定看護師教育課程 

専任教員・がん看護専門看護師） 
 参加者 43名（臨床看護師，大学院生，看護学生等 県内13病院，他1大学より参加あり） 
 
 
 
 
 

③地域や社会への情報発信の取り組み（ホームページ、SNS等の実績含む）※別表「数値実績一覧」も参照して記述 

特になし 

④大学関連病院との連携（特に「がん診療連携拠点病院」「小児がん拠点病院」との連携に関して） 

がん診療連携拠点病院である琉球大学医学部附属病院 地域医療部 緩和ケアチームと連携し、大学院コースでの緩和
ケア研修システムを整えた。 
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⑤ライフステージ領域における取り組み ※プラン採択時、『ライフステージ領域において、多様性への配慮や将来を見据えた難治性苦

痛の緩和、サバイバーシップなどの焦点化された先駆的な取組が乏しい。』とのコメントが付いていることから、ライフステージに関して各大学で

取り組んだ内容があれば、本欄に特に詳しく記載願います。最終的に、九州全体の取り組みを整理して自己評価を実施します。 

・インテンシブコース（がん看護エキスパートナース養成コース）では、全がん罹患数の約7割を占める高齢期がん患者
へのケアについての内容も含めて教授している。 

・がん治療の長期化に伴い、がんサバイバーの治療や療養に関する意思決定支援の複雑化、多様化について理解を深める
ために、がん看護セミナーでは、各ステージ（病期）に応じた意思決定支援のあり方について講演いただき、多くの参
加者との情報共有、ディスカッションを行った。 

 

３．自己評価 

[選択肢] a:十分に目標を達成できている / b:目標を達成できている / c:あと少しで目標を達成できる / d:目標を

達成できていない 

ｃ：あと少しで目標を達成できる 

理由・分析等 

がん看護エキスパートナース養成については、目標を達成できているが、がん薬物療法専門医を目指す大学院コース医師
の入学がなかった。また全体研修会の開催準備もあり、予定していたセミナーが十分に開催できなかった。 

自己評価を踏まえた、来年度に向けての改善点等 

2019年度は大学院コースに2名の医師が入学の予定である。またがんゲノム医療に関するセミナーを開催の予定である。 
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入
実
績

・
「

受
入

目
標
」
欄
は
修
正
不
可
。

・
「

養
成

分
野
」
、
「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
コ
ー
ス
名
称
」
に
修
正
が
出
る
場
合
は
、
事
前
に
九
州
が
ん
プ
ロ
事
務
局
あ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
文
部
科
学
省
へ
の
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

0
0

4
0

0

9
3

0

10
14

16

0
0

1
1

0

2
0

0

43
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7

0
0

2
0

0

2
1

0

2
2

0

0
0

10
2
2

3

5
1
0

4

2
0

0

0 0

0 0 0

1

5 0 0

0 0 0

3 1

0 0

22 1 2 2 1

2

0

9 1 1 1
3 1

7 1 2 8 2

医
師

熊
本

大
学

小
児
が
ん
・
希
少
が
ん
臨
床
腫
瘍
学
コ
ー
ス

希
少
が
ん
・
放
射
線
治
療
学
コ
ー
ス

医
師

医
師

看
護
師

看
護
師

ゲ
ノ

ム

医
師

看
護
師

医
師

看
護
師

歯
科
医
師

薬
剤
師

看
護
師

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

希
少
が
ん
診
療
養
成
コ
ー
ス

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
が
ん
専
門
医
療
人
育
成
コ
ー
ス

が
ん
研
究
薬
剤
師
コ
ー
ス
博
士
課
程

が
ん
専
門
細
胞
検
査
士
コ
ー
ス
修
士
課
程

鹿
児

島
大

学

医
師

医
学
物
理
士

そ
の
他
（
細
胞
検
査
士
）

薬
剤
師

医
師

医
師

看
護
師

医
師

そ
の
他
　
小
計
（
自
動
計
算
）

医
師 医

師
　
小
計
（
自
動
計
算
）

歯
科
医
師
　
小
計
（
自
動
計
算
）

薬
剤
師
　
小
計
（
自
動
計
算
）

琉
球

大
学

ゲ
ノ

ム

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

希
少

が
ん

・
小

児
が

ん

医
師

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

ゲ
ノ

ム

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

大
分

大
学

宮
崎

大
学

ゲ
ノ
ム
医
療
人
材
養
成
コ
ー
ス

久
留

米
大

学

佐
賀

大
学

長
崎

大
学

23
68

74

研
修
医
・
大
学
院
一
体
型
が
ん
専
門
博
士
養
成
コ
ー
ス

ゲ
ノ
ム
医
療
研
究
者
養
成
コ
ー
ス
（
博
士
課
程
）

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
貢
献
す
る
が
ん
看
護
専
門
看
護
師
コ
ー
ス
（
修
士
課
程
）

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
全
人
的
統
合
的
が
ん
治
療
専
門
医
育
成
コ
ー
ス

が
ん
と
共
に
生
き
る
こ
と
を
支
え
る
が
ん
看
護
専
門
看
護
師
養
成
コ
ー
ス

が
ん
看
護
専
門
看
護
師
養
成
コ
ー
ス

医
師

合
計
（
自
動
計
算
）

1 1 1 2

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

専
門
職
養
成
コ
ー
ス
　
が
ん
看
護
分
野
　
CN
S養

成

看
護
師
　
小
計
（
自
動
計
算
）

希
少
が
ん
及
び
小
児
が
ん
に
対
応
で
き
る
医
療
人
材
の
養
成
・
が
ん
薬
物
療
法
専
門
医
コ
ー
ス

放
射
線
看
護
専
門
コ
ー
ス

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
が
ん
対
策
を
推
進
す
る
人
材
の
養
成
・
が
ん
看
護
専
門
看
護
師
養
成
コ
ー
ス

先
端
的
が
ん
医
療
コ
ー
ス

包
括
的
地
域
が
ん
医
療
コ
ー
ス

統
合
的
地
域
が
ん
医
療
人
育
成
コ
ー
ス

統
合
的
地
域
が
ん
治
療
専
門
医
育
成
コ
ー
ス

ゲ
ノ

ム

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
包
括
的
が
ん
専
門
医
療
人
養
成
コ
ー
ス

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

希
少

が
ん

・
小

児
が

ん

1
2 4 0 0

先
端
医
用
量
子
線
技
術
科
学
コ
ー
ス

1
2

1
3

2

福
岡

大
学

医
師

歯
科
医
師

薬
剤
師

医
師

0 2 0 2 2 0

1 1

0

受
入

目
標

受
入

実
績

修
了

者
数

0 0 0

【
平
成
３
０
年
度
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

数
値

実
績

　
一

覧

大
学

名
対

象
職

種
養

成
分

野

ゲ
ノ

ム

希
少

が
ん

・
小

児
が

ん

希
少

が
ん

・
小

児
が

ん

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

コ
ー

ス
名

称
H
3
0

九
州

大
学

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

希
少

が
ん

・
小

児
が

ん

希
少

が
ん

・
小

児
が

ん

ゲ
ノ
ム
基
盤
先
端
臨
床
腫
瘍
学
コ
ー
ス

医
師
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■
　
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
コ
ー
ス
（
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス
）
の
受
入
実
績

・
「
受
入
目
標
」
欄
は
修
正
不
可
。

・
「
養
成
分
野
」
、
「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
コ
ー
ス
名
称
」
に
修
正
が
出
る
場
合
は
、
事
前
に
九
州
が
ん
プ
ロ
事
務
局
あ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
文
部
科
学
省
へ
の
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

2 3 4 5 6 7 8 9

1
01

久
留

米
大

学

熊
本

大
学

宮
崎

大
学

福
岡

大
学

薬
剤
師

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
が
ん
対
策
を
推
進
す
る
が
ん
専
門
薬
剤
師
コ
ー
ス

薬
剤
師

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

希
少

が
ん

・
小

児
が

ん

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

希
少

が
ん

・
小

児
が

ん

多
職
種
連
携
が
ん
専
門
医
療
人
育
成
コ
ー
ス

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
地
域
が
ん
総
合
治
療
医
育
成
コ
ー
ス

成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
専
門
医
療
人
養
成
コ
ー
ス

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
即
し
た
が
ん
患
者
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

希
少
が
ん
お
よ
び
肉
腫
の
集
学
的
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム

鹿
児

島
大

学

そ
の

他
　

小
計

（
自

動
計

算
）

35
8

3

合
計

（
自

動
計

算
）

89
13
7

11
9

そ
の
他
（
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
等
）

3
7

0

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
が
ん
対
策
を
推
進
す
る
人
材
の
養
成
・
緩
和
ケ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ス
養
成
コ
ー
ス

そ
の

他
が
ん
専
門
薬
剤
師
養
成
コ
ー
ス

看
護
師

琉
球

大
学

歯
科

医
師

　
小

計
（

自
動

計
算

）
0

0
0

薬
剤

師
　

小
計

（
自

動
計

算
）

20
19

16

看
護

師
　

小
計

（
自

動
計

算
）

25
40

31

医
師

　
小

計
（

自
動

計
算

）
9

70
69

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ

3
0

5
9

0

8

0

医
師

2
0

0

そ
の
他
（
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
）

5
0

2

2
3

2

大
分

大
学

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
チ
ー
ム
医
療
人
養
成
コ
ー
ス

そ
の
他
（
医
療
従
事
者
全
般
）

20
0

医
師

2
0

0

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
大
学
院
医
学
研
究
科
修
士
課
程
「
科
目
等
履
修
生
制
度
」

そ
の
他
（
地
域
医
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
全
般
）

2
0

0

5
67

67 16

5
1

1

看
護
師

20
31

31

薬
剤
師

10
16

医
師

そ
の
他
（
理
学
療
法
士
等
）

【
平
成
３
０
年
度
】

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

数
値

実
績

　
一

覧

大
学

名
養

成
分

野
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
コ

ー
ス

名
称

対
象

職
種

H
3
0

受
入

目
標

受
入

実
績

修
了

者
数

57



【
平
成
３
０
年
度
】

■
　
受
験
・
合
格
・
資
格
取
得
者
数

受
験
者

(
内
数
）
旧
が

ん
プ
ロ
か
ら
の

移
行
者

合
格
者

(
内
数
）
旧
が

ん
プ
ロ
か
ら
の

移
行
者

資
格
取
得
者

(内
数

）
旧

が
ん
プ
ロ
か
ら
の

移
行
者

32
22

26
14

12
9

1
小
児
科
専
門
医

1
1

1
0

0
0

2
日
本
血
液
学
会
血
液
専
門
医

1
1

1
0

0
0

3
小
児
血
液
が
ん
専
門
医

1
1

1
0

0
0

4
日
本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
が
ん
治
療
認
定
医

1
1

1
0

0
0

5
九
州
大
学
・
医
学
系
学
府
・
保
健
学
専
攻

先
端
医
用
量
子
線
技
術
科
学
コ
ー
ス

医
学
物
理

医
学
物
理
士

7
0

3
0

0
0

6
外
科
専
門
医

1
1

1
0

0
0

7
内
科
認
定
医

1
1

1
0

0
0

8
外
科
学
会
専
門
医
（
日
本
外
科
学
会
）

7
4

7
4

7
4

9
消
化
器
外
科
専
門
医
（
日
本
消
化
器
外
科
学
会
）

3
3

2
2

2
2

10
消
化
器
病
専
門
医
（
日
本
消
化
器
病
学
会
）

3
3

3
3

3
3

11
が
ん
治
療
認
定
医
（
日
本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
）

6
6

5
5

書
類
提
出
中

九
州
大
学
・
大
学
院
医
学
系
学
府
・
医
学
専
攻

ゲ
ノ
ム
基
盤
先
端
臨
床
腫
瘍
学
コ
ー
ス

臨
床
腫
瘍
学

研
修
医
・
大
学
院
一
体
型
が
ん
専
門
博
士
養
成

コ
ー
ス

が
ん
外
科
治
療

熊
本
大
学
・
大
学
院
医
学
教
育
部

「
新

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

九
州

が
ん

プ
ロ

養
成

プ
ラ

ン
」

内
部

評
価

・
外

部
評

価
シ

ー
ト

数
値

実
績

　
一

覧

計

コ
ー
ス
を
開
設
し
て
い
る

大
学
・
研
究
科
・
専
攻
名

コ
ー
ス
名

養
成
す
る
専
門
分

野

受
験
・
合
格
・
資
格
取
得
者
数

取
得
が
見
込
ま
れ
る
各
学
会
等
認
定
資
格
の
う
ち

受
験
や
合
格
実
績
が
あ
る
資
格
名

小
児
血
液
が
ん

小
児
が
ん
・
希
少
が
ん
臨
床
腫
瘍
学
コ
ー
ス

九
州
大
学
・
大
学
院
医
学
系
学
府
・
医
学
専
攻

H3
0
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